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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　針のような雨が石いし畳だたみに突つき刺ささり、煉れん瓦がの街並みを切り裂さいていた。

　ガス灯の輝かがやきは飲み込まれ、重いノイズのような雨音が暗い空から落ちてくる。

　世界は煙けむり、黒と白に塗ぬり替かえられていた。

　アストは傘かさも差さずに、雨に打たれながら歩を進める。長身の影かげが、夜闇やみと豪ごう雨うに包まれていた。踝くるぶしまである黒いコート姿はどこか幽ゆう鬼きめいていて、肩かたで弾はじけた雨が微び細さいな粒りゆう子しとなってその身を靄もやのように被おおっている。

　彼女が歩みを止めたのは、路地裏の出口の手前だった。

　グローブに包まれた細い指先が、かけていたサングラスを外す。夜の豪雨の中、通常ならばサングラスをかけて歩くなど非常識も甚はなはだしい。視界は闇に閉とざされ、一歩たりともその場から動くことができなくなるだろう。

　だが、長生種メトセラであるアストに、この夜の闇はその歩みを阻はばむ障害になりはしない。

　サングラスの向こう側から現れたのは、美しい琥こ珀はく色の瞳ひとみだ。鋭するどい剣けん先さきの如ごとき輝きが、雨の帳とばりと闇を貫つらぬく。

　雨に濡ぬれて額に張りついた前まえ髪がみの赤い一ひと房ふさを軽く払はらうと、アストは双そう眸ぼうを細めた。

　おかしい──

　心の中で、訝いぶかしげな呟つぶやきを漏もらす。

　ホテルに残されていたメッセージに記されていた店は、視線の先にあるもの──大通りに面していないその小さなパブに間ま違ちがいはないはずだ。営業中を示すように、看板は暗い世界にわずかな反はん抗こうとして微光を灯ともしている。しかし、窓からのそれがない。薄うす暗ぐらい店内だとしても、彼女の目ならば、そのわずかに漏もれた光を見み逃のがすはずはない。

　外したサングラスをもう一度かけ直すと、アストは歩みを再開した。

　先ほどよりも速く、しかし音はない。

　こんな雨の日に靴くつ音おとを聞き分けることなど、人間──短テ生ラ種ンには不可能に近いが、長生種ならば可能である。

　突とつ然ぜん、世界が白く輝き、雷らい鳴めいが大気を震ふるわせたときも、アストは平然と音もなく進んだ。

　店の前に辿たどり着いたとき、その手には銀色の槍やり状のものが握にぎられていた。形から見れば槍なのであろうが、奇き妙みようなことに、穂ほ先さきがついていない。それでは武器としての殺傷能力はたかが知れている──知らない者が目にすればそう思っただろう。

　だがこれこそが、〝遺デバ産イス〟と呼ばれる真ツア人ラ・類メト帝セル国ートのオーバーテクノロジーの中でも、最強の白兵戦兵器の誉ほまれも高い〝ゲイ・ボスリータルグの・ア・ゲ槍イボーガ〟の姿だ。穂先は存在しないのではなく、必要ない──光レー圧ザーでイオン化したＸキセｅノンガスを真空チェンバーから噴ふん出しゆつし、そこに発生した高温高密度のプラズマこそが、あらゆる物質を切断してのける凶きよう刃じんとなるからだ。

　アストはその握りを軽く確かめると、慎しん重ちように、しかし大だい胆たんさを感じさせる動きで店のドアを開いた。

　やはり店内に、照明はついていない。

　短生種であれば、足あし下もとをまともに見ることも叶かなわなかっただろう。

　アストは素す早ばやい一いち瞥べつで、店内の様子をほぼ把は握あくしていた。

　照明はつけられていなかったのではなく、何者かによって叩たたき割られている。テーブルや椅い子すが破は壊かいされて散乱し、鼻び孔こうを擽くすぐる甘い香かおりは、粉々に砕くだけた無数の瓶びんから床ゆかにこぼれ落ちたアルコールの匂においだ。それに混じり、血けつ臭しゆうと胸が悪くなるような異臭が漂ただよっている。

　どうやら何者かがここで戦せん闘とうを繰くり広げたらしい。

　アストは低い呻うめきのような声を漏らし、サングラスを荒あら々あらしく外す。

　破壊されたのは、店の内装だけではない。

　運悪く、こんな夜なのに酒を飲みに来ていた客の数人と、こんな夜なのに店を開けていた店主らしき人物の遺体がアルコールの中に沈しずんでいた。いずれも絶息しているのは、確かめる必要がない。

　頭部を爆ばく砕さいされ、破れた腹から内臓が飛び出しても生きていられる人間がいるなら話は別だが。

　その惨さん状じように、紅こう唇しんを怒ど気きに歪ゆがめたアストは、ゆっくりとした動きで店内に侵しん入にゆうした。

　このどこかに何者かが潜ひそんでいるのか、それともすでに、生ある者は彼女ひとりなのか──店の奥まで進んだところで彼女は足を止めると、予備動作もなく振ふり返り、手にした〝ゲイ・ボルグの槍〟を背後に向ける。

「何者じゃ！」

　誰すい何かの先にあったのは、横よこ倒だおしになったテーブルだ。

　だがその陰かげに何者かが隠かくれているのを、微かすかな息いき遣づかいからアストは感じ取っていた。

　乱闘に怯おびえて隠れていた客か？

　しかし、明らかにその人物は、自らの気配を絶とうとしていた。気配を殺して、アストの様子をうかがっていたのだ。

「答えねば、そのテーブルごと斬きり捨てる」

　それは、脅おどしではなかった。

〝ゲイ・ボルグの槍〟は、すでに凶悪な刃やいばを吐はき出し、湿しめった空気を灼やいている。

　あと数秒、返答が遅おくれていれば、言葉通りプラズマジェットの刃がテーブルごと隠れていた人ひと影かげを焼き切っていただろう。

　声は、二に度たびの雷鳴が轟とどろき、店内を白く浮うかび上がらせた後に発せられた。

「キエフ侯女？」

　問い返してくる声は、柔やわらかな中にも凜りんとした強さを感じさせる女の声だった。

「キエフ侯女・オデッサ子し爵しやくアスタローシェ・アスラン卿きようなのですか？」

「──何者じゃ、と訊きいておる」

　アストは我が名を呼ばれても些いささかも語調を弱めず、厳しい眼まな差ざしを緩ゆるめもしない。

〝ゲイ・ボルグの槍〟の穂先は、持ち手の苛いら立だちを代弁するかの如ごとく湿った床板を焼き、焦こげ臭くさい匂いを立ち上らせていた。

　声の主がテーブルの陰から蹌よ踉ろめくように姿を見せたのは、Ｘｅイオンの穂先が、ゆらりと持ち上げられた直後だった。

　動きが緩かん慢まんなのは、負傷しているからだ。腹部を押さえた繊せん手しゆは血に染まり、衣服は裂さけてただの布きれと化している。アストと同じ、象ぞう牙げ色の髪かみをした線の細い美女だったが、その長い髪も、返り血か自身の血か、所々が朱しゆに濡れていた。

「わたくしの名は、アイシェ・バラミール──」

　名乗ったところで、女は低く呻いた。アストはその様子をじっと見つめていたが、硬かたい表情のまま手を貸そうともしない。〝ゲイ・ボルグの槍〟を引く気配すらなかった。

　腹部の出血は、止まる気配がない。

　だが、この女がアイシェ・バラミールならば、アストと同じく長生種ならば──溶血性バチルス桿状・ク細菌ドラクが傷口を塞ふさぎ、血を止めるはずだ。
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　結論はふたつ。

　この女が短生種であるか、あるいは──

「お察しの通り、銀の弾だん丸がんを身に受けてしまいました」

　アストの疑念を感じ取ったのか、アイシェと名乗った女は唇くちびるを軽く嚙かみしめた。

「油断というには浅はかでした。リディア・ハスキールは、素手での殺傷を至上の悦よろこびとしていた殺さつ人じん鬼き──よもや、そのハスキールに銃じゆう撃げきされようとは……」

　アイシェの言葉に、アストは顔を強こわ張ばらせた。

　リエカ伯はくリディア・ハスキール──真ツア人ラ・類メト帝セル国ートにおいて、彼女ほど恐おそれられ嫌けん悪おされた女性はそう多くはない。数で言えば、かつて人間──短生種を三百人近く殺害したザグレブ伯エンドレには遠く及およばないが、ハスキールの場合、その殺さつ戮りくの相手は短生種、長生種、老ろう若にやく男なん女によを問わなかったのだ。

　その凶行に、真人類帝国皇帝ヴラディカは、すぐさまハスキール捕ほ縛ばくの命を出したが、それを事前に察知したのかもしくは教えた者がいたのか、彼女は忽こつ然ぜんと帝国から姿を消してしまう。探たん索さくは数年をかけて行われたが、ハスキールの足取りは杳ようとして知れなかった。

　そのリディア・ハスキールが発見されたのは、偶ぐう然ぜんといえば偶然だった。

　ヴラディカよりの勅ちよく命めいにより、とある組織に潜せん入にゆうしていたクテシフォン子爵アイシェ・バラミールが、その組織内でハスキールを目にしたのだ。

　しかしこれは、帝国史上類を見ない無差別殺人鬼の発見という幸運と同時に、アイシェが真人類帝国の貴族であることが知られてしまうという危機を招いた。アイシェとハスキールが、互たがいに顔を見知っていたことが、この一件の幸運であると共に不運だったのだ。

「それで、ハスキールはいずこに？」

「カウンターの奥に」

　アストは素す早ばやく身をひるがえすと、カウンターの奥を覗のぞき込んだ。そこにあったのは、上半身が黒くろ焦こげになった女の死体だった。アストはハスキールの顔は知らないが、どちらにしろ、これでは判別のつけようがない。

　しかしアストは、その遺体の傍かたわらに屈かがみ込んだ。

　顔から胸むな元もとにかけてが、炭化するほど焼け焦げている。戦せん闘とうの際に、度数の高いアルコールを頭から被かぶってしまったのだろう。その周囲に目を向けたアストは、ライターを見つけて拾い上げる。おそらく、これで火をつけられたのだ。

　次に死体に触ふれたアストは、頭部の陥かん没ぼつと頸けい骨こつの粉ふん砕さいを確かめた。凄すさまじい打撃を頭部に受けて頭ず蓋がいが破は裂れつ、そしてその衝しよう撃げきで首の骨が折れたように見受けられる。火傷やけどを負っていない腹部には、血の痣あざが残っていた。内臓が破裂して、内出血した痕あとだ。これも打撃の凄まじさを物語っていた。

　子細に遺体を検分するアストに、アイシェが悔くやむように言った。

「できるならば、生きたまま捕とらえるべきだったのでしょうが──」

「かまわぬ。本来それは、わたしの仕事だったはずなのだからな」

　アストは拘こう泥でいした様子もなく言うと、ようやく〝ゲイ・ボルグの槍〟を収めた。

　今回、ヴラディカからアストに与あたえられた勅命とは、リディア・ハスキールの捕縛である。むろん、その組織とやらに乗り込むなどという乱暴かつ危険な任務ではない。正体を知られ、組織内での立場が危あやうくなったアイシェの逃とう走そうを助ける、というのが当面の役目だった。その場合、おそらく──というよりは確実に、追っ手が放たれるであろうことは予測できる。

　その追っ手がハスキールであろうことは、アイシェには確信があったらしい。

　なぜなら、ハスキールが帝国で凶行を愉たのしんでいるとき、アイシェが一度となくそれを阻そ止ししたことがあるからだ。

　その私し怨えんを利用して、可能な限り集めた組織の情報と共に、ハスキールを誘おびき出して捕らえる──これがヴラディカの計画だった。

　そのハスキールがアストよりも一歩先にアイシェに接せつ触しよくし、そして返り討うちにあって死亡したとしても、計画の狂くるいとしては些さ細さいなものとするしかない。

「──ともかく、ホテルへ移動した方がよさそうじゃな」

　ハスキールの死体をどうすべきか迷うようにアストは視線を揺ゆらめかせたが、ことここに至ってはアイシェの生存を優先するしかない、と判断した。外は相変わらずの豪ごう雨うだが、ここで傷の手当てをするわけにもいかず、アストはアイシェに肩かたを貸して立ち上がらせる。

「少し無理をさせるが、我が慢まんなされよ」

「お手数をお掛かけいたしまして、申し訳ございません」

　激痛に顔をしかめながらも、アイシェは気き丈じように微笑ほほえんで見せた。

　パブを出た二人を、豪雨が容よう赦しやなく打ち据すえる。

　アストは周囲に注意を払はらいながら、アイシェの身体に負担をかけないよう静かに、しかしできうる限りの速度でその場を後にした。

　二人の影かげが雨に飲み込まれて数分後──

　小こ柄がらな影が密ひそやかに路地裏から姿を現し、パブの中に吸い込まれていった。

　店内で放たれた嗚お咽えつとすすり泣きは、雨音に押し潰つぶされた。
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「幸い、弾だん丸がんは貫かん通つうしておるようじゃ。命に別状はあるまい」

　ホテルの部屋に戻もどってすぐにアイシェの傷を診みたアストは、そう言って頷うなずいた。

　長生種に超ちよう人じん的な身体能力と驚きよう異い的な回復力を与えている溶血性桿状細菌には、ふたつの弱点とも言うべき特性がある。

　ひとつは、紫し外がい線せん──これはバチルスの活動を異常に高めることで、宿主である長生種の肉体すら食い破り、塵ちりに変えてしまう。

　そしてもうひとつが、銀──紫外線とは逆に、バチルスの活動を停止させてしまうために、銀を摂せつ取しゆした長生種の肉体は、その超常的能力を失い、短生種と変わらぬレベルにまで肉体機能が低下してしまうのだ。

「生アク命ア・のウイ水タエを飲んで安静にしておれば、明朝にも回復していよう」

　アイシェが持ち合わせていなかったために、アストは自らが携けい帯たいしてきた血液製せい剤ざいから生命の水を作った。銀を摂取し、出血が止まらずに大量の血を失ったアイシェは、このままでは遠からず渇かわきに襲おそわれるだろう。帝国で製造されている血液製剤は、水やワインに溶とかせば血液と同成分の液体となり、この長生種特有の渇きを癒いやしてくれる。

「本来ならすでに列車でこの町を離はなれている手て筈はずであったが、ここは大事を取ってしばらく様子を見た方がよかろう」

「ハスキールに襲われて命があったのですから、わたくしは幸運ですね」

　アイシェは生命の水を手に取り、安あん堵どの吐と息いきをついた。布きれになってしまっていた服を脱ぬぎ、今は下着姿でベッドの上だ。

「まだ幸運と判断するのは早計じゃ」

　持参してきた旅行鞄かばんの中をごそごそやりながら、アストは呟つぶやいた。

「追っ手がハスキールひとりと限ったものではない。そなたの傷の回復を待って、一刻も早く帝てい国こくへ戻らねば」

「ですが、わたくしの得た情報では──」

「あまり着き替がえは用意してこなかったのじゃが、とりあえずはこれを着るとよい」

　何か言いかけたアイシェを遮さえぎるように、アストは旅行鞄から白いシャツを取り出して差し出した。それを受け取ったアイシェは、先ほどの言葉の続きを飲み込んで、袖そでを通す。

「わたしも着替えてくる」

　濡ぬれた衣服を身に纏まとったままだったアストは、踵きびすを返してシャワールームに向かった。

　その背中を、生命の水を口にしながらアイシェが見送る。

　やがてシャワールームから服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音に続いて、水音が聞こえてきた。

　しばらく身動きひとつしなかったアイシェは、不意に顔をしかめて生命の水が入ったコップをサイドテーブルの上に乱暴に置く。

　まずい──

　声に出して言うわけにもいかず、心の裡うちで不満の声を漏もらす。

　どうして帝国貴族は、こんなもので我慢できているのか、彼女には不思議でならなかった。阿あ片へんを入れようが砂糖を入れようが、たとえ成分が一いつ緒しよだとしても、とても本物の血の味に敵かなうわけがない。本物の血の芳ほう醇じゆんであまやかな香かおりが喉のどを滑すべり落ちていく心ここ地ちよさにはほど遠い。

　だが、そんな不満など些さ細さいなことだった。

　舌打ちでもしたくなるが、それも堪こらえて形の良い唇くちびるを歪ゆがめるに留とどめる。

　まさか自分が、アイシェ・バラミール如ごときに一いつ矢し報むくいられようとは。

　アストに言ったように、確かに油断があった。

　しかし、これほどの痛手を被こうむってしまっては、油断などと軽く済ませてしまえるものでもない。

　この町で、バラミールが帝国の使者と邂かい逅こうする段取りであることは分かっていた。

　その接触前にバラミールを始末して、帝国の使者とは顔を合わせずに撤てつ収しゆうする──それが当初の計画だった。

　その計画に大きな狂いが生じたことは、もはや疑いがない。

　バラミールを始末できたものの、自らは銀の弾丸で負傷し、身動きが取れなくなったところで帝国の使者と遭そう遇ぐうしてしまった。

　だがそれでも、幸運といえる事こと柄がらがないわけではない。

　帝国の使者があの小こ娘むすめ──アスタローシェ・アスランであったことだ。

　キエフ侯こう爵しやくの娘アスタローシェの顔なら、帝国で何度か見かけたことがある。そのお陰かげで、咄とつ嗟さとはいえ、アイシェ・バラミールに成り済ますことができたのだ。

　もしあの小娘が、バラミール、もしくは自分の顔を知っていたとしたら、あの時にすべて終わっていたはずだ。銀の摂取で短生種並みの身体能力しか発揮できず、大量の出血で意識が朦もう朧ろうとしていたあの時の自分では、さすがに長生種とまともに戦うことなどできはしない。

　そう、わたしにはまだ運が味方している──

　リディア・ハスキールは、血に塗れたナイフのような笑えみを浮うかべた。

　あとは体力の回復を待ち、隙すきを突ついてあの小娘を殺してしまえばいい。

　それまでは、せいぜい大人おとなしく、しかし細心の注意を払はらってアイシェ・バラミールに成り済ましていればいいだけのことだ。

　リディアは声に出さず忍しのび笑いすると、サイドテーブルに置いていたグラスに手を伸のばす。まずいとはいえ、残していては変に思われるだろう。こんな些細なことで運の流れを逃のがすのは得策とはいえない。

　だがそのグラスは、彼女の唇に触ふれる直前に停止する。

　何者かがドアをノックしたのだ。

　リディアはちらりとシャワールームに視線を飛ばしたが、聞こえてくるのは先ほどと同じ水音だけ──わずかに逡しゆん巡じゆんした後、彼女はグラスを再びサイドテーブルに戻もどした。

「はい」

「ルームサービスです。なにかご入り用のものはございますか？」

　若い女の声だった。

　我知らず、喉が鳴る。

　滑なめらかな白い肌はだに牙きばを突き立てる感かん触しよくを想像し、身体からだの奥が疼うずいた。

　無意識に舌なめずりしていたのは、濃のう厚こうな血の味を思い出したからだ。

　気づけば力の入らない身体で、ドアの前に立っていた。

　先ほど少し生命の水を摂せつ取しゆしただけなので、いつの間にか渇かわきの衝しよう動どうが湧わき起こっている。できることなら、このドアを開いてこの若い女を招き入れ、後ろから抱だきすくめてその首筋に食くらいつきたい──しかし、リディアは、辛かろうじてその行動を思い留とどまった。

　おそらくあの小娘──アスタローシェは、シャワールームからこちらの動向を探さぐっているに違ちがいない。自分がアイシェであるかどうか、あの小娘がわずかとはいえ疑念を抱いだいていることは承知している。ここで少しでも不ふ穏おんな動きを見せれば、あのデバイス──〝ゲイ・ボルグの槍〟で襲おそいかかってくるだろう。

　止めどなく溢あふれてくる唾だ液えきを飲み込み、リディアは努めて平静に応じた。

「そうですね、お茶をいただこうかしら。二人分お願いします」

「ミルクはいかが致いたしますか？」

「お願──」

　無意識に言葉を吐はきかけて、リディアは寸前のところで言葉を切った。

「──結構です。いずれも、砂糖を多めにしていただけますか？」

「──かしこまりました」

　今のやりとりを、アスタローシェに聞かれただろうか？

　リディアはちらりとシャワールームに視線を向け、頰ほおを歪めた。

　自分のことを疑っているらしいアスタローシェに対して、少しでも不ふ審しんな言動を見み咎とがめられれば、疑念が確信に変わってしまう。

　渇きの衝動を抑おさえるのに気を取られすぎて、受け答えに対して集中しきれなかったのだ。

　いくら口に合わないとはいえ、生命の水を最初に飲み干していれば、こんな些細なミスは犯おかさなかったに違いない。

　己おのれの浅はかさを呪のろいながら、リディアはドアに背を向ける。

「あの──お怪け我がの具合は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　ドア越ごしの問いかけに、リディアは再び振ふり返った。

　手は無意識に、手当てしたばかりの腹部の傷に触れている。

　そのとき不意に、違い和わ感を感じた。

　違和感、というよりも気配だ。

　この、ホテルの従業員らしき若い女はどこかおかしい。

　今の今まで気づかなかったが、肌の上をちりちりと不快感が走っている。これはなんだろうか？

　答えはすぐに出た。

　敵意だ。

　さらにいうならば殺気だ。

　なぜホテルの従業員が客に殺意を覚えなければならないのか。

　これにもすぐに答えが出た。

　リディアは音もなく笑う。

　そして瞬しゆん時じに、相手の意図を察した。これを利用しない手はないだろう。

「この部屋まで、血の跡あとが続いています。もし酷ひどいようであれば、お医者さまをお呼びしますが──」

「心配してくださって、ありがとう。でも大丈夫よ」

　リディアは笑みを言葉に載のせ、ホテルの従業員に成り済ましている短生種に言った。

　アストに聞こえないよう、声のトーンを極力低くして。

「確かに連れが怪我をしましたが、この雨で滑すべった拍ひよう子しに少し足が切れただけのことです。お医者さまも、あんな軽傷でこの雨の中を呼び出されてはお気の毒でしょう」

「お連れさまは、本当に大丈夫なのですか？」

「ええ」

　相手が心配などしていないことは、リディアには分かっている。

　この娘むすめはただ、怪我をしたのがどちらかだけを知りたいのだ。

　顔が見えない以上、判断するのは声しかない。

「──承知いたしました。それでは、失礼いたします」

「ご苦労さまです」

　ドアの向こうで、殺気を纏まとった気配はしばらく逡巡しているようだった。しかしこれ以上、この場に留まると不信感を与あたえるとでも思ったのか、幾いくばくもなく立ち去っていく。

　わたしの声をよく覚えておきなさい、扈ケト従ウ・士ボエ民ール。

　リディアはほくそ笑えむ。

　扈従士民──帝てい国こくにおいて、貴族と個人的契けい約やくを結んだ特に優ゆう秀しゆうとされる短生種の身分である。

　バラミールは、リディアが身を寄せている組織──薔薇ローゼ十字ンクロイ騎ツ・士団オルデンに帝国が送り込んだスパイだ。その彼女が、手にした情報を自ら帝国まで届けることなどできようはずがないし、するにしてもリスクが高すぎる。

　そうなると当然、扈従士民の協力が必要になるだろう。

　だとすれば、今回のこの行動にも、扈従士民が関かかわっていると見て間違いない。

　リディアとドア越しに会話したあの短生種こそが、そのバラミールの扈従士民なのだろう。

　そして、隠かくしきれないあの殺気から推測するに、すでに自分の主あるじが殺されたことを知っているようだ。

　知っていてこのような行動をとる理由は、ひとつしかない。

　リディアは双そう眸ぼうを刃やいばのように細めた。唇くちびるが横に裂さけ、赤い舌が鋭するどい牙きばの先せん端たんを舐なめる。

　わざわざ復ふく讐しゆうしにきたとは、なんて可愛かわいらしいのかしら──

　先ほどの吸血衝しよう動どうに勝まさるとも劣おとらない、痺しびれるような疼うずきが全身を心ここ地ちよく震ふるわせる。

　アスタローシェさえいなければ、今すぐにでも後を追っていき、この部屋に引きずり込むところだ。そしてゆっくりと、朝までかけて、嬲なぶるように主人の後を追わせてやれるものを。

　だがそれも、遠い未来のことではない。

　バチルスが再活性化し、力を取り戻もどせば、アスタローシェもあの扈従士民の娘も、どちらも自分の獲え物ものにすぎないのだ。

　せいぜい、わたしが牙を研とぐ時間を稼かせいでくれればそれでいい──

　リディアは興奮の熱い吐と息いきを漏もらし、その時のために、生命の水を一息に飲み干した。
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　シャワールームに入ったアストは、濡ぬれて身体からだにへばりつく衣服を手早く脱ぬぎ捨てると、下着はつけたままでシャワーを出し始めた。

　その手には、〝ゲイ・ボルグの槍〟が握にぎられている。

　熱い湯に全身を打たれながら、その意識はシャワールームの外に向けられていた。

　アストは、アイシェ・バラミールと名乗ったあの女が、本当にアイシェ・バラミールであるかどうか、わずかな疑念を抱いだいていた。

　もしも自分が謀はかられているのだとしたら、シャワーを浴びているこの時に、相手に動きがあるかもしれない──そう考えたのだ。

　疑念、というほど強いものではないが、気になる点が二つあった。

　まず、彼女が血液製せい剤ざいを携けい帯たいしていなかったことだ。

　帝国では貴族に、血液製剤が無料で配られている。帝国外では血液の直接的な摂せつ取しゆ──いわゆる吸血によって渇かわきを癒いやす長生種がいるようだが、帝国内では皆かい無むに等しい。ないわけではないが、そんなことをする貴族は周りから変態扱あつかいされる。

　当然、アイシェも、吸血ではなく生命の水で渇きを癒すと見て間ま違ちがいないだろう。

　だからこそ、いくら潜せん入にゆう捜そう査さだとはいえ、負傷したときのために生命の水は絶対に必要なはずだ。

　それを携帯していないのは、ただ単に切らしただけなのか、それとも持っている必要がない──つまり、吸血によって失われた血を補ほ充じゆうするからだろうか。

　そして第二に、リディア・ハスキールと思おぼしき遺体の状態だ。

　アイシェは武器を携帯しておらず、そして遺体もまた、素す手でで殺傷されたと考えられる。これはまさしく、リディア・ハスキールの手口ではないか？

　無論、長生種であれば、素手で同じことを行うのは不可能ではない。

　しかし組織の追っ手があると分かっていながら、なぜアイシェは素手だったのか。

　戦いの途と中ちゆうに奪うばわれ、あの店内のどこかに転がっていたのだとしたら、店を出る前に回収しようとしなかったのはおかしいと言わざるを得ない。

　まったくもって、ややこしいことになったものよ──

　アストは、軽く吐息をつく。

　今回の任務では、すべてが明めい瞭りようではない。

　保護すべきアイシェ・バラミールの顔を知らず、捕ほ縛ばくすべきリディア・ハスキールの顔も知らず、そしてそのふたりが関かかわる組織の名すらアストは知らなかった。

　たったひとつ、歯車が狂くるっただけでこの始末だ。

　済んだことを嘆なげいても始まらないが、アストにすれば溜ため息いきのひとつもつきたくなるだろう。

　だがすぐに、その琥こ珀はく色の瞳ひとみが鋭く輝かがやく。

　熱いシャワーで微かすかに上気したアストの肉体に、緊きん張ちようが走った。

　何者かが部屋を訪ねてきたのだ。

　もしも自分の疑念が取り越こし苦労で、あの女性が本当にアイシェだった場合──この来訪者が組織の追っ手の可能性が出てくる。

〝ゲイ・ボルグの槍〟を握る指先に力が入ったところで、若い女の声が途切れ途切れに聞こえてきた。

　どうやら、ルームサービスらしい。

　ひとまず安あん堵どするが、すぐに別の危き惧ぐを抱く。

　あの女性がアイシェではなく──最悪の場合、ハスキールだとしたら、短生種の若い娘むすめの生命に危険が生じるのではないか？

　ハスキールは無差別連続殺人犯であると共に、吸血嗜し好こうもあったと聞く。

　現在の彼女は何者であれ、大量の血を失い、渇きの衝動を覚えているはずだ。

　生命の水をもしも飲んでいなかったとしたら、たとえアストを一時的に騙だますつもりでこの状じよう況きようを作り出したとはいえ、その衝動に耐たえうるだろうか。

　こんなとき、信しん頼らいできる相トヴア棒ラシユさえいれば──

　アストは思わずそう考えた後、忌いま々いましげに頰ほおを歪ゆがめた。

　最初に思い浮うかべたのは、レン・ヤーノシュ──かつて自分が未熟なばかりに、ザグレブ伯はくエンドレに命を絶たれた大切な相棒だ。

　それは分かる。

　だが、次に浮かんだ人物はいったいなんだというのか。

　神父服を着たひょろりと背の高い、間ま抜ぬけな顔でへらへらと笑っているこの男は。

　あまつさえ、緊きん張ちよう感かんのかけらもない様子で手まで振ふっている。

　思わず罵ののしりたくなるが、それだけは辛かろうじて堪こらえた。頭を振って、飛ひ沫まつと一いつ緒しよに不適切な男の面おも影かげをシャワールームのタイル張りの床ゆかに払はらい落とす。

　今は、愚ぐにもつかないことを考えているときではない。

　その間にも、短生種とアイシェの会話は恙つつがなく続いていた。

　どうやらアイシェは、二人分の茶を頼たのんだらしい。

　そのとき、聞き取りにくかったが、アイシェがなにやら言い直していた気がする。

　ミルクをどうするか、と聞かれたときだ。

　帝国ボイエ貴族ールのほとんどが館やかたの庭園に茶園を備えていることで分かるように、コーヒーよりも茶チヤイを好んで口にする。

　そして特に、ミルクを入れるような習慣がない。

　もしもミルクを入れる長生種がいれば、それは〝外アウター〟からの来訪者ということになる。

　無論、外での任務に従事していたアイシェは、自分が長生種だということが相手に知られている場合、帝てい国こく出身であることを隠かくすためにコーヒーを頼んだり、お茶にミルクを入れることもあるだろう。

　ならば特別、それを隠す必要はない。

　だが、ハスキールだとすれば話は別だ。

　彼女は帝国で凶きよう行こうを働く前から、短生種のようにコーヒーを飲んだり、茶にミルクを入れたりと奇き行こうの目立つ人物だったらしい。もしも自分の正体がばれる可能性があるとすれば、必ず帝国式に拘こだわったに違ちがいないからだ。

　だからこの場合、茶を頼み、それにミルクを入れるかどうかが問題ではない。

　そこでなにか言い直し、帝国式にわざわざ拘ったのかどうかが問題なのだ。

　ミルクはどうするか、の問いに、アイシェはどう対応したのか？

　肝かん心じんの部分が、あの間抜けな神父のせいで確信が持てない。

　馬鹿ドビト者ーク──！

　本人が聞いたら甚はなはだ不本意な上に完全な八つ当たりなのだが、アストは思わず、憎にく々にくしげに呟つぶやいた。

　ふたりの会話はまだ続いている。

　どうやら、誰だれかが負傷していることにホテル側が気づいたらしい。アイシェの身体からだから流れ出た血を拭ふく暇ひまもなかったのだから、これは仕方がないだろう。

　医者、という言葉が聞き取れたが、これはアイシェが上う手まく断ったようだ。それ以外は、声のトーンが低すぎて、よく分からない。

　しかし、アイシェがドアの前からベッドの方に戻もどる気配がしたから、従業員の若い娘は立ち去ったとみえる。いきなり、あの従業員の娘が襲おそわれるようなことはなかったらしい。

　それでも暫しばらくは身構えていたが、ベッドに戻ったアイシェが動く気配はなかった。

　身体に張り詰つめていた緊張を解ほぐし、アストは、肩かたに張りついた象ぞう牙げ色の髪かみを指で梳すく。

　自分が保護したのが間違いなくアイシェ・バラミールであったならば、今、自分がしていることはまったく無意味だし、愚ぐの骨頂だ。

　ひとまずシャワーを止めると、そこでようやく下着を外し、用意されていたタオルで全身を拭ぬぐう。

　ともあれ、今のアイシェはバチルスの活動が停止している状態のため、襲われたとしても簡単に返り討うちにできるはずだ。もしも行動に移るとすれば、バチルスが活性化する数時間後だろう。そのときまでに、自分の中で確信を握にぎっていなければ、一いつ瞬しゆんの隙すきを突つかれて命を落とす可能性がある。

　長い数時間になりそうじゃな──

　髪から乱暴に水すい滴てきを払い落としながら、アストは心の奥で独りごちた。
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「──結構です。いずれも、砂糖を多めにしていただけますか？」

「──かしこまりました」

　エミーネはドアに向けた銃じゆう口こうを下ろさぬまま、慇いん懃ぎんな口調で応じた。

　弾だん倉そうの中には、銀の弾丸が込こめられている。相手の立ち位置は、声で分かった。いま引き金を引けば、銃弾は木製のドアを突き破って目標に食くらいつくだろう。

　だが、今、自分が話をしている相手はどちらだ？

　直轄カマラー監察官シユ、キエフ侯女・オデッサ子し爵しやくアスタローシェ・アスランか。

　それとも、主あるじを殺した憎にくむべきリディア・ハスキールか。

　もしくは第三の刺し客かくか。

　それを確かめるべくルームサービスのふりをして情報を得ようとしてはみたが、この程度では何の確信も持てない。帝国貴族らしく、お茶をミルクなしで注文したのにも文句のつけようがなかった。途と中ちゆう、なにやら口ごもったが、その程度では何とも判断できない。

　自分の主──クテシフォン子爵アイシェ・バラミールは、あのパブで、帝国からの迎むかえと落ち合う手て筈はずになっていた。

　相手の名は、アスタローシェ・アスラン──エミーネに分かっていることは、それだけだった。

　これまで、情報の伝達に際して陰かげからアイシェを支えてきたエミーネは、今回に限り関かん与よを許されなかった。

　ハスキールが関かかわっているとなると、それも無理はない。

　アイシェは、扈従士民であるエミーネの身の安全を優先したのだ。

　優やさしい人だった──エミーネは、その主の最さい期ごの姿を思い出し、双そう眸ぼうに憤ふん激げきの色を弾はじけさせた。

　ドア越ごしに照準した銃口が、怒いかりのあまり震ふるえる。

　狙ねらいを定めているこの相手がハスキールならば、彼女の復ふく讐しゆうはわずか数秒で終わるだろう。

　口く惜やしげに、エミーネは歯は嚙がみした。

　アイシェに禁じられていながらこの町に来ていたエミーネが目にしたのは、パブから出てくる二人の人ひと影かげと、その後の店内に残されたアイシェの遺体だけだ。

　あのとき出てきた二人のうち、どちらかがキエフ侯女で、どちらかがハスキールなのだろうか。それとも、二人とも組織の追っ手だろうか。

　もし、この部屋にいるのが二人とも組織の追っ手ならば、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで引き金を引く決断もあったが、ひとりがキエフ侯女だという可能性がある限りそれはできない。

　しかし、片方がキエフ侯女だとするならば、なぜ組織の手の者と一いつ緒しよにいるのだろうか。

　その答えは、推測ではあるが導くことができる。

　キエフ侯女は、アイシェの顔を知らないのだ。

　その為ため、あくまでアイシェ側から接せつ触しよくをする、という筋書きになっていた。

　だとすれば、何らかの理由で組織の追っ手──これはほぼハスキールに間ま違ちがいない──が、アイシェの名を騙かたっているに違いない。

　だが万が一、キエフ侯女が組織と通じていたら──？

　その恐おそろしい想像を、エミーネはかぶりを振ふって追いやった。

　もしもそうであるならば、最も早はやどう足あ搔がこうと自分にできることはない。主の為に一いつ矢し報むくいて死ぬより他ほかにないだろう。

　エミーネは銃口をドアに向けたまま後あと退ずさりする。

　それでも一矢報いるためには、慎しん重ちようにならなければならない。少なくとも、この部屋にいるはずの二人のうち、どうにかしてハスキールを特定しなければ──エミーネは今にも引き金を引いてしまいそうな逸はやる心を抑おさえ、ゆっくりと部屋の前から離はなれる。

　そこでふと、気がついた。

　視線は足あし下もとに落ちている。

　この部屋まで彼女を導いたのは、点々と続いていた血けつ痕こんだ。

「あの──お怪け我がの具合は大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　気づけば、そう訊きいていた。

　この状じよう況きようでハスキールを──少なくとも、我が主を殺あやめた者を特定する方法がひとつだけあることに思い至ったのだ。

　アイシェと戦い、そして殺害した人物は、負傷している。二人のうち、怪我をしている方がアイシェと戦ったことの証明になるはずだ。

　エミーネはさも心配そうな声こわ音ねを作り出し、語りかける。

「この部屋まで、血の跡あとが続いています。もし酷ひどいようであれば、お医者さまをお呼びしますが──」

　自分でそう言った後、エミーネは顔が強こわ張ばり胸の奥が恐きよう怖ふに軋きしんだ。

　この話している相手がハスキールで、あれほどの出血を伴ともなう怪我を負ったとすると、当然、渇かわきの衝しよう動どうに襲おそわれることになる。帝てい国こく貴族ならば生命の水でそれを潤うるおすだろうが、吸血嗜し好こうもあるあのハスキールでは確証が持てない。

　もしかすると、今すぐこのドアを突つき破り、二本の腕うでに捕つかまれて部屋に引きずり込まれるかもしれない。

　そうなれば、短生種であるエミーネにできることはほとんどないだろう。手にした拳けん銃じゆうと銀の弾丸すら、自分の身を守る絶対の存在とは感じられなかった。

　反射的に首筋を手で押さえ、後退っている。

　ドアの向こうから聞こえてきたのは、そんな彼女の危き惧ぐとは裏腹に、至し極ごく、落ち着いた穏おだやかな声だった。

「確かに連れが怪我をしましたが、この雨で滑すべった拍ひよう子しに少し足が切れただけのことです。お医者さまも、あんな軽傷でこの雨の中に呼び出されてはお気の毒でしょう」

　声が小さくなったので聞きづらかったが、内容は理解できた。

　つまり、この声の主は怪我をしていない──つまり、ハスキールではないということだ。

　すでにこの人物の声は覚えた。恐怖から一転、小こ躍おどりしたい気分で、しかし十分に気き遣づかわしげな口調で念を押す。

「お連れさまは、本当に大丈夫なのですか？」

「ええ」

　このまま、負傷した人物がハスキールである可能性を教えた方がいいのではないか──エミーネはその衝動に突き動かされそうになったが、それはまだ時じ期き尚しよう早そうだと判断する。それは、キエフ侯女を特定できたときでないと危険すぎる。

　ハスキールが帝国出身でなければ、帝国語で話しかければすむ話なのだが。

　ともかく、危険を冒おかしてやってきた収しゆう穫かくはあった。

「──承知いたしました。それでは、失礼いたします」

「ご苦労さまです」

　エミーネはそれでもしばらく、その場に留とどまった。

　これ以上の情報収集は不可能かどうか、算段していたのだ。

　しかしすぐに、あまりに長くこの場に留まれば相手に不信感を与あたえると判断し、そこでようやく銃口を下ろすと、素す早ばやく身をひるがえした。

　残る問題は、どこで勝負をかけるか、だ。

　二人に話しかけ、今の声を頼たよりにハスキールを見分けたのち、銀の弾だん丸がんを撃うち込めばいい。

　それでもまだ、迷いはあった。

　ドア越ごしの人物を全面的に信用してもいいのか、という迷いだ。

　まかり間違えば、キエフ侯女を殺めることになりかねない。

　だが、相手が長生種である限り、迷いは死に直結している。主あるじの敵かたきを討うつためには、迷いや躊躇ためらいは邪じや魔まになるばかりだ。

　もうひとつ、確信を摑つかむためのなにかがあれば。

　だが、それが得られないのであれば、やるしかない。

　覚かく悟ごを決めたエミーネは、決意に口を引き結び、手の中の拳銃を両手で握にぎりしめた。
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「誰だれか尋たずねてきたのかや？」

　シャワールームから着き替がえて出てきたアストは、何気ないふうを装よそおってアイシェに声をかけた。室内のことを探さぐってなどいなかったかのように。

「ええ、ルームサービスが。お茶を頼たのんでおきましたわよ」

　アイシェも、そこを疑うことなく応じる。

　本当に疑っていないのか、それとも疑っていないふりをしているのかは分からないが。

　アストは窓辺に立つと、外の様子をうかがう。雨足は相変わらずだ。部屋の中にも、町を打ち据すえる雨の音が呻うめき声のように響ひびいてくる。これさえなければ、もう少し、アイシェとホテル従業員の会話が明めい瞭りように聞こえたはずなのに、とアストは臍ほぞを嚙かむ。

「あなたには本当に感謝しております。アスラン殿どの」

　アストの背に、アイシェが微笑ほほえんだ。

「──あなたがいなければ、わたくしはあそこで息絶えていたかもしれませんもの」

　ベッドの上でアイシェは、深々と頭を下げた。

「重ね重ね、感謝いたします」

「よい。皇帝陛下の勅ちよく命めいじゃ。そなたを無事、帝国に連れて帰ることが──」

　言いかけたアストの言葉は、ドアをノックする音で止められた。

　先ほど頼んでいたお茶が届いたのか、とアストはドアに向かう。そして、ドアノブを摑んだと同時に、若い女の声が木製のドアを抜ぬけてアストの耳に届く。

「夜分、申し訳ございません。通路に血の跡あとがありましたので、お怪け我がをされている人がいるのでは、と思いまして。よろしければお医者さまをお呼びいたしましょうか？」

　今にもドアノブを回してドアを開くところだったアストは、素早く、壁かべに身を寄せた。

　その件については、先ほど、アイシェと短生種の娘むすめが確かく認にんを取っていたはずだ。

　これを不ふ審しんに思うということは、つまり、シャワールームから室内の様子をうかがっていたことが露ろ見けんするわけだが、さすがにそうも言っていられない。

　ベッドの上のアイシェに目を馳はせると、彼女は不審げに眉まゆ根ねを寄せるだけだ。

　従業員の間で連れん絡らくの齟そ齬ごが生じただけ、という可能性もあるにはあるが、アストは油断なくドアを閉じたまま口を開いた。

「医者は結構。それよりも、先ほど来た別の従業員にルームサービスを頼んだはずだが？」

　とりあえず当たり障さわりのない応答をすると、ドアの向こうで少し驚おどろいた気配があった。

　困こん惑わくしたような声が、返ってくる。

「こんな時間に、部屋を訪おとずれてルームサービスを頼むことはありません。お客さまの方にご要望があれば、部屋の電話から頼んでいただく形になっておりますが？」

「それは確かかや？」

　アストの問いかけは、詰きつ問もんに近い口調だった。血の跡が続く部屋の主に、ドア越しとはいえ鋭するどい声こわ色いろで追つい及きゆうされては、その若い娘も平静ではいられなかったらしい。応じる声は、震ふるえを帯びていた。

「は……はい、間ま違ちがいございません」

「──では、こちらの思い違いだったようじゃ」

　アストは固い声のまま、それでも少し口調を和やわらげた。

「医者の件なら、必要ない。たいした怪我ではないからの」

「し、承知いたしました。失礼いたします」

　その若い従業員は、口早に言い捨てると逃にげるように廊ろう下かを走り去っていった。

　確かに気配が遠ざかっていくのを確認したアストは、再び窓辺に駆かけ寄り、外の様子──今度は天候などのことではなく、何者かの影かげを探して視線をさまよわせる。さすがにこれほどの豪ごう雨うの中、この時間に外出している町の者はいないらしい。時折、大きな旅行鞄かばんを持った人影が小走りに駆けているが、それらもホテルの前を素通りしていく。おそらくは駅に向かっているのだろう。

「今の娘が、従業員のふりをした組織の追っ手であったとすれば、追いかけた方がよいのではないですか？」

　アイシェの提案に、アストは振ふり返って首を横に振った。

「ルームサービスを頼んだ方の娘が、従業員のふりをした何者かである可能性が高い。今の娘の言動におかしな点はないし、言い分も正しかろう」

「ということは、この場所が組織に発覚したということですか？」

　言っていることほどは怯おびえていないのか、アイシェは特に慌あわてた様子もない。尤もつとも、これぐらいで慌てているようでは、潜せん入にゆう捜そう査さなど到とう底ていできはしないだろう。

「そうとも、限らん」

　アストは、眉根に深い皺しわを刻んで考え込んだ。

　これはどう判断すべきか？

　何者かが、この部屋を訪れてルームサービスの有う無むと怪我の具合を尋たずねた──

　これは、組織の追っ手がこちらの様子を探さぐりに来た、と素す直なおに捉とらえるべきか否いなか。

　それが最も高い可能性であることは承知していたが、それならばなぜ、一気に襲しゆう撃げきしてこなかったのか？　血の跡に気づいたならば、ひとりが負傷していることは明確なはずだ。確認だけしていったということは、後に襲撃をかける算段があるのか、それともそうできない理由があるのか。

　だが、今、目の前にいるアイシェがアイシェでないと仮定すれば話は変わってくる。

　アストが聞き取った限り、ひとりめの娘とアイシェは、特に何か怪あやしい会話を交かわした様子はなかった。それとも、アストには分からないなにかの符ふ号ごうが、あの会話の中に含ふくまれていたのだろうか。

　もしそうでなかったとすると、最初の娘はいったい何者だ？

　組織の者でなく、わざわざ従業員のふりをしてこちらを探りに来たその理由は？

　頭が変になりそうじゃ……！

　癇かん癪しやくを起こして手近にある花か瓶びんを壁にぶつけたい衝しよう動どうに襲おそわれたが、そんなことをしても事態は一向に好転しない、と自らに言い聞かせる。

　ともかく、何者かが接せつ触しよくを試みてきた以上、危険度の高い方を判断基準にするべきだ。

　アストはそう結論づけると、荷物を鞄の中に詰つめ込み始めた。

「ここを出るのですか？」

「相手が何者か分からぬ以上、組織の追っ手だと考えて動いた方が安全じゃ。まだ身体からだの方が万ばん全ぜんでないとは思うが、辛しん抱ぼうされよ」

　アストは手早く用意を終わらせると、アイシェが身み支じ度たくを済ませるのを待った。

　このままこの部屋に留とどまっていれば、いずれ襲撃を受ける可能性がある。

　それならば、じっと息を殺してその時を待つのではなく、こちらから動いて相手を誘さそい出す──それは戦略という以上に、アストの性格から導き出された決断だった。

　勿もち論ろん、実際に戦せん闘とうになったとき、この狭せまい部屋では〝ゲイ・ボルグの槍〟の能力を存分に発揮できない、という理由もある。

「ここを出たら、駅に向かう。朝まで待っていられる状じよう況きようでもなくなったからの」

「分かりました」

　支度を終えたアイシェは、異論を唱えることもなく頷うなずく。

　ドアを開けて左右の通路を見回してみたが、不ふ審しんな影も気配もない。人気のないロビーに降りたときにも、異常は感じられなかった。

　確か、駅の正面に広場があったはず──と、この町に着いたときの記き憶おくをアストは呼び起こした。この雨ならば、数少ない乗客も、構内にいるはずだ。戦いが避さけられない場合、人的被ひ害がいを最小限にできる、とアストは踏ふんでいた。

「いつどこから襲われるとも限らん。周囲に気をつけられよ」

　アストはアイシェに背中越ごしに言って、豪雨の中に足を踏み出した。




　ホテルを出て駅方面に向かう二人の背中を、エミーネは少し離はなれた路地から見つめていた。

　夜行列車に乗って、帝てい国こく方面へ向かうはずだと踏んでいた。

　帝国とは反対方向へ向かう可能性もないではなかったが、もしもあの二人がどちらも組織の手の者であったとしたら、こうも急ぐ理由がない。ひとりが負傷しているのであれば、なおさらだ。

　さらなる組織の襲撃を警けい戒かいして、早々に町を出る決断をしたに違いない。

　どうすべきか。

　エミーネは全身ずぶ濡ぬれになりながら、雨の向こうへ消えていく二人の姿を睨にらむようにして凝ぎよう視しした。

　駅で接触するか、それとも列車の中か？

　無事、列車に乗り込み、時間が経たてば、狙ねらいとするハスキールに油断も生じるかもしれないが、それはもうひとりのキエフ侯女にしても同じだ。むざむざと、帝国貴族を殺さつ人じん鬼きの手にかける訳にはいかない。

　やはり、駅の時点で決着をつけるしかない。

　濡れないように懐ふところに隠かくしてある銃じゆうに服の上から触ふれ、エミーネは心を決めた。

　怪しまれないように近くに接近し、声を確かく認にんする。聞いたことのない声だったならば、それがハスキールだ。

　現時点で、それ以上、二人を見分ける術すべは得られそうにない。

　それに時間をかければ、間ま違ちがいなく、ハスキールによって命を奪うばわれるだろう。

　おかしい、と思われる前に決めなければならない。

　エミーネは二人とは違う道順で駅に向かうため、路地の闇やみへと駆かけ去っていった。




　豪ごう雨うに打たれながら、リディアは傍かたわらのアスタローシェにちらりと視線を向けた。

　腹芸ができるほど、老練ではないらしい。

　この状況に迷い、考え、困こん惑わくしていることが一目で見て取れた。

　あの扈従士民と、その後に続くホテルの従業員はいい仕事をしてくれた──と、リディアはほくそ笑えむ。自分がなにもしないままに、この小こ娘むすめを思考の網あみに絡からめ捕とってくれたのだ。

　最も早はや、誰だれが誰で、自分がなにをすればいいのか、まともな判断などできはしないだろう。

　やはり、運がいい。

　哄こう笑しようしたい気持ちを抑おさえ、表情は硬かたいままを保つ。

　先ほどの生命の水のお陰かげか、腹部の傷もほぼ回復している。力の戻もどりは七分といったところだが、今のアスタローシェならばそれでも十分すぎるほどだ。

　おそらく駅で、あの扈従士民が接触してくるだろう。

　列車内での可能性もあるが、それはどちらでもかまわない。

　その接触に、自分が少し後押しするだけで、好機は巡めぐってくる、と考えていた。

　いずれどこかでアスタローシェを始末しなくてはならないのだから、この機会を逃のがす手はない。

　そもそも、バラミールごときを始末する仕事に手間取っていては、あの〝魔術師マギエル〟にねちねちと嫌いやみを言われるに決まっている──あの陰いん気きな表情を思い出し、リディアは無意識に顔をしかめた。短生種如ごときが自分より上位にある上に、あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は目に余る。その為ためか、〝氷のアイス・魔女ヘクセ〟がなにやら画策しているという噂うわさも聞くが、リディアは関かかわる気は毛頭なかった。

《騎き士し団》にいれば、自分の欲よく望ぼうを満たす場面に事欠かないからだ。

　多少、気に食わないことがあるからといって、それですべてを台無しにしてしまうのは馬ば鹿かげている。

　そこまで考えたところで、リディアは小さく喉のどを鳴らした。

　生命の水を飲んだとはいえ、やはりあの味に納なつ得とくできるはずもなく、本物の血を身体からだが欲ほつしている。アスタローシェを始末した後は、あの扈従士民の娘むすめで喉を潤うるおさねば、この衝しよう動どうは収まらないだろう。

　口内に溜たまった唾だ液えきをゆっくり嚥えん下かし、リディアは禍まが々まがしい光を宿す双そう眸ぼうを細めた。
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　アストの予想通り、駅前の広場は閑かん散さんとしていた。

　石いし畳だたみの上を雨が洪こう水ずいのように流れている。駅構内から漏もれる光が、その流れの上で踊おどっていた。

　アストは〝ゲイ・ボルグの槍〟を手に、駅のエントランス付近で広場に視線を向けている。自分たちより後にやってきたのは、二人だけだ。そのどちらも、特に不審な行動はせずに駅構内へ小走りに消えていった。どうやらただの乗客らしい。果たして相手は誘さそいに乗ってくるかアストは微かすかな苛いら立だちすら覚えて、槍を握にぎる指先に力が入った。

「どうぞ」

　緊きん張ちようと焦しよう慮りよで落ち着きのないアストとは対照的に、至し極ごくなごやかな声がかけられる。傍かたわらから差し出されたのは、紙コップに入ったお茶だった。

「売店が開いていて助かりました。ホテルでは飲み損そこねましたからね」

「──そうじゃな」

　アイシェから紙コップを受け取ったアストは、曖あい昧まいに頷うなずいて口をつける。彼女の余よ裕ゆうを感じさせる振ふる舞まいには些さ細さいな不ふ審しんを感じるが、こうでもないと潜せん入にゆう捜そう査さなどという繊せん細さいな仕事はできないのかもしれない。

　そこでふと、疑念を抱いだいたまま訊きくのを忘れていたことがあったのを思い出した。

「バラミール殿どの、そなた武器は携けい帯たいしておらんのか？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、アイシェは虚きよを突つかれたような顔になった。

　だがすぐに、特に慌あわてた様子もなく応じる。

「ああ、武器でしたら、ハスキールとの戦せん闘とうで壊こわれてしまったので、あの店に放置してしまいました」

「〝遺デバ産イス〟なら、それでも回収せねばならぬが」

「いえ、違います。業わざ物ものでしたが、壊れてしまっては使い物になりませんので……」

　その業物がなんなのか明めい瞭りようにしないまま、アイシェは小さく肩かたを竦すくめた。アストは適当に相あい槌づちを打って表面上は流したが、心の中だけで問いかける。

　その武器を破は壊かいされたのは、戦闘のごくごく初期段階だったのか、と。

　業物、というからには刀とう剣けんの類たぐいに違ちがいあるまい。だが、アストが検分したあの遺体には、それらによる傷口は見受けられなかった。ということは、その武器を振るう間もなく破壊されたか、もしくは、彼女が噓うそをついているかのどちらかだ。

　アストは広場を監かん視ししているふうを装よそおってアイシェを横目にする。先ほどのルームサービスの件と同じ問題だ。今回は、自分が素す手ででなかったことに拘こだわっているように思える。素手での殺傷を好んだハスキールであれば、それもおかしくない話だ。

　もう少し、追つい及きゆうしてみるべきだろうか？

「アスラン殿、あそこに」

　その出で鼻ばなを挫くじくようなタイミングで、アイシェが広場を指差し囁ささやいた。釈しや然くぜんとしないものを残したまま、アストは視線を移動させる。アイシェの指差す方向から、小こ柄がらな影かげが覚おぼ束つかない足取りで駅に向かってきていた。傘かさを差してはいるが、この雨ではものの役に立っていない。おまけに大きな鞄かばんを抱かかえていて、さらに近づいてきて分かったのだが、どうやら妊にん婦ぷらしい。

　広場から駅のエントランスまでは、僅わずかながら階段がある。あの様子では、ここを上るのも大変だろう、とアストは進み出た。

「荷物を預かろう。それ以上、濡ぬれては身体に障さわる。早く中に入られよ」

「あ、ありがとうございます」

　女性は掠かすれた声で、礼を述べる。よほど疲つかれているのか、その顔は青ざめていた。彼女の抱いていた鞄を受け取ろうとしたとき、後ろから、アイシェが声をかけてきた。

「身重の身体では大変でしょうに。お連れの方はいらっしゃいませんの？」

　その直後だった。

　アストは、自分に向けられた銃じゆう口こうを目にする。

　銃声が、轟とどろいた。




　腹に詰つめ物をして妊婦のふりをしたエミーネは、わざと頼たよりなげな足取りで駅に向かっていた。差した傘にぶつかる雨が重い。緊張のあまり、身体が強こわ張ばっているのを感じた。お互たがい顔を知らないのだから変装などしなくてもいいのだが、少しでも相手の油断を誘えれば、と考えた苦肉の策だった。

　遠くから見たところ、エントランス付近に人影がふたつある。近づいていくにつれ、それが二人の女性だと分かった。その内のひとりが、自分を指差して何事かを連れに囁いている。

　二人の姿がはっきりと視し認にんできる距きよ離りになると、その服装が、ホテルを出て行った二人組と一いつ致ちすることが確認できた。

　ただ、声を聞くまでは行動に移れない。

　どうやって接せつ触しよくするかは考えていた。二人の前で、転んでみせればいい。そうすればなにかしらの行動を相手に望めるからだ。

　しかし、それをする必要はなくなった。

　二人組の片割れ──象ぞう牙げ色の長い髪かみに、前髪の一ひと房ふさだけが赤いほうの女性が近づいてきたのだ。

「荷物を預かろう。それ以上、濡れては身体からだに障さわる。早く中に入られよ」

「あ、ありがとうございます」

　この女性の声に、聞き覚えはない。

　エミーネは、心臓が跳はねる音を聞いたような気がした。礼を述べる声も緊張に掠れてしまったが、今の自分の状じよう況きようを鑑かんがみれば不審には思われないはずだ。

「身重の身体では大変でしょうに。お連れの方はいらっしゃいませんの？」

　もうひとりの女性が、気き遣づかう言葉を投げかけてきた。

　その瞬しゆん間かん、今度は心臓が止まったように感じられた。

　ドア越ごしに聞いた、あの声だ。

　ということは──

　本来は、冷静にならねばならない瞬間だった。

　だができなかった。

　脳のう裏りに、アイシェの無残な最さい期ごの姿が浮うかんできて、エミーネの中から平静さを奪うばい取っていく。

　反射的に、銃を引き抜ぬいていた。

　そして引き金を引くまでの一連の動きには、躊躇ためらいも迷いもない。

　しかし銃声と同時に放たれた銃弾は、目の前の女性ではなく、その後方の柱に食い込んだ。

〝加ヘイ速スト〟！

　エミーネがそう理解したと同時に彼女の鼓こ膜まくを打ったのは、凄すさまじい激げき突とつ音だった。




　油断ならないものだ、とリディアは臍ほぞを嚙かむ。

　武器の有う無むを問われ、思わず愚ぐにもつかない言い訳をしてしまった。アスタローシェにはもうまともな状況判断ができない、と高たかを括くくっていたからだ。彼女がバラミールの遺体を検分していたのは、分かっていたはずなのに。

　迂う闊かつだったと顔をしかめる代わりに、熱い茶を口にする。今の僅かなやり取りで、アスタローシェの疑念が強くなったのは間違いない。広場を見み渡わたしながらも、こちらに意識を向けているのが感じられた。このまま追及が続けば、どこかで返答に窮きゆうし、相手の隙すきを突つく時間すら与あたえられずに戦せん闘とうに雪な崩だれ込む可能性がある。

　それでもこの小こ娘むすめに後おくれを取るつもりはなかったが、念には念を入れるのがリディアのやり方だった。

　その時、視界の隅すみに映った小こ柄がらな影かげは、絶好のスケープゴートだった。

「アスラン殿、あそこに」

　そちらを指差すと、アスタローシェは微び妙みような表情で首を巡めぐらせた。大方、追つい及きゆうの出で鼻ばなを挫くじかれた、とでも思っているに違ちがいない。リディアはひっそりと唇くちびるの端はしをつり上げた。

　彼女が指差した小柄な影は、今にも転んでしまいそうな頼りない足取りで近づいてきた。腹部の盛り上がり方から見て、どうやら妊にん婦ぷらしい。そしてなにを思ったものか、アスタローシェはその妊婦に歩み寄ると、手を差し出した。

「荷物を預かろう。それ以上、濡れては身体に障る。早く中に入られよ」

「あ、ありがとうございます」

　その声を聞いた瞬間、リディアは歓かん喜きのあまり頰ほおが緩ゆるんだ。

　ドア越しに聞いた、あの声だ。

　絶妙のタイミングで現れてくれたものだ、とリディアは感謝の念すら感じた。

　ここで、一押しだ。

　リディアは気遣わしげな声で、言った。

「身重の身体では大変でしょうに。お連れの方はいらっしゃいませんの？」

　これに妊婦──もとい扈従士民の娘は敏びん感かんに反応した。懐ふところに忍しのばせていたであろう銃を引き抜くと、アスタローシェに銃口を向けたのだ。

　リディアは銃じゆう声せいが轟とどろくのを耳にしながら、〝加速〟状態へと移行していた。
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　銃口を向けられた瞬間──正しくは、女性が銃を引き抜く動作の途と中ちゆうで──アストは〝加速〟していた。銃じゆう弾だんは雨を灼やきながらアストの脇わき腹ばらを掠かすめ、背後にあった柱に吸い込まれる。反応が僅わずかにでも遅おくれていたら、銃弾は彼女の心臓を破は壊かいしていただろう。短生種にしては動作が機き敏びんで、狙ねらいも正確だった。

　組織の刺し客かく？　いや、違う！

　なぜそう思ったのか、理由はない。強しいて挙げるならば、銃を握にぎった女の目だ。そこにあったのは冷れい徹てつな輝かがやきではなく、憎にくしみと哀かなしみに彩いろどられた暗い色だった。

　そして最前の会話──武器の有無を確かく認にんしてからのアイシェの不ふ審しんな言動が、直感的にそう考えさせたのだ。

　その判断が正しいかどうか考える前に、本能的な動作で視線を巡らせる。斜ななめ後方に飛び退のいていたアストは、銃じゆう撃げきしてきた女ではなく、アイシェを探していた。

　いたはずの場所に、彼女の姿はない。

　加速状態でゆっくりと流れる世界の中、死角から急激に接近してくる殺気があった。意識が身重の女性に向けられていたとしたら反応できたかどうか──それほどの速度だ。中空で身を捩よじり、その気配に〝ゲイ・ボルグの槍〟を叩たたき込む。線ではなく点になった無数の雨を、プラズマジェットの刃やいばが次々に蒸発させていく。だが、破は裂れつするように生じる水蒸気の嵐あらしの中、その相手は〝ゲイ・ボルグの槍〟をかいくぐって懐に飛び込んできた。

　白い帳とばりを突き破って繰くり出される拳こぶしは、銃弾よりも鋭するどく速い。

　咄とつ嗟さに引き寄せた槍の柄つかでそれを受け止められたのは、彼女の天分の才のなせる技わざか、あるいは僥ぎよう倖こうか。いずれにせよ、その衝しよう撃げきを相そう殺さいするには至らず、自分の身体からだが斜めに墜つい落らくするのをアストは防げなかった。

　背中から、駅エントランスの壁へき面めんに激突する。全身を貫つらぬく衝撃に、骨が軋きしんだ。意識が数秒間、途切れ、胸の奥から込み上げてくる嘔おう吐と感で覚かく醒せいする。堪こらえる間もなく、大量の血が喉のどを伝って吐はき出された。

　それでも反射的に、〝ゲイ・ボルグの槍〟を前方に構える。その動作だけで、背中に激痛が走った。動けるのだから脊せき髄ずいに損傷はないはずだが、かなりの痛手だ。

　反応していなかったら、一撃でやられていた──

　ぞっとするような思いを抱いだいたアストは、しかし、霞かすむ目を見開いて前方を見み据すえた。

　この好機に、アイシェは追撃してきていない。

　すぐにアストは理解した。

　追撃してこないのではなく、追撃できなかったのだ、と。まだ、バチルスの再活性化が完全ではないのだ。おそらく、今の攻こう撃げきがアイシェにとって最初で最後の好機だったに違いない。

「いや──貴様をバラミール殿どのの名で呼ぶのは、子し爵しやくへの侮ぶ辱じよくに値あたいするな。リディア・ハスキール」

「今の一撃を防ぐとはなかなか腕うでが立つようね、アスタローシェ・アスラン」

〝ゲイ・ボルグの槍〟を構えたまま立ち上がるアストを、リディアは悠ゆう然ぜんと佇たたずんだまま見つめていた。最も早はや、〝加速〟ができる状態ではないだろうに、この余よ裕ゆうはなんだろうか？

「不思議に思っているでしょう？　なぜ追撃してこなかったのか、と」

　まるでアストの心の裡うちを読んだかのように言って、リディアは喉の奥で忍び笑いを漏もらす。

「お察しの通り、わたしはもう〝加速〟できない。それでも、おまえをいたぶり殺すのになんの不都合もないということよ」

「ならば、やってみせよ」

　アストは呼吸を整えると、精神を集中させた。

　こちらも手傷を負い、〝加速〟に耐たえうるのは一度か二度だろう。それを見み越こしての、リディアの挑ちよう発はつなのだ。そうやって、こちらの心を乱して隙すきを作らせようとしている。その一度か二度の、〝加速〟による攻撃を凌しのげば、自分にも再びの好機が訪おとずれると考えているはずだ。

　一度で、決める。
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　アストは〝ゲイ・ボルグの槍〟を握り直し──

〝加速〟した。

　寸前、〝ゲイ・ボルグの槍〟を停止させる。プラズマが雨を気化してしまうため、移動の際に白い軌き跡せきを残してしまう。それではいかに〝加速〟していたとしても、こちらの動きが悟さとられてしまうからだ。

　全身の筋肉が悲鳴を上げるが、無視してリディアの死角へと最短距きよ離りで回り込む。リディアは動いていない。その背に向けて槍を振ふり下ろすその寸前、今度は起動させてＸｅガスの穂ほ先さきを生み出していた。

　殺とった──！

　白い瀑ばく布ふの如ごとく叩きつけられる〝ゲイ・ボルグの槍〟は、リディアの頭部に激げき突とつしそのまま勢いを減じることなく床ゆかへと激突する。放たれた熱波が床の破は片へんと共に舞まい上がり、周囲に白い衝しよう撃げき波はを撒まき散らした。

　アストの顔が、強こわ張ばる。

　手て応ごたえがない。

　衝撃は横手からやってきた。

　腹部を蹴けり上げられたと分かったときには、アストの肉体は宙を飛び、階段を越こえて広場に叩きつけられていた。

「軌跡を残さないために槍を停止させるのは、とても良かったわ」

　血ち反へ吐どを吐いて悶もん絶ぜつするアストを見下ろし、リディアは楽しげに双そう眸ぼうを細めた。

「でも、動きが甘い。これまでも、〝加速〟に頼たより切った戦い方をしてきたようね。わたしがこの手にかけた貴族たちも、みな同じ──肉体そのものを研けん鑽さんしなかった、それがあなたの敗因よ」

　嘲ちよう笑しようするリディアを、アストは歯を食いしばり、どうにか上体を起こしながら睨ねめつけた。〝加速〟したところでその動きを見切られ、こちらは〝加速〟もしていない相手の動きが捉とらえ切れない。絶望的な状じよう況きようだった。

「キエフ侯女！」

　這はい蹲つくばるアストに、ここまで戦いを愕がく然ぜんと見つめていた妊にん婦ぷが駆かけ寄ってきた。その顔は青ざめ、アストを抱だき起こした手は震ふるえている。

「わたしは、なんということを……侯女さまに銃じゆうを向けるなんて……」

「よい。それよりも、そなたはいったい？」

　問われて女は、血の気の失うせた唇くちびるでどうにか言葉を紡つむぐ。

「わたしは扈従士民──クテシフォン子爵の扈従士民です。名は、エミーネ──」

「子爵は残念であった」

　アストが固い声で言うと、エミーネは全身を強こわ張ばらせた。

　その頰ほおに触ふれ、アストは、激痛に耐えて微笑ほほえみを浮うかべる。

「これから共に、敵を討うとうぞ」

　言うや否いなや──

　アストは〝ゲイ・ボルグの槍〟で、石いし畳だたみの上を流れゆく雨水を一気に蒸発させた。




　最初の一撃で仕留められなかったときは、表面上、泰たい然ぜんとしていたものの、内心では焦しよう慮りよが湧わき起こっていた。

　あのタイミングをかわされるとは、思ってもいなかったからだ。

　だがそのあとは、予想通りの展開だ。

〝ゲイ・ボルグの槍〟は恐おそるべき武器だが、それも当たらなければ意味はない。アスタローシェの動きは、それなりに洗練されてはいるものの粗あら削けずりで、無む駄だが多い。空気の流れで襲しゆう撃げき位置が特定できれば、かわすのは造作もないことだった。

「軌跡を残さないために槍を停止させるのは、とても良かったわ」

　内ない臓ぞう破は裂れつぐらいは起こしているかもしれない。のたうち回るアスタローシェを心ここ地ちよく見下ろしながら、リディアは嗤わらう。

「でも、動きが甘い。これまでも、〝加速〟に頼り切った戦い方をしてきたようね。わたしがこの手にかけた貴族たちも、みな同じ──肉体そのものを研鑽しなかった、それがあなたの敗因よ」

　そしてこれから訪おとずれる、地じ獄ごくの苦しみはその罰ばつ──背筋を這い上がる悦えつ楽らくの予感に、リディアは酔よいしれた。

「キエフ侯女！」

　立ち上がろうと足あ搔がくアスタローシェに駆け寄ったのは、あの愚おろかな短生種──扈従士民の娘むすめだ。自分が誰だれを襲撃したか、それを理解したときのあの娘の顔は見物だった。アスタローシェを抱き起こし、なにやら言葉を交かわしているが、ことここに至っては最も早はや、尽つくせる手など残っていまい。

　今の内にせいぜい、自らの愚かさを呪のろい、共に死すべき仲間として慰なぐさめ合うといい。

　リディアは血の宴うたげに参加すべく、ゆっくりと階段を下り始めた。

　そこで、アストが奇き妙みような行動を取った。

〝ゲイ・ボルグの槍〟の穂先であるＸｅガスで、広場を流れる雨水を蒸発させ始めたのだ。凄すさまじい勢いで噴ふん出しゆつする水蒸気は、瞬またたく間にリディアの視界を白に染める。

　煙えん幕まくにして逃にげるつもりか。

　その可愛かわいらしい作戦を必死で考え出したであろうさまを想像して、リディアはくつくつと笑う。まったく無駄な抵てい抗こうだ。煙幕を張ったところで、移動する度たびにＸｅガスの煌きらめきが目に映るようでは、意味がない。

　リディアは、階段半ばからふわりと跳ちよう躍やくした。

　吹ふき上がる水蒸気の靄もやを突つき破り、〝ゲイ・ボルグの槍〟で必死に煙幕を作っているアスタローシェの背後に音もなく舞まい降りる。そして、まるで愛いとしいものを抱きしめるかのように手を伸のばしかけ──

「まさか！」

　そう叫さけんだ直後、リディアの身体からだは仰のけ反ぞっていた。

　銃声が、響ひびく。

　背中から体内に飛び込んできた銃じゆう弾だんは、当然のことながら銀でコーティングされている。リディアの身体に食くらいついた銀の弾丸は脊せき髄ずい、肝かん臓ぞう、肺に激げき突とつし、そこで銃撃のパワーを炸さく裂れつさせた。衝しよう撃げきが周囲の神経や血管を引き裂さき、飛び散った銀が次々とバチルスを休きゆう眠みん状態に陥おとしいれていく。リディアは一声、苦鳴を漏もらすと、仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　上下が逆転したその視界に、白い霧きりを押しやって人ひと影かげが現れる。

　エミーネの銃を手にした、アスタローシェだった。




「油断というには浅はかじゃったな、ハスキール」

　アストは、致ち命めい傷しようを負って倒れ込んだリディアを見下ろし、彼女がかつて口にした言葉を淡たん々たんと投げ与あたえた。

〝ゲイ・ボルグの槍〟を使って煙幕を作ったのは、逃げるためなどではない。エミーネに槍を渡わたし、囮おとりとするためだ。勝ち誇ほこっていたリディアは、こちらが一計を講じているなどと考えず、必ず隙すきを見せる、とアストは確信していた。

　しかしそれでも、危険な賭かけだったことには変わりない。

　万が一、リディアが、〝ゲイ・ボルグの槍〟を手にしているのがエミーネだと気づいてしまったならば、今度はアストが窮きゆう地ちに立たされていただろう。最悪の場合、自らが〝ゲイ・ボルグの槍〟で殺害されていたかもしれない。

　だが、アストは賭に勝った。

　ハスキールはアストの足あし下もとに倒れ伏ふし、微かすかに痙けい攣れんしている。その体内から流れ出た血が石畳を流れる水に溶とけ出し、流れていく。彼女の本来の任務は捕ほ縛ばくだったが、エミーネの身に危険が及およぶ可能性があった為ために、こうするより他ほかになかった。

　そのエミーネは、〝ゲイ・ボルグの槍〟を手にしたまま全身を硬こう直ちよくさせ、強こわ張ばった顔で倒れたリディアを見み据すえている。まだ、主あるじの敵かたきを討ったという実感が湧かないのだろうか？　アストは彼女の傍かたわらに歩み寄ると、固く握にぎられた指先から優やさしく槍を引き剝はがした。

「選せん択たく肢しがなかったとはいえ、危険な役を押しつけてしもうたな」

「は、いえ、そんなことは……」

　急激に血液を体内から失い、ショック症しよう状じようを起こしかけているリディアから目を離はなさないまま、エミーネは心ここにあらずといった様子で口くち籠ごもる。アストはわずかに逡しゆん巡じゆんしたが、彼女の手首を握ると、先ほどまで〝ゲイ・ボルグの槍〟を握っていた手に銃を握らせた。

　それが熱を持っていたかのように、エミーネは身体を震ふるわせる。視線が弾はじかれたように、自分の指先が感じる鋼はがねの手て触ざわりへと移動した。

　そして銃からリディアに視線を戻もどしたとき、その目にあったのは、アストを銃撃したときのあの色合いだった。

「弾だん倉そうにはまだ弾たまが残っておる」

　アストはそっと、囁ささやいた。

「もうこやつは放ほうっておいても死ぬであろうが、好きにするがよい」

　その言葉に、エミーネは目を瞠みはった。何か言いたげに口を開いたが、胸の奥で渦うず巻まく感情を上う手まく表現できずに再び閉じる。引き結ばれた唇くちびるは、微かすかに震えていた。

　その時、足下から湧わき上がってきたのは最初、苦鳴のように聞こえた。

　だが、違ちがう。

　それは笑い声だった。

　瀕ひん死しの状態で横たわるリディアが、血に濡ぬれた唇を横に裂き、嘲ちよう笑しようしているのだ。

「まさか、短生種如ごときにとどめを刺さされるとは思いもしなかったわ」

　それはある意味、自嘲でもあった。アストは視線をリディアに転ずると、静かに言った。

「ならば、この娘むすめに命いのち乞ごいするがよい。バラミール殿どのに──これまで殺あやめてきた人々に謝罪するがよい。もしもそこに一いつ片ぺんの誠意があったならば、生命の水を与えようぞ」

「わたしは、命乞いなどしない」

　リディアは、血の泡あわを噴ふきながら笑った。

　最後の力を振ふり絞しぼり、笑い狂くるう。

「聞け、短生種の娘よ」

　禍まが々まがしい意図が輝かがやく双そう眸ぼうをかっと見開き、リディアは言い放つ。

「わたしは潔いさぎよく死を受け入れよう。だが、おまえが慕したった主は違う。あの女は涙なみだを流し、このわたしに助けてくれと──」

　嘲あざけりと挑ちよう発はつの入り交じったその言葉は、連続する銃声にかき消された。

　水みず浸びたしの石いし畳だたみの上で、リディアの身体が数度、跳はねる。血と水すい滴てきが弾はじける。弾倉が空になっても、エミーネは引き金を引き続けた。

　殷いん々いんと響く銃声が白い靄と共に消え去る頃ころには、リディアの肉体は完全に動かなくなっていた。

　弾倉が空になった銃を強く握りしめ、涙に濡れた瞳ひとみを烈れつ火かの怒いかりで満たしていたエミーネは、憤ふん激げきのあまり息を荒あらくしている。

　だがやがて、脱だつ力りよくしたように銃を取り落とすと、その場に跪ひざまずいた。

　顔を覆おおった両手の間から、嗚お咽えつが静かにこぼれ落ちる。

　その全身を打ち据すえる雨が、この時、少しだけ和やわらいだのは天の慰なぐさめか。

「殺さつ人じん鬼きの末まつ期ごの戯ざれ言ごとだ。噓うそに決まっておる」

　アストがそっと、エミーネの肩かたに手を置くと、彼女は微かに頷うなずいたようだった。

「バラミール殿のご遺体は？　まだあの店に？」

「いえ……わたしが、別の、場所に……」

　声を殺して泣き崩くずれるエミーネは、途と切ぎれ途切れにアストの問いかけに答えた。

　アストは頷き、そして悲痛な面おも持もちになる。

　皇こう帝てい陛下も、さぞお嘆なげきになられることだろう──

　任務を完かん遂すいできなかったことへの忸じく怩じたる思いが、アストの身体からだに重くのし掛かかる。

　それでも、エミーネを抱だくようにして起きあがらせると、毅き然ぜんとした面持ちで言った。

「帝国ツアラへ、帰ろう。バラミール殿と一緒にな」




　　　　◆




　心身共に疲つかれ切って帰宅したアストは、自分の館やかたの前で、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。

　皇帝陛下に報告を済ませ、エミーネの処しよ遇ぐうについて色々と手を打ったあとのことである。
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　なぜ、自分の館の前に、こんなにも子供が集まっているのか？

　完全に思考停止してしまったアストは、暫しばし惚ほうけたように子供たちを眺ながめていた。

　そこに、アストの帰き還かんに気がついたのか、子供たちを搔かき分けて年老いた短生種が駆かけ寄ってきた。チャンダルル・カラ・ハリル──キエフ侯家に長く仕える士ケト民ウダである。

「お帰りなさいませ、お嬢じようさま」

「──これはいったいなんの騒さわぎじゃ？」

　深々と頭を下げる老短生種に、アストは問いただす。いつもは痒かゆいところに手が届くほど気配りができ、仕事にも隙すきがないチャンダルルが、この時ばかりは困り果てたように眉まゆを八の字にして困こん惑わく顔だった。

「それがいくら訊きいたところで、頑がんとして答えません。直接お嬢さまに伝える、の一点張りでして……」

「余に？　それはまことかや？」

　これにはさすがのアストも面めん食くらった。これほどの人数の子供に自分が関かかわったことなど、これまで皆かい無むだ。皆目見当がつかないまま、途と方ほうに暮れて子供たちを眺めていると、その中から二人、こちらを指差した後に駆け寄ってきた。男の子と女の子だ。そばがら色の髪かみをした十代半ばほどの少女と、十にも満たない少年──姉きよう弟だいだろうか？　ふたりはアストの側そばまでくると彼女を見上げ、なにやら囁ささやき合った後に頷きあった。

　問いかけてきたのは、少女の方だ。

「あなたが、キエフ侯女アスタローシェ・アスランさまですか？」

「うむ。して、そちらは？」

　どうやら本当に、自分に用があるらしい。利発そうな顔をした少女は、尋たずね人にようやく会えた悦よろこびに頰ほおを染め、懐ふところをがさごそとやり始める。

「わたしはウェンディ。そしてこの子はピーター。この手紙をあなたに渡わたせば、大だい丈じよう夫ぶだって神父さまが──」

「神父じゃと？」

　途と端たんに、アストの顔色が変わった。差し出された手紙を、なにか不ふ吉きつなものだとでも思っているかのように嫌いや々いや受け取る。

　難しい顔で手紙を開き、読んだ直後──

「あの馬ば鹿か者ものは！」

　唐とう突とつに怒ど声せいを発し、ウェンディとピーターのみならず、傍かたわらに控ひかえていたチャンダルル、ことの成り行きをじっと見守っていた他ほかの子供たちもぎょっとしたように顔を強こわ張ばらせる。

「本当になんという馬鹿者じゃ！　あのカボチャ頭には種すらも詰つまっておらんのか!?」

　癇かん癪しやくを起こしたように、アストは怒鳴り散らす。今回の任務で神経をすり減らし、疲れ切って帰ってみればこれである。ここまでにたまり溜たまっていたなにかが弾はじけたように、アストは鼻息も荒く手紙の主を罵ば倒とうした。頭の中で三度ほど、あの神父を絞こう殺さつし、それから気の済むまで蹴けりを入れる。神父は情けない悲鳴を上げているが、それでもアストの気は収まらない。もう一回、力の限りその首を絞しめ上げにかかり──

「お嬢さま、いかがなされましたか？」

　いきなり怒鳴ったかと思えばなにやら黙だまり込んだアストを気き遣づかい──チャンダルルが遠えん慮りよ気味に声をかけてきた。その声で我に返ったアストは、ウェンディとピーターの怯おびえた眼まな差ざしに出会ってわずかに頰を赤くすると、小さく咳せき払ばらいをする。

「──この手紙では、そちたちの事情がまったく分からぬ」

　落ち着きを取り戻もどしたアストは、手紙を丸めてくしゃくしゃにすると、チャンダルルに向けて無造作に放ほうり投げた。

「ともかく、館の中でゆっくりと話を聞こう。ついてまいれ」

　不安げなウェンディとピーターにそう言うや否いなや、アストは颯さつ爽そうと歩を進め始めた。二人は顔を見合わせたあと、慌あわてて背の高い麗れい人じんの背を追いかける。アストが投げた手紙を受け取ったチャンダルルは、眉み間けんに皺しわを寄せながらそれを丁てい寧ねいに広げていく。現れた文章は、短い。




　アストさんへ




　この子たちをよろしくお願いしますね♥





愛を込めて　アベル・ナイトロード






　チャンダルルは呆ぼう然ぜんと、その文字列を眺めた。確かに、これでは子供たちの事情がまったく分からない。分かるはずもない。手紙を開いたまま、珍めずらしく棒立ちになっているチャンダルルに、振ふり返ったアストはこう言いつけるのを忘れなかった。

「その手紙は灰も残さず焼き捨てよ。不吉じゃからな」

「か、かしこまりました」

　頭を下げたチャンダルルは、しかしまだ困惑したまま、子供たちを引き連れて館やかたに入っていくアストの背中を、しばらく凝ぎよう然ぜんと眺めていた。
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　……そう。




　十二月二十四日が、ことの発ほつ端たんだった。

　クリスマスイヴにだけ発生する呪じゆ波は汚お染せん──教会と子供たちの引き起こしていた哀かなしい呪波汚染の潰ついえた後、いつきがほっと肩かたの荷を下ろしたところに、トンデモナイ会話が持ち上がったのであった。

　つまり。

　誇ほこり高きソロモンの姫ひめは、こう切り出したのだ。




　──「イツキ？　報ほう酬しゆうのことですけど、私へのクリスマスプレゼントで結構ですわ」

　──「明日一日、私と過ごすこと」




　そして問題は、これと対立して、もうひとりの魔ま女じよも嚙かみついたこと。




　──「ええ?!　そんなんずるい！」




　──「ホナミはよいでしょう！　私、年末は〈ゲーティア〉の調整にイギリスに戻もどらなくちゃいけないんですもの！　この機会は逃のがせません！」




　──「そんな勝手な理り屈くつあらへん！　社長とあたしやって年末はずっと〈アストラル〉の調整があるんやから！」




　ああ、十二月二十四日だ。

　クリスマスイヴである。

　喧けん々けん囂ごう々ごうと、ひたすらに衝しよう突とつし合った夜は、クリスマスパーティを催もよおした〈アストラル〉の屋や敷しきでも続行された。

　きらびやかなツリーモール。

　ガラス玉や大きな鈴すず、綿雪などで飾かざられたクリスマスツリー。




　ぴかぴかとそこら中で光り、壁かべ中に張り巡めぐらされているんじゃないかっていう電でん飾しよく。

　実に目め出で度たく、浮うき浮うきしてくるような舞ぶ台たいのただ中で、なおふたりは睨にらみ合い、しまいには争いの焦しよう点てんとなっている少年──伊い庭ばいつきの両手をそれぞれつかみ、力の限りに引っ張り合ったものである。

「ち、ちぎれる！　ちぎれちゃうってばあ！」

　悲鳴をあげる少年を中心に、ふたりの少女は対たい峙じした。

　どちらも、一いつ切さい退ひくつもりはなかった。

　かたや、栗くり色いろの髪かみに、蒼アイス氷色ブルーの瞳・アイをたぎらせた、博識なるケルトの魔女。

　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。

「……アディ、社長がそう言ってるんやけど？」

　かたや、麗うるわしい金きん髪ぱつに漆しつ黒こくのドレスを纏まとった、怜れい悧りたるソロモンの末す裔え。

　アディリシア・レン・メイザース。

「……あら。ホナミに言ってるんじゃなくて？」

　互たがいの声は、地じ獄ごくさえかくやという闘とう志しを孕はらみ、その瞳ひとみには冷たい炎ほのおを宿している。

　ぐるぐると渦うず巻まいているのは、もはや呪力というよりも魔術の顕けん現げん。

　目的と手段はここに転てん倒とう。これまで何度あったかも分からぬ激げき突とつに、冴さえ冴ざえと空気が研とぎ澄すまされていき、真ん中の少年が眼帯の奥の痛みに悶もん絶ぜつしかかったとき──

「──だったら大おお岡おか裁さばきなのだあ！」

　てててーん、と歌か舞ぶ伎きさながらに片足でジャンプして、もうひとり、幼い女の子が飛び出したのだ。

　葛かつ城らぎみかんだった。

「お、オオオカサバキ？」

　日本の風習には詳くわしくないアディリシアが瞬まばたきした。

　サンタの帽ぼう子しをかぶった少女は、えへんと胸を張り、得意そうに鼻を鳴らす。

「うん！　こういうときは先に手を離はなした方が、痛がる相手のことをちゃーんと考えているいい人だって話だよ！」

　ちなみにこの故事、アディリシアの血統──ソロモン王の歴史にもよく似た話が存在する。

　ふたりの女がひとりの赤ん坊ぼうをそれぞれ自分の子供だと言って争い、この仲ちゆう裁さいをしたソロモン王が『赤ん坊をふたつに裂さいて分ければよい』と告げて、ふたりの女の反応を試ためしたという故事である。

「…………っ」

「…………！」

　ふたりとも、ほとんど条件反射的に手を離はなした。

　無論、突とつ然ぜん離されたいつきがただですむはずもない。勢いを殺しきれず、ごろごろと回転した少年は、もろに後頭部を館やかたの壁に打ち付けたものである。

「……いたた、たたたたたたた……」

「い、いつきくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　あわてて黒くろ羽はがやってきて、てきぱきと少年の具合を看みる。救急箱も準備されているあたり、穂波とアディリシアの様子から、こういった結末につながることをあらかじめ見み越こしていたらしい。

「う、うん、なんとか」

　こくこくとうなずいたいつきの目に、涙なみだが滲にじんでいる。

　すると、黒羽はきっと振ふり向いた。

「ふたりとも！　やりすぎです！」

「あ……」

「その……」

　穂波とアディリシアのふたりは、そんな黒羽といつきを申し訳なさそうに見つめ、もじもじと床ゆかに視線をそらした。

「……アディが、変なこと言うから」

「……だって、せっかくイツキに報ほう酬しゆうを約束させたんですもの」

　これには、アディリシアがしょんぼりと唇くちびるをとがらせる。

　無論、報酬と言っても、本気ではなかったのだ。それでもどこか浮かれていて、ついついやりすぎてしまったのは否いなめない。

　……いや。

　それだけ、欲しいのは本気だったとも、言えるだろう。

　穂波もアディリシアも、その肝かん心じんなところは分かっていないとしても。

「ははあ」

　と、その横合いから声があがった。

「……にあ」

「にゃあ」

「うにゃあ」

「にぃ～～～～～あ」

　四匹ひきの猫ねこを連れた、猫ねこ屋や敷しき蓮れんだった。

　こちらも三角のぴかぴかしたパーティ帽子をかぶり、片手には焼きそばや七面鳥ターキーの薄うす切ぎりをごっちゃにした紙皿を持っていた。

「そういう報酬を約束しちゃったんなら、合同儀ぎ礼れいを行ってはいかがです？」

「合同儀礼？」

　きょとん、とアディリシアが首を傾かしげた。

　猫屋敷は、軽くうなずく。

「ええ、アディリシアさんがうちの株主になられてから、数ヶ月経たちますし、一度合同儀礼を行っておくのも良いいんじゃないかと。〈ゲーティア〉も本部はイギリスですから、冬至の日の儀礼はもう終わっているでしょう？」

「それはまあ……時差もありますから、今日の昼には一通り終わりましたけれど。残っている部分については、年末私がイギリスに戻もどってからの予定ですし」

　アディリシアが、首しゆ肯こうする。

　いつきが誰だれにクリスマスプレゼントを贈おくるのか──と、それを突つき止めるための追つい跡せき行の頃ころには、すでに〈ゲーティア〉の儀式は終わっていた。

　終わっていたからこそ、あんな破は天てん荒こうな追跡に加われたともいえる。

「なるほど」

　と、うなずいてから猫屋敷は穂波へと視線を向けた。

「穂波さんも、〈アスうトラルち〉としての問題は、年末の儀式とかの時間確保でしょう？」

「それは、そうやけど……」

　穂波が口ごもる。

　もちろん、いつきに対する私情はあるのだが、〈アストラル〉としてと言われればそれぐらいしか理由を出せまい。

「こういう合同儀礼なら、半日ぐらいうちの社長を貸し出す大義名分はありますし、〈アストラル〉側も年末の儀式をまとめて片づけられます。穂波さんも問題ないでしょう？」

「まあ、そういうことやったら……」

　渋しぶ々しぶ、こちらも引き下がった。

「わあ、じゃあ明日も連続でパーティ?!」

「ええっ、だ、だったら、あたしもいろいろ片づけないと！」

　みかんと黒羽も浮うき足立つ──その隣となりで、

「……合同儀礼って、一体何？」

　やはり尻しり餅もちをついたまま、いつきだけが間ま抜ぬけな顔で瞬まばたきした。




　そして。

　みんなが持ち寄ってきたクリスマスプレゼントたちが、寂さびしそうに事務所のテーブルの上に転がっていたのであった。




　　　　２




　翌日。




　いつもと違ちがう緊きん張ちようを抱かかえ、伊庭いつきはアディリシアの屋や敷しきの前に立っていた。

　およそ〈アストラル〉の十倍近い敷地は、その庭の細部にまで贅ぜいが尽つくされている。色とりどりの英国庭園、ギリシャ彫ちよう刻こくを想起させる多くの石像たち、大理石の噴ふん水すいは美しい虹にじを形作り、冬の陽ひ差ざしに煌きらめいていた。

（……ん、と）

　なんとなく、深呼吸を繰くり返す。

　ごくり、と唾つばを飲み込んだ。

　まずは玄げん関かんをノックしようと手をあげて、

「──お待ちしておりました、伊庭いつきさま」

　すう、とぴたり六十度の礼を見せたのは、もちろんダークスーツの美女であった。

「ダフネさん」

　玄関のすぐそばに、その名で呼ばれるメイザース家のメイド長が佇たたずんでいたのだった。

　あるかなしかという、淡あわい微び笑しようを浮かべ、長い白はく髪はつが翻ひるがえった。

「どうぞ、こちらへ」

　その背に案内されて、いつきは屋敷の内側に入っていった。




　ダフネの歩みは、常に同じペースだ。あたかもそれは、この黒白の美女のいる世界がほかと独立して、ほかと関係なく存在するかのようだった。

　何度か歩いた廊ろう下かを進んで、あれ、といつきが眉まゆをあげる。

「アディリシアさんの部屋は、さっきのじゃ……」

「今日は、合同儀ぎ礼れいのための会談ですから。部屋も正式な応接間を使わせていただきます」

「せ、正式な……？」

　その言い方に、少年はどきんと胸が鳴るのを感じる。

「ええとその、結局僕、合同儀礼がどういうことかちゃんと説明されてないんですけど……」

　あのパーティでは、それ以上説明されなかった。

　後から加わった〈トリスメギストス〉のディアナや、蔵名神社の御み凪なぎ兄きよう妹だいも交えて、無む闇やみな盛り上がりと熱気にかられ、あっという間に時間が過ぎていったためだ。

　アディリシアと穂波は牽けん制せいしあうように帰り、ディアナと御凪兄妹につかまえられたいつきはそのまま外の店にまで連れて行かれてしまったため、話どころではなかったとも言える。

「そうですね……」

　いつきを案内しながら、ダフネが軽く瞼まぶたを閉じた。

「それについては、アディリシアさまから説明があると思います。ただ……できたら、テーブルの一番右みぎ端はしの皿には注目していただけると、私としては嬉うれしいです」

「右端？」

「ただの独り言です。アディリシアさまにはご内密に」

　あっさり会話を打ち切って、ダフネは突き当たりの扉とびらを開いた。

「どうぞ」

「僕ひとりで？」

「はい」

　なんだかおかしな対応に首をひねりながらも、いつきが扉をくぐる。

　すぐ、息を飲んだ。

「……う、わ」

　広さはもとより、その豪ごう華かさが少年の胸をついたのだ。

　映画やニュースに出てくる、王宮のごときシャンデリア。

　踝くるぶしまで沈しずみ込みそうな絨じゆう毯たんに、素しろ人うとのいつきが見ても感動を禁じ得ない絵画や美術品。

　黄金と水すい晶しようと大理石と絹でできた部屋──そう言っても、偽いつわりはあるまい。何より凄すさまじいのはそれらの調度にも劣おとらぬ気品が、その部屋に満たされていることだろうか。

　あるいは、この部屋だけで、屋敷全体とほぼ同じ価値があるかもしれなかった。

「……あ、イツキ」

　長テーブルの向こうで、ひとりの少女がひっそりとお辞じ儀ぎをした。

　そして、再び、ぱちぱちといつきが瞬まばたきしたのである。

「アディリシア、さん？」

「な、何かおかしいですか……？」

　淡く頰ほおを染めているように思えるのは、気のせいではあるまい。

　纏まとったドレスはいつもの漆しつ黒こくではない。

　むしろ控ひかえめな薄うす桃もも色に、最低限の装そう飾しよく品ひんだけを配した衣い装しようであった。

　それでいて、この部屋にまるで見み劣おとりしない。衣装でも宝石でもなく、アディリシア・レン・メイザースという個人の価値こそが、この少女を輝かがやかせているのだろう。

「合同儀礼用のものです。毎年仕立てさせてはいたのですけれど、こうして人前で袖そでを通すのははじめてですから……」

　視線をそらし、アディリシアはきゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　いつものドレスでないことが、まるで慣れた鎧よろいを脱ぬいだような心持ちに、少女をさせているらしかった。

「お、おかしいですか？」

「う、ううん」

　あわてて、いつきがかぶりを振ふる。

　こんなに固まってしまっているのが、自分でも不思議だった。

　アディリシアもいつもの様子とは少し違って、やや挙動不ふ審しんげに長テーブルを指し示す。

「まずは、食事でもどうぞ」

「え？」

　長テーブルには、手のこんだ料理が並んでいた。

　そんなことにも、いつきははじめて気がついた。

「スープを持って参りました」

　ぴたりのタイミングで、メイドのひとりが厳おごそかに銀ぎん盆ぼんを運んできたのだった。
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「──つまり、合同儀ぎ礼れいとは、複数の魔ま術じゆつ結社で行う親善の儀式ですわ」

「親善？」

「ええ。ですから、普ふ段だんの儀式ほどは、魔術としての厳密性は問われません。目的はあくまで友好の部分におかれますもの。複数の魔術結社が関かかわる以上、あまり魔術を厳密に行うと、呪じゆ波は干かん渉しようや呪波汚お染せんの危険度が高まりますし」

　ナプキンで口元を拭ふき、アディリシアが言う。

　こういうちょっとした仕草にも、少女に仕込まれた作法が滲にじんでいた。本当に美しいものは、物品ではなく、部屋でもなく、人にこそ宿るのであった。

「後、今回の場合、冬至の日の儀式を終わらせるという意味合いもあります」

「終わらせる？」

「ほら、日本でも神社でもらったおみくじや祝い物を、自分の家で燃やしたりする風習があるでしょう。冬至の儀式が祭りであれば、年末の儀式はそこで余ってしまった呪力を払ふつ拭しよくするという意味合いがありますの。過か剰じような呪力は土地に返すものですからね」

「ああ。それで祭りの終わり……かあ」

　感かん慨がい深ぶかげに、いつきが息をついた。

「ん？　あ、それで猫屋敷さん、〈アストラル〉の年末の儀式をまとめられるって」

「ええ。〈アストラル〉はもともと複数の魔術系統が集まってますもの。凝こごった呪力の解消を兼かねて、年末にいろいろ儀式を行うつもりだったんでしょうね」

　アディリシアが首しゆ肯こうする。

　それから、くすくすと微び笑しようして、こう付け足した。

「イツキ？　口元にムースがついてますわよ？」

「あ、あ、うん！」

　あわててナプキンで拭ぬぐい、恥はずかしさを取り繕つくろうように、目の前の別のケーキに取りかかる。

（……ん、甘あま酸ずっぱい）

　ブルーベリーとクリームの調和に、少年は舌した鼓つづみを打つ。

　どの料理も美お味いしく、目にも鮮あざやかな品ばかりだったが、無む闇やみに肩かた肘ひじ張るようなものではなかった。最初はがちがちに緊きん張ちようしていたいつきも、こうして食事を摂とり、アディリシアと話すうちに、自分がほどけていくのを感じられた。

　それも、アディリシアの心こころ遣づかいなのかもしれなかった。

（あ）

　ふと、言われていたことを思い出した。




　──『できたら、テーブルの一番右みぎ端はしの皿には注目していただけると、私としては嬉うれしいです』




　その言葉通り、テーブルの端へ目を移す。

　あまり目立たない皿の上に、少し黒ずんだ──不ぶ恰かつ好こうなクッキーがさりげなく置かれていた。

「これも、いただくね」

　ひょい、と手を伸のばす。

　すると、突とつ然ぜんアディリシアが血相を変えたのだ。

「イ、イツキ！」

　声を裏返らせ、目を見開く。

「ふえ、ど、どうしたの？」

「あの……その……た、食べられますか？」

　おかしな言い方だった。

　テーブルに並んでいて、食べられるも何もないだろう。

　確かに、こんな美味・珍ちん味みばかりの並んだテーブルには違い和わ感がある。口にいれるとやたらパサパサしているし、嚙かむとシャリシャリと焦こげた部分さえ混じっていた。どう考えても、失敗作としか言いようのない出来だ。

　作り方を教えてもらったばかりの小学生が、何十枚も悪戦苦く闘とうしながら、やっとのことで数枚それらしいものを作った──そんな光景さえ思い浮うかぶ。

　だけど、いつきにはけして不ま味ずく感じられなかった。

　なぜだか……温かみのようなものが、そのクッキーにはあった。

「うん、美味しいよ」

　と、いつきは素す直なおに口にする。

「…………っ」

　言葉もなく。

　耳まで真しん紅くに染めたアディリシアは、自分の膝ひざに視線を落としたのであった。
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「──あ、社長！」

「──いつきくん、よけてっ」

　事務所へ帰ってきたばかりのいつきに、あわてて穂波と黒羽が声をかけた。

　庭である。

　近くのビルとの間まで張り出した〈アストラル〉事務所の外庭で、びゅっと高速の物体がいつきの頭上を過ぎていった。

「うわっ」

　頭の上すれすれ、髪かみの先せん端たんを何かが過ぎていく感覚。

　玄げん関かん近くまで来ていたいつきをしり目に、それは壁かべの窓を叩たたきはじめる。

　はたして、物体ははたきであった。

「え……えっと……」

「ご、ごめんなさい。まだ誰だれも来ないと思ってたから……」

　両手を合わせて謝あやまる少女──黒羽の周りには、たくさんのはたき、箒ほうき、モップや雑ぞう巾きんが浮ふ遊ゆうしていたのだ。

「あ、掃そう除じ中なの？」

「はい！」

　訊きいたいつきへ、なんとも嬉しそうに黒羽が答えた。

「合同儀ぎ礼れいは、呪じゆ力りよくの大掃除みたいなものだからって。まずは儀式に使う庭と外がい壁へきを掃除するように猫屋敷さんに言われました！」

　ぱあんと箒を持って──持っているように騒ポル霊ター現ガイ象ストで操作して──仁に王おう立だちする。

　まるで、一軍を率いる女王のごとし。

　そして、隣となりには軍師のごとく、穂波も控ひかえていたのである。

「ようし、じゃあ続きいくよー」

　ぱんぱんと手を叩き、穂波の唇くちびるが愉たのしそうにつりあがった。

　んっふふふ、とそんな擬ぎ音おんが聞こえそうな魔ま女じよの笑えみ。

「正社員命令や！　まなちゃん、ええと、まずは枯かれ葉集めー！」

「はい！」

　ぴしい、と箒たちが直立する。

　命令一下、庭の地面に整列し、すべての箒たちが進軍開始。積もっていた落ち葉をあっという間にかき集めていく。

　まさに精せい鋭えいとばかりの進行を満足げに見つめ、穂波はさらに手を振ふった。

「窓掃除の続きと、壁かべ掃除！　あ、そこの柱と窓まど枠わくに描かいている紋もん様ようは避さけてね！　門を拭ふくときはカバラの流れに沿って、東から西の方位に！」

「はい！　分かりました！」

　阿あ吽うんの呼吸。

　はたきの小隊が、宙を舞まう。

　雑巾の群れが、片かた端はしから壁を撫なでていく。

　はたして、この場に何十人という掃除人が居合わせたとしても、同じだけの成果が望めるかどうか。

　おとぎの国を思わせる光景に、いつきが目を奪うばわれていると、

「……いやあ、黒羽さんがここまで騒ポル霊ター現ガイ象ストを使いこなすようになるとは」

　感心したようにうなずいたのは、猫屋敷であった。

「あ、この掃除って猫屋敷さんが言い出したんですか？」

「まあ、仮にもほかの結社をお迎むかえする儀式ですからね。いつもなら、一週間以上かかる仕事なんですが、この分だと、本当に半日ぐらいで終わってしまいそうです」

「あたしも手伝ってるよー！」

　三角頭ず巾きんをして、みかんが大きくはたきを振り上げた。

　こちらは、巫み女こ装しよう束ぞくの腰こしのあたりに、いつもの玉たま串ぐしを挟はさんでいる。

〈アストラル〉の性質上、事務所の各所には呪波干かん渉しようを避ける仕し掛かけが施ほどこされており、うかつに掃除などで排はい除じよすると、それこそ呪波汚お染せんにつながる危険性が高い。

　呪フエテ物イシユなどの少ない庭は、幾いく分ぶんそういった制約も少ないのだが、どうしようもなさそうな部分については、あらかじめみかんの〈禊みそぎ〉によって浄じよ化うかしているものであった。

　ついでに、

「にゃあ」

「うにゃあ」

「にぃ～～～～～～あ」

　と、三匹びきの猫ねこたちもみかんの後ろについて、自分たちの働きをアピールしている（もっとも、玄げん武ぶだけは眠ねむそうに屋根で丸まっていたのだが）。

「お、お疲つかれ様……」

　と、いつきが頭を下げた。

「ううん、ひさしぶりにいっぱいお掃除ができて楽しいです！」

「あたしも、庭がずっと散らかってるんが気になってたし。合同儀礼っていうことやったら遠えん慮りよ無くやれるもんね」

　輝かがやくような笑顔で、黒羽と穂波がそれぞれに言う。

　もう少しだけ指示を出してから、穂波はこう付け加えた。

「ええと、あとはまなちゃんに任せてもいい？」

「はいっ」

「んじゃ、こっちは買い出し行って来まーすっ！　社長、荷物持ってもらうからね！」

「か、買い出しい？」

　最後の台詞せりふは、突とつ然ぜん名指しされたいつきである。

　すると、くるり、と悪いた戯ずらっぽく穂波が振り返った。

「もちろん！　こういうのは男が手伝うもんやろ！」

　茶目っ気たっぷりに、穂波が少年の手を握にぎり──駆かけ出していく。

「わ、わわわあわわあわわわわわわわわわ！」

　そのまま、ずるずるといつきはひきずられていったのだった。
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　ひきずられていったのは、商店街にあるショッピングモールであった。

　いつきも時々使う、雑貨屋やインテリアショップの入り混じった場所だ。

　穂波はそこで雑貨品を買いあさり、片っ端からいつきに持たせていったのだった。

　それもアルミの看板とか、ピラミッド形の置物とか、木材を適当に処理しただけの杖つえとか、大おお雑ざつ把ぱに塗ぬり分けられた三色の旗だとか、おおよそ魔ま術じゆつというよりは、昨夜のクリスマスパーティに近きん似じした品ばかりだった。

「こ、こんなのでいいの？」

「アディに聞かんかった？　今回は魔術儀ぎ式しきっていうよりも、親善のための儀礼やって」

「あ……言ってた」

「つまり、最低限の象しよう徴ちよう性はいるけど、それ以上になるとむしろ呪じゆ波は干渉を起こすから邪じや魔まなわけ。やから、〈アストラル〉の庭からもちょっと強い呪フエテ物イシユはどけて、こういうので代わりをしてもらわなあかんの」

「ええと……」

　いつも通り、穂波のうんちくを聞いて、いつきはくるりと頭を巡めぐらせた。

「その、いつもの儀式とかの逆なわけ？」

「そういうことやね」

　と、少女はうなずく。

「あたしや猫屋敷さんも冬至までいろいろ儀式してたもん。必要な呪力はとっくに集まってるし、終わってる。あとは余っちゃった呪力のお掃そう除じ。そうなると、結局合同儀礼ってのは気持ちの問題や」

「…………」

（気持ちの問題……かあ）

　ぼんやりと、いつきは思う。

　なんだか、いつも聞かされている『魔法使いなら当然のこと』とは、逆のような感じがして、少し嬉うれしかった。

　魔法使いは、非情でなければならぬ。

　魔法を極きわめるためなら、いかなる犠ぎ牲せいも当然のもの。

　それが、ずっといつきの聞かされてきた『魔法使いの在り方』だ。

　だけど。

　そんな魔法使いの社会にも、確かにこういう関係はありえるのだと、そう教えてもらったことが妙みように心をほかほかとさせた。

「あれ……」

　と、ふといつきは考え込んだ。

「どうしたん？」

「どうして……そんないい儀式なのに、初めてなんだろって」

　合同儀礼のドレスに袖そでを通すのは初めてだと、アディリシアは言ってなかったか。

　少しだけ、穂波は暗い顔になった。

「〈ゲーティア〉ぐらい大きいと敵も多いから。そういう儀式は狙ねらわれやすいんや。合同儀礼には両方の結社の面メン子ツがかかってるから、潰つぶせば一挙両得やし」

「つ、潰す？」

「穏おん便びんな方やと、合同儀礼の期間を狙って呪じゆ詛そ合戦とか。アディのお父さんの代には、古い教会がまるまるひとつ吹ふき飛んだとか聞いたことがあるわ。多分、そういうのを踏ふみ切ってまで、合同儀礼をする結社がなかったんやろね」

　穂波は、小さく息をつく。

　合同儀礼がある意味魔法使いらしくない仕組みなら、こちらもまた魔法使いらしいとは言えぬ、ひどく世せ俗ぞく的な権力の奪うばい合いであった。

　ひとつの組織がほかの組織と手を組むことを、誰だれもが喜びはしないという──ごく当たり前のこと。〈ゲーティア〉という組織の影えい響きよう力が大きいほど、妨ぼう害がいしたいものも増えるという、当たり前すぎて嫌いやになる話。

（……そっか）

　いつきにも、穂波の表情の理由が分かった。

　アディリシアのことだ。

　合同儀礼が初めてというなら、今まで後ろ盾だてをしてくれる組織もなかったのだろう。

　偉い大だいすぎる父を亡なくし、たった十六歳の少女は、どれだけの重圧をひとりではねのけてきたのだろう。

「……じゃあ」

　と、少年は顔をあげた。

「……今回はうまくやって、アディリシアさんを喜ばせないとね」

「…………」

　まじまじ、と穂波は少年を見つめた。

「な、何？」

「社長、あたしの言ったこと、ちゃんと聞いてた？」

「聞いてた……つもりだけど？」

　何かまずいこと言っただろうかという風に、おどおどと少年が後ずさる。

　その様子に、穂波もつられて笑ったのだ。

「っ……ほんま……」

「何？」

「何でもあらへん」

　諦あきらめたように、少女はかぶりを振ふる。

　それから、




「……でもまあ、こういうのは貸し出しレンタル魔法使いマギカらしいかもね」




　なんだか嬉しそうに、背筋を伸のばしたのだ。

「誰かのために魔ま法ほうを使えるのが貸し出しレンタル魔法使いマギカ。おばあちゃんも、そういう在り方を喜んでたんやもん」

「おばあちゃんって……ええと、ヘイゼルさんだっけ？」

　名前だけは聞いているが、いつきが会ったことのないメンバーだった。

〈アストラル〉の名めい刺しや社章を作ってくれた人として、一応の認にん識しきはしてる。凄すごい魔法使いだったとか、〈魔女の中の魔女〉と言われていたとか、そんな風評も耳にしている。

　でも、こういう風に、穂波から話を聞いたことはなかった。

「そう、それ以外の呪フエテ物イシユも、たくさん作ってるんやから」

　穂波が、ふわりと笑う。

　その誇ほこらしそうな様子が珍めずらしくて、いつきはもうひとつ訊きいてみた。

「じゃあ、穂波が魔法使いになったのも、最初はおばあさんみたいな魔法使いを目指して？」

「んーん。最初の最初って言うんやったら……少し、違ちがうかな」

「じゃあ、どうして？」

「…………」

　すると、少女は口ごもった。

　たっぷりと数秒間の沈ちん黙もくを経て、もごもごとこんな風に吐はき出したのだ。

「……たから」

「え？」

「そやから……」

　ぼそぼそ、と言った。




「魔法使いになったら……お菓か子しがいっぱい食べられると思ったから」




「────ぷ」

「わ、笑うなんて、ひどいやんか！」

「だ、だって、すごい真しん剣けんな顔で言うんだもん！　それに、ちょっと穂波らしいって思ったし」

　弾だん劾がいされながら、いつきも微び苦く笑しようしてしまう。

　この少女は、こういう表情がよく似合う。

　確かに魔女なのだが──そのことには疑いがないのだが──どこかしら日常と乖かい離りしない、むしろほっとするような地に足のついた感覚。

　そうした生き方こそが、この少女の本質にある気がして、いつきは嬉うれしかったのだ。

「……むう」

　と、穂波は頰ほおを膨ふくらませた。

「な、何？」

「なんか……すっごく見み透すかされてる気がする」

「そ、そんなことないよっ？」

「ほら！」

　と、穂波が再び少年の手を握にぎった。

「わ、わ、わ、荷物落ちちゃうってば！」

　持たされた荷物のバランスを取りつつ、少女にひきずられながら──さっきとは別の温かさをいつきは感じていた。

　まるで、ずっと昔もこうしていたような……そんな感覚。

「あ」

　と、少女の足が止まった。

「どうしたの？」

「えと……ちょっといいなあって」

「何が？」

　振り返ると、最新型のＵＦＯキャッチャーが置かれていた。

　そして、穂波の見ていた視線の延長上には、ちょっと不細工な犬のぬいぐるみが鎮ちん座ざしていたのだ。

「ね、さっきの水に流す代わりに、ちょっとだけやってもらってもいい？　お金とか、あたしが出すから」

　申し訳なさそうに、穂波が両手を合わせたのだった。
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　坂道の手前で、そのリムジンは停止した。

　黒いドアが信じられないほどスムーズに開き、涼すずやかな声でこのように問いかける。

「……何をしてますの？」

「ええと、その」

　いつきは、困ったように眉まゆをひそめた。

　表情だけなのは、とうに腕うでが動かせなくなっていたからだ。

　少年は、両手ばかりか胸や背中まで、大きな紙かみ袋ぶくろで占しめられていたのである。

「……ＵＦＯキャッチャーが壊こわれてもうて」

　隣となりで、しょぼん、と穂波がうなだれる。

　穂波の得意技わざではある。

　およそ家事全ぜん般ぱんに長たけている穂波だが、電化製品には極きわめて不得手な一面を持っている。高校のコンピュータなど、三台を続けて破は壊かいして『破デス壊トロ魔イヤー』という不ふ名めい誉よな称しよう号ごうまで与あたえられたほどだ。

　その欠点を重々承知している穂波は、最初いつきにやってもらっていたのだが、いつまで経たっても目的の品が得られない苦痛に耐たえかね、ついつい自分で触ふれてしまったのだ。

　結果は……はたして、ボタンに触れたタイミングが悪かったか、静電気がクリティカルなタイミングで基き盤ばんでも焼いたのか。

　突とつ然ぜん、大きく揺ゆれたＵＦＯキャッチャーは、ぶすぶすと煙けむりをあげながら、その排はい出しゆつ口こうに五割近くのぬいぐるみを叩たたき込んだのである。

　ゲームセンターの店員はやたらといい人で、「出てしまったものは仕方ない」と全部のぬいぐるみを持たせてくれたのだが、結果として、あまりにも大量の荷物をいつきたちが抱かかえるはめになってしまったのだった。

「仕方ありませんわね」

　と、アディリシアはため息をついた。

「のせてさしあげなさい」

「はっ」

　リムジンに乗っていた数人の男が立ち上がり、いつきたちの荷物を手早くまとめていく。膨ぼう大だいなＵＦＯキャッチャーのぬいぐるみは、まるで最上級の宝石みたいに、丁てい重ちようにリムジンへと運び込まれた。

「あ、ありがとう」

　礼を言ったいつきに、アディリシアはかぶりを振ふる。

「どうせ、〈アストラル〉に向かうところでしたから」

「こちらは、〈ゲーティア〉の徒と弟ていさん？」

「ええ。屋や敷しきはダフネに任せて、日本に来ていた３ブラ＝クテ８イカスと４フイ＝ロソ７フイスから四人ほど選びました。〈アストラル〉事務所で儀ぎ礼れいを行うわけですから、そんなにたくさん連れて行くわけにもいかないでしょう？」

「まあ……うちの庭だとそんなに入れないけど」

　おどおどと頼たよりない態度で向き直り、いつきは男たちの方へ頭を下げた。

「じゃ、じゃあ……は、はじめまして」

「いえ……二回目です」

　と、挨あい拶さつされた男は訂てい正せいした。

「え？」

「挨拶はしておりませんが……丹生にゆう山やまで黒シヤ鳩ツクスを喚かん起きしたひとりが私です」

「あ」

　いつきは、思い出す。

　アディリシアと会ってすぐのできごと──父であるオズワルド・レン・メイザースが巻き起こした大事件。あの事件の際、アディリシアは、父に奪うばわれた多くの魔ま神じんと倒たおれた高弟の穴を埋うめるため、思い切った非常手段を取った。

　すなわち残った魔神の一柱、黒シヤ鳩ツクスの源げん霊れいを分ぶん割かつして、徒弟たちに喚起させたのである。変則的な喚起儀式は困こん難なんを極め、徒弟たちの体力を根こそぎ奪ったが、結果として大量のシャックスを顕けん現げんさせることに成功したのだった。

「あ、あのときの！」

「その節は、首領ともどもお世話になりました」

「い、いえ！　僕の方がずっとお世話になりっぱなしです！」

　ぺこぺこと、起きあがりこぼしみたいに、いつきが頭を下げる。

　そんな様子を横目に、

「イツキとふたりで、ゲームセンターですか……」

　と、アディリシアは不満げに囁ささやいた。

　無論、相手はシートの隣に座った穂波である。

「まるで……デートみたいじゃないですの」

「な……そ、そんなん言うたら、アディやって、社長とふたりで食事してたやんか」

「そんなの、合同儀礼前の首領同士として当然でしょう」

「じゃあ、クッキーは？」

「…………！」

　その単語に──突然、アディリシアの耳が真しん紅くに染まったのだ。

「イ、イツキが話したんですの!?」

「社長は分かってへん。ただ、変わったクッキーがあったよって言ってただけ。〈学院〉時代、あたしも何度も味見させられたもん。いっつも七割ぐらい焦こげてたけど」

「み、見た目から焦げてたのは先に除外しましたっ……あ」

　最後の、あ、は自分から白状してしまったという失態に気がついたためだった。

「ふふん」

「……むう」

　鼻を鳴らした穂波に、アディリシアが頰ほおを膨ふくらませた。

　つい一時間ほど前、いつきの指し摘てきに穂波がつくった表情と──それは実によく似た顔だった。

「まあ、いいですわ」

　と、アディリシアが車のシートにもたれかかる。

　わざとらしく瞼まぶたを閉じた横顔は、どこか夢見るような、子供みたいな微び笑しようであった。
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　少しして、

「お待ちしておりました」

　外庭で出で迎むかえたのは、猫屋敷である。

　すでに、みかんは所定の位置についており、祭さい壇だんをつくった庭の中央で、厳おごそかに正座している。

「な……なんか、いつもよりかしこまった感じだね」

　いつきが耳打ちすると、当然とばかりに穂波が返した。

「もう、合同儀礼は始まってるんやもん」

「──こちらが、〈ゲーティア〉からの品です」

　アディリシアが徒弟に取り出させたのは、高級そうなスーツケースだった。

　開くと、内側にいくつかの真しん鍮ちゆうの壺つぼが入っていた。時代を経てかすれた意い匠しようなのに、どんな芸術品にも劣おとらぬ気品と風格が、それらの壺にはあった。

「魔神の源霊を休ませております。もとより魔神は不ふ滅めつですが、こういう機会に呪じゆ力りよくを循じゆん環かんさせた方が、よりよく管理できますので」

「これはこれは。〈アストラル〉の方も、今回は呪フエテ物イシユの虫干しといった感じです」

　す、と扇せん子すで猫屋敷が指し示す。

　庭の祭壇には、猫屋敷が使う羅ら盤ばんや霊符作成用の筆と硯すずり、また穂波の箒ほうきや円サークル・石ストーン、みかんの玉たま串ぐしや禊みそぎの道具など、〈アストラル〉で使われる呪フエテ物イシユの一式が供えられていた。

「──あ、じゃあ、あたし、穂波さんが買ってきたの、並べてきますね」

「あ、あたしも手伝うから」

　手て際ぎわよく、黒羽と穂波が、庭や屋や敷しきの各所に買ってきた品を配置していく。

　騒ポル霊ター現ガイ象ストの手にかかれば、こうした作業はわずか数分足らずで終わった。

　安物のはずの旗や置物が、そうして据すえられると俄が然ぜん本物らしい不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせるのだった。

（っ……）

　いつきが、眼帯を押さえる。

　かすかに、右目に痛みを感じたのである。

　ゆるゆると、祭壇に捧ささげられた品から呪力がのびあがっていくのが、眼帯越ごしにいつきには視みえた。

（ああ、そっか……）

　穂波が安物を買ってきた意味が、やっといつきにも得心できた。

　もとより、この〈アストラル〉事務所自体が『本物』なのだ。

　ずっと布ふ留る部べ市しの霊レイ脈ラインにあり、呪力を受けてきた館やかたがあれば、いかに呪フエテ物イシユが稚ち拙せつだろうと、十分な呪力が通る。

　だからこそ、あえてまともな品を外した。

　呪力を集めるのでなく、散らしていく──過か剰じように集めてしまった呪力を順序立てて発散させていくために、あえて不出来な品を利用する。

　それもまた、魔術の智ち恵え。

　単に、１＋１を２とするのでない、古くて新しい思想。

「……では」

　スーツケースを持った徒と弟ていが、前に出た。

　祭壇の横に、〈ゲーティア〉の呪フエテ物イシユが並んだ。

　途と端たん、すでに用意されていた儀ぎ式しきの流れに従って、〈ゲーティア〉の呪フエテ物イシユと〈アストラル〉の呪フエテ物イシユが、互たがいに呪力を絡からませ合う。

　昨日の穂波とアディの争いにも似た──でも、確実に違ちがう、融ゆう和わする二重螺ら旋せん。

「これは、なかなか……」

　その螺旋を感じて、猫屋敷もさらに目を細めた。

　いつきのように直接呪力を視ることはできずとも、魔法使いの肌はだはその在り方を感じる。ふたつの呪力の流れは、思いがけぬほどに柔やわらかく、戸と惑まどうぐらいに優やさしく触ふれ合ったのだ。

「…………」

　やはり、その呪力を感じてか微び笑しようを浮うかべ、アディリシアはすうと歩み出た。

「では、ここに──」

　ちらり、といつきを見た。

　穂波と、猫屋敷も、こちらを見ている。

　あ、とそれで気がついた。正午の会談での、アディリシアとの打ち合わせ。

「…………っ」

　深呼吸する。

　一歩、前へ出る。

「では、ここに──」

　と、いつきも同じ台詞せりふを言って、胸へ手をおいた。

　次の台詞は、いつきとアディリシアの、ふたりが同時に口にした。

「「──〈アストラル〉と〈ゲーティア〉の、合同儀礼を開始します」」
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「じゃ、じゃあ、最初に場を清めますっ」

　まず、みかんが出た。

　すでに口と手は漱すすいでおり、幼い身体からだは塩で清められている。

　ちょっと緊きん張ちようした感じで唇くちびるを引き締しめ、榊さかきの枝に紙し垂でをつけた玉たま串ぐしを、足元の手て桶おけに汲くんだ清水へと垂らした。




「きわめて汚きたなきもたまり無れば穢けがれとはあらじ、内うち外そとの玉たま垣がき清きよく浄きよしと申す」




　祝詞のりととともに、玉串を振ふるう。

　榊の枝についていた水すい滴てきが、ぴっと空気に散った。

　それにつれて、祭さい壇だんの呪じゆ力りよくへ異変が生じた。

　──〈禊AbsoluteぎPurification〉。

　神しん道とうの魔術特性である絶対結界。その術式と原理に則のつとって、さざ波のごとく、〈アストラル〉事務所の庭が清められていく。

　それは、いかなる魔術にも染まる前の、無色の呪力。

　呪力をこの土地に還かえすための、最初の準備。

「さすがに……ミカンの〈禊みそぎ〉ですわね」

　アディリシアが、淡あわく息をついて賞賛する。

「では、こちらも」

　しなやかに、その腕うでが横へ流れた。

　すでに、徒弟たちはそれぞれ四方へと散らばっている。

　東西南北。正確に方位を定めることは、あらゆる儀式の基本である。自らを儀式の基点とすべく、彼らは一度移動してからは、微び動どうだにしていない。呼吸は一定を保ったまま、重心さえ不動の金属のごとくぴたりと静止させた。

　人が人でなくなること──それこそが魔法だと主張するように。

「──四方の守護者は、四囲の諸力をまとえ！」

　アディリシアの指示に従って、四方の徒弟は並へい行こうして詠えい唱しようを始める。




「ヘHeカkaスs、ヘHeカkaスs、エステEste、ベベBebeロイloi！」




　一いつ切さいのずれもよどみもない、複合詠唱。

　その姿は、アディリシア・レン・メイザースを指揮者とする雄ゆう大だいなオーケストラに似ていた。たった五、六人ほどの数なのに、この少女に率いられていると、どよめく大レギ軍オンにも思えるのだった。

（わあ……）

　いつきは、息を飲む。




「一が内なる全OMNIA IN DUOS:、無二の内なる二DUO IN UNUM:、無が内なる一UNUS IN NIHIL:、そは四にあらず全にあらず一にもあらず無にもあらずHAEC NEC QUATUOR NEC OMNIA NEC DU ONEC UNUS NEC NIHILSUNT.」




（そっか……アディリシアさん、本当に首領だもん……）

　その光景に、いつきは胸を押さえた。

　ひさしぶりに、首領としての少女の側面を見て、少年の胸は軽く疼うずいた。

　それは、いつきの目標としての姿。

　自分自身もああありたいと──誰だれかを導けるぐらい、恰かつ好こいい存在でありたいと──最初にそう思わせた、最高に誇ほこらしい少女の背中。

「──社長」

　悪いた戯ずらっぽく誰かが呼びかけた。

　その声こわ音ねだけで、誰かは分かっていた。

「うん」

　と、いつきはうなずいた。

　だったら、もう迷いはいらない。

　うだうだと、考え込んでいる暇ひまなんかない。




「──父なる者に栄光あれGLORIA PATRI、母なる者に栄光あれET MATRI ET、息子なる者FILIO、娘なる者に栄光あれET FILIAE ET。外なる聖霊と内なる聖霊に栄光あれSPIRITUI SANCTO EXTERNO ET SPIRITUI SANCTO INTERNO。万古より今に至るが如くUT ERAT EST ERIT IN、今より万劫の悠久に時は流れんSAECULA SAECULORUM。一が内なる七の御名において一なる六に至らんSEX IN UNO PER NOMEN SEPTEM IN UNO ARARITA」




〈ゲーティア〉の詠唱が終わる。

　呪力は四方の徒と弟ていたちに誘ゆう導どうされて、一定は散じ、一定は徒弟たちの内側へと吸収された。それもまた、最初に打ち合わされていた通り。余よ剰じような呪力はいまだ未熟な弟で子しを成長させるために使われるもの。四方に、アディリシアやダフネではなく、あえて３ブラ＝クテ８イカスと４フイ＝ロソ７フイスを採用したのもそういう理由。

　では、〈アストラル〉は？

「社長命令です」

　いつきは、はっきりと言った。

　眼帯を取らず、自分自身の声で少年は言う。

「猫屋敷さん、穂波さん──合同儀ぎ礼れいを開始して」

「はい」

「うん！」

　どちらも、嬉うれしそうに応こたえた。




「謹請、陽徳真光朗照天尊、招来天道、急速急来応願！」

「我は乞うハイル！　月の女め神がみケリドウェンよ、恵めぐみもたらす大地の女神よ！」




〈ゲーティア〉が四方なら、〈アストラル〉は両極。

　東方と西方のふたつを、それぞれ猫屋敷と穂波が担当し、ケルト魔ま術じゆつと陰おん陽みよう道どうの術式をもって、呪じゆ力りよくを誘導する。〈ゲーティア〉が規律正しいオーケストラなら、〈アストラル〉はそれぞれのアーティストが個性を撒まき散らすジャズ・セッション。

（……うん）

　少しだけ、いつきにも分かった。

　穂波もアディリシアも猫屋敷も、合同儀礼というカタチで納なつ得とくした理由。

　それは、いつきを見届けるためだ。

　友人としてではなく、仲間としてではなく──〈アストラル〉の社長として、〈ゲーティア〉の首領たるアディリシアと肩かたを並べる者として、伊庭いつきがどこまで成長したのかを見届けるためだ。

　この場でいつきがやったのは、ただ号令をかけるだけ。

　でも、それだけだって意味はあるのだ。

　アディリシアがそうだ。

　あれほどの魔法使いが、今回に限っては呪文スペルひとつ唱えない。

　それは、この合同儀礼の意味を知っているからだろう。

　より魔術を極きわめるためではなく、それぞれの結社の在り方を──〈ゲーティア〉がどういう組織かを、首領として示すことに、一番力を注いでいるからだ。

　ならば。

　伊庭いつきも、いつものように在ればよい。

　たとえ魔法を使えずとも、堂々と皆みんなに胸を張ればいい。

　ただ、〈アストラル〉を統すべる社長として、誰よりも強く皆を信じればいい。




「六甲六丁、天門自成、六戊六己、天門自開。六甲磐垣、天門近在。真光朗照天尊、詔勅授受願文」

「月光とヤドリギの加護もて、地に眠ねむる豊ほう穣じようの諸力を導きたまえ。西方の光よ、黄たそ昏がれとともに喜びの歌を歌え」




　ケルト魔法と、陰陽道。




　呪波干かん渉しようを避さけるため、ふたつの術式は切り離はなされ、独立しながらも、それぞれが絶ぜつ妙みように機能し合う。

〈ゲーティア〉の徒弟たちが散らせた呪力を、さらに土地へと馴な染じませていく作業。

　より古くからこの土地にあり、この土地とともに生きてきた〈アストラル〉が、新たに〈ゲーティア〉が来ることを認めるという、そういう意味を込こめた儀式。

　だからこその、親好の儀礼。

（…………え？）

　不意に、いつきは息を止めた。

　かすかな、違い和わ感。

　搔そう痒よう感が、右目の表面を撫なでた。

〈アストラル〉事務所の内側──外庭へ面した窓まど際ぎわに、異様な呪力の盛り上がりを感じたのだ。

　この場の誰だれでもない、ありえないはずの呪力。

（…………っ！）

　嫌いやな悪お寒かんが背筋を走った。

　同時、少年の脳のう裏りに、ある台詞せりふが再リプ生レイされた。




　──『アディのお父さんの代には、古い教会がまるまるひとつ吹ふき飛んだとか聞いたことがあるわ』




「黒羽！　その窓の近くにあるものを全部放ほうり出して！」

「は、はいっ」

　反応して、黒羽が飛ぶ。

　しかし、呪力の盛り上がりの方が速い。

　膨ふくらんだ呪力は、コンマ数秒で臨界点へと到とう達たつする。たとえ黒羽が騒ポル霊ター現ガイ象ストで廃はい棄きしようと、いまさら間に合わぬ刹せつ那なの領域。

（────っ?!）

　怖おぞ気けが、背筋を突つき抜ぬける。

　拳けん銃じゆうを、こめかみに突きつけられたような。

　リミットぎりぎりの時限爆ばく弾だんを、ロープで縛しばり付けられたような。

　何よりも、自分のすぐそばにいる──自分の目標とする少女が、粉こな微み塵じんに吹き飛ぶ予感が。

「駄だ目めええええっ！」

　瞬しゆん間かん、叫さけびとともに、いつきは飛び出していた。

「イツキっ?!」

　あらゆる思考よりも速く、金きん髪ぱつの少女を胸に抱だき、庇かばうようにして身を投げ出していた。




　ぱあん、と破は裂れつ音おんが鳴った。




　クラッカーのような、明るく景気の良いい音だった。

「…………………………………………………………………………え？」

　かなり遅おくれて。

　間ま抜ぬけな声で、いつきが顔をあげる。

　その顔に、ぱらぱらと、キャンデーやビスケットやチョコレートといった、色とりどりのお菓か子しの雨が降りかかった。

『──いつき、クリスマスおめでとうーっ！　これラピスからのプレゼントーっ！』




　ついで、どこかで聞き覚えのある幼い女の子の声が、その場に硬こう直ちよくした──〈アストラル〉と〈ゲーティア〉全員の鼓こ膜まくを震ふるわせたのだった。
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「……つまり、これは」

　疲つかれたようないつきの声は、すべてが終わった数十分後のことであった。

〈アストラル〉事務所である。

　すでに、とっぷりと夜も更ふけている。

　合同儀ぎ礼れいにそなえ、内側も少しだけ片づけられていたはずの事務所は──はたして、庭と同様、こちらもキャンデーやチョコレートのお菓子にまみれていた。

「はい、ラピスさんからのクリスマスプレゼントです」

「にゃあ」

「うにゃあ」

　それらのお菓子の一部を猫ねこたちにあげながら、こくりと猫屋敷はうなずいたのであった。

「クリスマス当日の夜〈アストラル〉事務所の呪じゆ力りよくと反応して、びっくり箱みたいにあの音声と中身をぶちまける仕様だったみたいですね。キャンデーとチョコレートは、ラピスさんの手作りだと添そえられた手紙に書いてありました」

「…………」

　茫ぼう然ぜんと、少年はその言葉を受け止める。

　ラピス。

　忘れるはずもない。

　巨きよ漢かんの錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクスがつくりだした、赤い髪かみのホムン少クルス女。

　かのホムンクルスは、ユーダイクスとともに錬金術発はつ祥しようの地であるエジプトへ旅だったのだが、時折絵葉書などを送ってくれていた。

　そして、このクリスマスには、わざわざプレゼントまで届けてくれていたのだった。

「あ、ははは……お礼の手紙、送らないとね」

　嗄しわがれた声で、いつきがぽてんと自分のデスクに腰こしを落とす。

（そりゃ……そうだ）

　と、少年は納なつ得とくする。

　考えてみれば、合同儀礼なんてつい昨日決まったところなのである。邪じや魔まする相手なんているはずもない。思い返してみれば勇み足どころか、途と轍てつもない空回りの連発で、このまま穴を掘ほって引きこもりたくなる。

　あのあと、澄すました顔で儀式を再開したアディリシアや穂波たちのおかげで──要するにいつき以外の面メン子ツによって、合同儀礼自体は終しゆう了りようした。

　呪力の還かん元げんも滞とどこおりなく済み、ひたすらいつきが恥はずかしかった以外は一応まともにいったわけだが──

「結局、ちゃんとしたところは見せられなかったなあ」

　ぼんやりと、少年は息をついたのだった。

「お兄ちゃん社長は悪くないよ！　ラピスがいきなり変なプレゼント送ってきたのが悪いんだもん！」

「そ、そうですよ。いえ、ラピスさんのプレゼントが変ってことはないですけれど。でも、いつきくんはちゃんとしてましたよ」

　みかんと黒羽が、落ち込んだ少年をフォローしようと、口々に言う。

「そうかなあ……」

　デスクにでれーんと垂れたまま、いつきは疑わしげに首を回す。

　その首が、くるりと回った。

「それに……意味はちゃんとあったん違ちやうかな」

　横合いから、穂波が付け加えたのだ。

　少年が、ぱちぱちと瞬まばたきする。

「意味？」

「社長は、危ないって思ったから、アディを──〈ゲーティア〉の首領を庇ったんやろ」

　ため息混じりに、穂波は口にする。

「親好のための儀礼なんやから、ああいう場で相手の首領を優先するのは一番正しい態度や。そこのところだけ外さなかったんやから、社長は社長らしかった。うん、そこは褒ほめられてもええと思う」

「……そう、かな」

　思い出すように、いつきも目を細めた。

　自分は、本当に社長らしくあれただろうか。

　目標でもある人の前で、ちゃんと胸を張れるようでいられただろうか。

「……だったら、いいな……あいたっ」

　淡あわく唇くちびるをほころばせた少年の耳が──釣つり針を飲み込んだ魚みたいに、真上へと持ち上げられたのだ。

「でも、問題は別」

　と、耳を引っ張ったまま、穂波は微び笑しようした。

　ああ、その凍こおりつくような微笑。

「抱だきついたんは、ちょっとやりすぎ。うん、ああいう場合、どういう風に庇かばうのが一番スマートなやり方かぐらい、ちょっとお説教しても罰ばちはあたらんよね？　まあ、もちろんあたしやみかんや猫屋敷さんは魔術の最中だったし、黒羽は幽ゆう霊れいやから、少々の魔術の妨ぼう害がいにはやられないと判断したんよね？」

　絶対に無視なんかできない、あまりにも優しすぎる声音で、穂波が少年へと問うたのだ。

「あ、それも賛成ーっ」

「あ、あたしも賛成です！」

　これまた鮮あざやかなほどの連れん携けいで、みかんと黒羽もまた少年を取り囲む。




「えええええええええええええええええええええええええええええええっ」




　見事なまでのトライアングルと──これから続く悲劇を前に、いつきが叫さけびをあげたのであった。
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　同じ頃ころ。

　帰宅するリムジンの中で、

「……お疲つかれ様でした」

　と、運転席のダフネが、皆みんなにねぎらいの言葉をかけた。

　予定より遅おくれていることをいぶかしんで、〈アストラル〉事務所までバイクで迎むかえにきたものである。なお、乗ってきたバイクは〈アストラル〉に置いているが、これは明日にでも回収すればいい。

「まったく、とんだ騒そう動どうでしたわ」

　縦ロールをいじりつつ、アディリシアは一番後部の座席へ身をもたせかける。

　なんとなく、とても疲れた気がしていた。

　いや、合同儀ぎ礼れいのためではない。

　むしろ、合同儀礼の途と中ちゆうに起きたあの事故のため──後になってラピスのプレゼントだと説明された、あのトラブルが巻き起こした事件のためだった。

「…………」

　黙だまって、そっと二にの腕うでに触ふれる。

　合同儀礼用の薄うす桃もも色のドレスには、まだ、あの少年の手の平のぬくもりが残っているような──そんな気がしたのだ。

（イツキは……）

　どう思って、自分を庇ってくれたのだろう？

　合同儀礼の相手として、あの段階で必然に優先しなければならない相手として、自分を庇ってくれたのだろうか？

　それとも、もっと別の理由で自分を庇ってくれたのだろうか？

　その答えが出なくて、少女の胸はずっと早はや鐘がねを打ち続けていたのだ。

「──アディリシアさま」

　と、徒と弟ていのひとりが口を開いた。

　合同儀礼の前、いつきと直接話していた徒弟であった。

「何ですの？」

「〈アストラル〉との親好、私は支持いたします」

「な、何をいまさら……っ！」

「今回のことで、〈アストラル〉についての認にん識しきを新たにしました」

　訥とつ々とつとした声で、徒弟は言う。

「ほかの者がどう言うかは知れませんが、あの方はいい首領になられると、そう思いました」

「ああ、私も」

「私もです」

　リムジンの中間の座席にいる徒弟たちが、それぞれ賛同の意を示す。

　ふい、とアディリシアは視線をそらした。

「イツキは、魔法使いじゃありませんわよ？」

「しかし、あの方の特性は、〈ゲーティア〉に取り込むのに申し分ないと思いますが。あのタイミングで呪じゆ力りよくの異変に気づいたのは、あの方だけだったでしょう」

「…………」

　妖グラ精ム・眼サイトという、いつきの体質を徒弟たちは知らない。

　少年の異常がそこまで踏ふみ込んだものであることを、彼らは認識していない。

　それでも。

　少しだけ、嬉うれしかった。

　あの少年を、自分以外の誰だれかが認めてくれたことが、アディリシアには胸に染しみこむように嬉しかった。

「あ、あの特性は、魔法使いとしての血統とは関係ありません」

「……ああ」

　すると、徒弟はぽそりと付け加えた。

「……なんでしたら、愛人にされる手もございますが」

「ふ、ふざけないでください！　ダフネ、あなたからも何か言いなさい！」

「いえ、私からは何も」

　しれっとした顔で、ダフネは運転に集中するふりをした。

　さっきから少女の抱だいている、まるでＵＦＯキャッチャーで取ったような安物の犬のぬいぐるみが──友人である穂波・高瀬・アンブラーから押しつけられたものであることを、この家令だけは知っていたからだ。

（ああ……そういう強さもあります）

　ダフネは思う。

　必ずしも、目上から命令することだけが、『人の上に立つ』ということではない。

　時には相手の立場まで降りて、腹を割った会話もできること。そういう柔じゆう軟なんさも、上に立ち続けるなら必要になる。

　そして、そういう強さは──以前のアディリシアにはなかったものだ。

　間ま違ちがいなく、あの少年から学んだ強さ。

（……ええ）

　だからこそ、ダフネは思う。

　とても魔法使いらしくない考えだけど。

　まるで、世間の皆みんながクリスマスに祈いのるような、当たり前のことだけど。




　どうか、何もかもが幸せにいきますように、と──そんな風に密ひそやかな祈りを捧ささげたのだった。
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　鈴すず藤ふじ小こ槙まきの中学生最後の夏は、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのような猛もう暑しよに侵しん略りやくされていた。

　朝のニュース番組によると、ここ数年間にない真夏日の連続らしい。お天気お姉さんの朗ほがらかな死し刑けい宣告のおかげで、小槙の背筋が少しだけ涼すずしくなったものだ。

「ああ……」

　木製のベンチに座った小槙の肌はだにも、じっとりと汗あせが滲にじんでいた。無表情な顔に、透とう明めいな汗の雫しずくが流れる。

「あかん……死ぬわ……」

　鈴藤小槙。公立中学校に通う、中学三年生。小こ柄がらな身体からだと、目め尻じりに涙なみだボクロを浮うかべた幼い顔立ちのせいで、年ねん齢れい通りに見られたことがないということが悩なやみの平へい凡ぼんな少女だ。

　今日は暑くなると知っていたため、帽ぼう子しと短めのスカートでせめてもの抵てい抗こうを試みたものの、まるで意味がなかった。お天気お姉さんの邪じや悪あくな高笑いが聞こえるようだ。

「ここで死んだら、焼死体ゆーことになるんやろか……」

　小槙のいる場所は、大きな駅の手前にある広場だった。ロータリーの中央に広く設けられた敷しき地ちには、噴ふん水すいや時計台がある。

　今日は休日ということもあり、行き交かう人々は笑えみに満ちていた。時計台の前には待ち合わせの人々がひしめき、他ほかのベンチではカップルが談だん笑しようしている。水着を持った家族連れが駅に向かって歩いていき、歩道沿いのガードレールに座った人々が携けい帯たい電話を覗のぞき込んでいた。

「なんで皆みんな、笑わろてんやろ。暑さでおかしなっとるんちゃうか」

　まるで小槙だけ体力が乏とぼしいみたいではないか、と無表情のまま憤ふん慨がいする。──実際、小槙は同級生の中でも特に運動能力が低く、おまけに成績もどん底に近いが、恒こう温おん動物としてのプライドくらいは残っているつもりだ。今日の暑さは、人間の体温調整能力の限界をはるかに上回っていると思う。

「あの人らがおかしいねん。あたしのほうがフツーやねん、なあ？」

　ゆらゆらと陽かげ炎ろうで揺ゆれる広場から、となりに視線を移すと、一体の焼死体があった。

「……」

　長身の女性がベンチの上でのけぞり、両手両足を力なく投げ出していた。七分丈たけのジーンズからスラリと伸のびた足はアスファルトの上で硬こう直ちよくし、ノースリーブのシャツに通した両りよう腕うではバンザイをするように背もたれを越こえて後ろの茂しげみに投げ出されている。豊かに膨ふくらんだ胸は動いておらず、美人な時もある顔は真っ青で白目をむいていた。

「これはあかんで……人として晒さらしたらあかん姿や……」

　かなりショッキングな光景だ。ぎょっとして振ふり返る通行人さえいる。

「いるる、起きてや。寝ねたら死ぬで」

「はっ」

　小槙がふとももをさすると、女性が目を見開き、ガバッと勢いよく身を起こした。

「はあっ、はあっ……見たことのない川岸で母とワルツを踊おどっている夢を見たぜ。もっと水辺で踊りましょうといって、やけに母が川の向こうへ誘さそい込もうとするんだ」

「楽しげな夢やね」

「この暑さは、とてつもないな。とても我々には耐たえられない。地球が鈴藤一族を焼き殺そうとしているとしか思えないよ。我々の祖先はなにか、この星に恨うらみを買うようなことをしでかしたんじゃないか？」

　焼死体、もとい長身の美女が据すわった目で広場を睨にらみ、顎あごから滴したたる汗を拭ぬぐった。

　彼女の名は、鈴藤いるる。小槙の従い姉と妹こで、十九歳の大学生である。これといった特とく徴ちようのない小槙とは違ちがって、あらゆる長所と短所を併あわせ持つ彼女だが、圧あつ倒とう的てきに体力が欠けつ如じよしているという鈴藤家の宿命を背負っているのは小槙と同じだ。

　ジリジリと焦こげつくアスファルトを見て、いるるがまたフラリとよろめいた。背もたれにしがみつき、恨めしそうに呻うめく。

「ちくしょう、なんだってこんな拷ごう問もんに晒されなきゃならないんだ。地じ獄ごくのような大学の研究室から逃にげてきたってのに、この仕打ちはあんまりだよ。うっ、うっ……」
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「泣いたらあかん。水分の無む駄だ遣づかいは、死に繫つながるで」

「ミキちゃんとやらは、まだ来ないのか？　小槙の唯ゆい一いつの友達を見るために、潮しお天あま市から電車を乗り継ついでやってきたというのに……今回も会えず仕じ舞まいに終わりそうだ。もっとも終わるのは私の命だが」

「あたしに友達がおると、そないにヘンやろか」

「正直、まだ信じきれていない。でも安心してくれ、大学の心しん霊れいサークルから除霊の基き礎そを教わってきているからね」

「ミキちゃんは幽ゆう霊れいちゃうもん……」

　活気に溢あふれる広場で、鈴藤小槙と鈴藤いるるの二人だけが虫の息だった。

　ただ笑顔ではない人物なら、他にもいた。歩道沿いのガードレールに座るアロハシャツの中年男や、広場の隅すみで段ボールハウスに引きこもっている野宿者は、暑さで苛いら立だっている様子だ。特に野宿者のほうは、汗ばんだ顔で、広場の反対側にいるスーツ姿の男性を睨みつけているのが気になった。

「夏だよ、小槙。我々にとっては命に関かかわる危険な季節だ」

「冬もやけどな」

「ところがどうだい。危険な夏、と言い換かえるとアヴァンチュールを彷ほう彿ふつとさせる。日本語の妙みようだね。お熱、とか、お熱い、とか言うだろう。暑さは人を狂くるわせるのさ。この季節、熱にやられた人同士が出会うと、とんでもないことになるぞ。脳内麻ま薬やくだだ漏もれの連中が絡からみあうとろくなことがない。我に返った時には手て遅おくれというわけさ、ふふ……」

「あかんあかん、また白目になってきとるで、いるる。正気に戻もどってや」

「錯さつ覚かくにしろ幻げん想そうにしろ、夏は出会いのシーズンでもある。友達はともかく、恋こい人びとはいないのかい、小槙？　私がキミくらいの歳としの頃ころには、弱みを握にぎっている男の一人や二人はいたものさ」

「それは恋人なん？　どっちにしろ、あたしは恋人なんておれへんよ」

「そうかそうか、それは安心だ。私が何を言いたかったかというと、ナンパなどされて行きずりの男になんかついていっちゃダメだよということなんだ。さよなら、小槙」

　ふらりと立ち上がり、従姉妹がベンチを後にした。本当に限界がやって来たようだ。

「キミの友人に伝えておいてくれ。待ち合わせ時間に遅おくれるなんて、この人殺しめ、と」

「いるるこそ、気ーつけてな。洋服が崩くずれたら直さんとあかんで。道みち端ばたでつまずいても、そのまま寝たらあかんし、喉のどが渇かわいたらお金払はらって飲み物を買うんやで」

「自信がないからいつも通り、数時間ごとの定期連れん絡らくで私の安否を確かめてくれ」

　頼たよりなく歩く従姉妹の後ろ姿が、陽炎の向こうへ消えていった。

　鈴藤いるるは頭脳が明めい晰せきで、現在も大学で最さい先せん端たんの知識を学んでいる。美人だし、人望もあるが、惜おしくも個人としての生活能力が破は綻たんしているのが欠点だ。

　一方、鈴藤小槙という個人の性能は、ごく平へい凡ぼんか、それ以下にあった。成績が悪く、運動能力も皆かい無むに近く、友人も少ない。──特に小槙に周囲とのコミュニケーション能力が乏しいことを心配し、優やさしい従姉妹はたまに様子を見に来てくれるのだ。

「このままやと、あたしの命も長ないな」

　小槙のいるベンチは、ちょうど時計台の影かげによって守られていた。昼に近づき影が縮むにしたがって、日なたという死神が小槙に忍しのび寄りつつあった。日なたが小槙を吞のみ込むまで、残すところ──。

「四十七分三十秒後には、真っ黒焦げや」

　タイムリミットまで、あとわずか。もし間に合わなければ、待ち合わせ相手の友人は一体の焼死体の第一発見者となる。

　小槙には、友達が少ない。

　幼なじみで仲の良い姉きよう弟だいもいるのだが──彼らは友人というよりは、やっぱり幼なじみと呼ぶほうがしっくりくる。友達というには、彼らはあまりに違う世界に生きているから。

　本来なら唯一の肉親である父親が、一人ひとり娘むすめの生活を心配すべきなのだろう。だが心理学者の父は小槙に無関心だ。それでも幼い頃から彼の講演につきあって海外を渡わたり歩いてきたことが、同世代の少年少女たちと比ひ較かくできる小槙の唯一の特徴なのかもしれない。

「これでもかってくらい、夏やなあ……」

　ぐるりと広場を見回し、無意識に呟つぶやく。

　待ち合わせの相手は、やはり見あたらない。だが小槙の目に映る人々は、その多くが自分以外の人間と干かん渉しようし合い、それぞれの感情を露あらわにしていた。

　家族連れや恋人同士は、楽しそうだ。心から信しん頼らいし、信頼されているのが分かる。

　友人同士で集まっている人々もいる。彼らは談だん笑しようし、時にはケンカをしている。

　ティッシュを配っているアルバイトの少女もいた。通り過ぎる人々に笑え顔がおで接し、時には冷たくあしらわれて不ふ機き嫌げんになっている。

　他ほかにもペットと散歩中の老女や、人々の騒さわぐ声に苛立つガードレール上の中年男、広場の反対側にいるスーツ姿の男性を取り憑つかれたように睨にらむ野宿者など、誰だれもが他者による影えい響きようを受けている。

　広場を揺ゆらめかせているのは、暑さによる陽かげ炎ろうだけではない。人々の感情も揺れ動き、ぶつかり、影響し合っていた。

「友達、なあ」

　先ほどまでとなりで死にかけていた従い姉と妹こはよく、小槙の人間関係を気にかける。

　──何を考えているのか分からなくて、怖こわい。

　同級生によく、そう言われる。

　言われるたびに、疑問に思うのだ。

　自分以外の人間が考えていることが分かる者など、存在するのだろうか？

「出会い、なあ」

　もし存在したとして、その人間は果たして本当に他者の心を読みたいと考えているのだろうか？

　もしそんな能力があったとしても、小槙は他人の心を見み透すかしたいとは思わない。

「そんなん、ほんまに必要なんやろか……」

　人間の感情は移ろいやすく、不安定だ。

　ただでさえ弱い小槙がそれらに干渉されれば、たちまち反動に耐たえきれずに壊こわれてしまうだろう。自ら他人に干渉し、影響を与あたえたいとも思わない。

　感情は伝でん染せんし、他者の感情を揺り動かす。

　そんな不安定なものが干渉に干渉を重ねて、辿たどり着くところはどこなのだろう？

　妄もう想そう癖へきのある小槙は、そんなことを考えてしまうのだ。

　もしも、ある場所で発生した些さ細さいな感情が他者に干渉し、次々と別の場所へ伝染していった先に、触ふれてはいけないスイッチがあったらどうなるのだろう──。

　その責任は、スタート地点にある。

　ゴール地点に何があるかも分からないスタート地点に、小槙はいたくない。

　だから、小槙は動かない。

　じっと、その場に留とどまり続ける。

　誰にも干渉されず、誰にも干渉せず、ただ静かに在り続ける。

　最初のコマを倒たおし、次々と連れん鎖さして倒れていくあのゲームの名前は、なんだったか。ひどく単純な名前だったはずなのに、暑さで頭がぼんやりとしてど忘れしてしまった。

　あれは確か──。

「なんて名前やったかなあ。あれや、パタンパタンって一枚ずつ倒れてく……なんていうんやったかなあ」

　ぼんやりと呟く小槙の視界に、広場を歩く一人の少年が映った。お洒落しやれな帽ぼう子しをかぶった細身の人物で、人なつっこい笑みを浮うかべながら携けい帯たい電話に話しかけている。

　少年の話し声が気になったのか、噴ふん水すい前にいた一組のカップルが場所を移動した。

　帽子の少年は会話に夢中らしく、大声で笑いながらウロウロと広場を歩き回る。散歩中の老女の進路を遮さえぎり、電線工事をしている作業員が地面に置いておいたハンマーを蹴けり飛ばし、野宿者がいる段ボールを背中でひっかけ、形を崩くずしてしまう。

「……」

　じわり、と。

　小槙の瞳ひとみが、血の色に染まった。

　真しん紅くに染まった小槙の瞳は、一いつ瞬しゆんの微睡まどろみとともに、現実とはかけ離はなれたある光景を彼女に見せていた。

　平へい凡ぼん以下の中学三年生、鈴藤小槙。

　何一つ取り柄えがあるとも思えない自分に、もし特技があるとしたら──ある変わった体質を持っているということだけだ。

　特異体質ともいうべきその能力は、小槙にしか見ることのできないものを彼女に見せる。

「──今月は残りのお小こ遣づかい、厳しいんやけどなあ」

　嘆たん息そくし、小槙はおもむろに財さい布ふを取り出した。一枚の硬こう貨かを抜ぬき取り、身を屈かがめる。

「はよ来けえへんかなあ、ミキちゃん。あと三十二分五十三秒後には焼け死んでまうわ」

　紅あかい瞳をした小槙は、硬貨を地面の上に転がした。

　焼けたアスファルトの上を、銀色に輝かがやく硬貨が転がっていく。

　学生の集団に踏ふまれそうになったが、かろうじて足元をすり抜けた。駅に駆かけ込む子供に蹴られそうになるが、これもセーフ。ダンスをしているグループのバックステップを、紙かみ一ひと重えのところですり抜けた。一羽のハトが興味深そうにくちばしで突つっつこうとするが、直前で通行人が落としたハンバーガーの食べ屑くずに気がそれた。

　戦場を駆け抜ける白馬の英えい雄ゆうか、はたまた大おお海うな原ばらを突き進むクジラか。

　混こん沌とんとした広場を、たった一枚の硬貨が堂々と行進する。

　そして遂ついに、硬貨は目的地に辿り着いた。
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　小槙が狙ねらった通りの場所。

　噴水の端はしにぶつかり、クルリと一回転してその場に倒れた。

「ボウリングでストライクとった時も、こんな気分なんやろか」

　使命を全まつとうした硬貨は、噴水の陰かげに隠かくれながらも誇ほこらしそうだ。

「五ピン以上倒したことないから、分からへんけどな」

　小槙の瞳が、元の黒い色に戻もどった。上体を起こし、財布をしまう。

　小槙は何事もなかったように、ベンチに座ったまま友人を待つ。

　今、自分のしたことは、ただの気まぐれだ。

　友人が来るまでの、ささやかな暇ひまつぶしにすぎない。

　あの硬貨は、小槙と同じだ。

　見つけられるべき相手に見つかるまで、そこから動くことはない。

　誰だれもが干かん渉しようし合っている広場の中で、小槙と一枚の硬貨だけが静止し、他者からの干渉から隔かく絶ぜつされている──。

「あかん……暑くて、死にそうや……」

　今日だけで何度繰くり返したかも分からない弱音を漏もらした、小槙の耳に──。

　犬の激しい鳴き声が、飛び込んだ。

　それは真夏の駅前広場に仕組まれた、あるゲームのスタートの合図。

「──パタン」

　小槙の唇くちびるが無意識に、〝最初のコマ〟が倒れる音を奏かなでた。
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　立ち込める暑気を切り裂さくような、甲かん高だかい犬の鳴き声が広場に響ひびき渡わたった。

　通行人がいっせいに振ふり返った。小槙も、ぼんやりとそちらに顔を向ける。

　ふらふらと歩き回っていた帽子の少年が、誤って犬の尻尾しつぽを踏んでしまったらしい。怒おこる飼い主の老女に対し、少年が慌あわてて頭を下げている。

「そら痛いで。かわいそうになあ」

　上の空で呟つぶやく小槙の視界で、ガードレールに座っていたアロハシャツの中年男が貧びん乏ぼう揺ゆすりを始めた。暑さで相当苛いら立だっていたところに、やかましい犬の鳴き声を聞いていっそう頭が茹ゆで上がってしまっている。

　暑さは人を狂くるわせる、と言ったのは不ふ肖しようの従い姉と妹こだった。

「やあ！　こんにちは！　一人？」

　まだ怒っている老女を避さけるように、帽子の少年がベンチに座る小槙に親しげに声をかけてきた。知人を見つけたフリをして誤ご魔ま化かそうとしたのだろう。

　歳としは高校生くらいだろう。お洒落な帽子を傾かしげて目ま深ぶかにかぶり、片目を隠している。線の細い身体からだつきはスラリと長身で、涼すずしげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「……？」

　小槙は自分の周りを見回し、首を傾げた。鈴藤小槙という人間はおそらく地球上で彼女しかいないし、周りには誰もいない。見れば分かることを、なぜわざわざ問いかけるのだろう？

「そう、キミ。今、一人だよね？」

　なるほど、彼はどうやら未来的な可能性のことを訊たずねているらしい。今は一人だが、これからも一人なのかと訊きいているのだ。もしや小槙のそばに普ふ通つうは見えない人々がいるのかと疑ってしまった。

　このあたりが、小槙がコミュニケーション能力に乏とぼしいと言われる理由なのだろう。他者の感情や意図を把は握あくする能力が、小槙からは決定的に欠落していた。

「……」

「もしもーし？　聞こえてる？　てゆーか、ぼくのこと見えてる？　もしかしてぼくの身体が透すけてるとか？」

「あと二十三分と十八秒が経たつ前に、二人にならへんと死ぬねん」

　小槙を守っている時計台の影を見下ろし、無表情に呟く。小槙の命を奪うばうであろう日なたが、刻一刻と足元に忍しのび寄りつつあった。

　顔を上げると、苛立った中年男がそばにいたカップルを睨にらんでいた。ガードレールから下り、その二人組に歩み寄っていく。

「──パタン」

　小槙の口から、二つめのコマが倒たおれる音がこぼれた。

「うわあ、可愛かわいいな、この帽ぼう子し。どこで買ったの？　ぼくのと取り替かえっこしない？」

　小槙も大たい概がいマイペースだが、帽子の少年もそれは同様だった。広場を眺ながめる小槙の帽子を勝手にいじくり回している。どうやら本格的に、小槙は興味を抱いだかれてしまったらしい。

「やめてや。お気に入りやねん」

「お！　やっとぼくを見てくれた！　ぼくの勝ち！　ご褒ほう美びはぼくとのお喋しやべりタイムってことで！　どうせ今、一人なんだよね？　暇つぶしにもなるよ？　ね！」

　少年がまくしたてるように言い、許可もしていないのに小槙のとなりに座った。近くで見ると、人なつっこい笑えみを浮うかべた少年の顔は思った以上に端たん正せいだった。大たい抵ていの女性ならば、その笑顔だけで警けい戒かい心しんを解いてしまうだろう。

「キミ、カワイーよね！　なんかミステリアスな雰囲気だし。ここで何してんの？　何か予定があったりする？」

「ナンパされてもついてったらあかんて従姉妹に言われてん」

「ついてってないじゃん。ここに座ったままなら、いいってことだよね」

「それもそやなあ」

「やったぜ！」

　満面の笑みでガッツポーズを作る少年とは対照的に、小槙は表情を動かさない。

　従姉妹はナンパについていくなと言ってたが、夏は出会いのシーズンだとも言っていた。

　待ち合わせ相手もなかなかやって来ないことだし、お喋りくらいなら許されるだろう。──ちょうど広場で繰くり広げられている〝あるゲーム〟と合わせて、良い暇ひまつぶしだ。

「──パタン」

　中年男がカップルに怒ど鳴なっていた。「うるさいからよそでやれ」というようなことを言っているのだろう。楽しく談だん笑しようしていた二人が顔をしかめ、場所を移動していく。

「パタン？　なにそれ？──っかし、暑いよねえ。こんなトコでじっとしてるってことは、誰だれかと待ち合わせとか？」

「うん」

「友達？　彼氏？」

「うん。ううん」

「女の子？　美少女」

「うん。うん」

「わっ、マジで？　これからどっか行くの？　買い物とか？」

「何すんねやろ。きっと家にいたら暑くて仕方ないゆーて、あたしのこと道連れにしたかっただけちゃうかなあ。ミキちゃんは、そういう子やねん。とにかくワガママやねん」

　愛あい想そ良く話しかける少年を見向きもせず、小槙はじっと広場を眺めていた。

　カップルが別の木こ陰かげに移動し、談笑を再開した。そばに建てられた段ボールハウスを直していた野宿者が、幸せそうなカップルを見て顔をしかめていた。

「──パタン」

　小槙は口の中で、呟つぶやく。

　人の感情と行動が、次から次へと連れん鎖さしていく光景を、見守り続ける。

「ミキちゃんっていうんだ。じゃあさ、予定がないなら、三人で遊びに行かない？　近くにカラオケあるしさ。涼すずしいよ！」

「せやからついてったらあかんて、従い姉と妹こに言われてん」

「何もしないって！　夏は出会いのシーズンだよ？　せっかく出会ったのに、このまま別れちゃうなんてもったいなくない？」

　しつこく小槙を誘さそう、帽子の少年。

　待ち合わせの約束をしている友人は、あいかわらず姿を見せない。

　小槙の視界では、野宿者がとうとう段ボールの修復を諦あきらめ、その場に座り込んだ。灼やけるような日ひ射ざしに晒さらされ、カップルのお喋しやべりに苛いら立だち、広場の反対側にいるスーツ姿の男を睨む目つきが据すわっていく。

　ゴールが、近かった。

「──パタン」

　野宿者の視線が、焦こげつくアスファルトの一点を捉とらえたことで、小槙は呟いた。

　そこに落ちていたのは、作業用のハンマーだった。

　野宿者がブルブルと震ふるえる瞳ひとみで、スーツの男とハンマーを交こう互ごに見比べる。

「ねえ、いい加減にさあ、こっち向いてよ。ぼくと話すのが、そんなにつまんないかなあ？」

　人間の感情が干かん渉しようし合い、連鎖していく様を、小槙は面おも白しろいと感じた。

　一人以上の人間が同じ場所にいるかぎり、人々は互たがいに影えい響きようを及およぼし続けるのだろう。

　人というものが存在する以上、永遠に続く連鎖反応。

　もしそれが終わるとすれば、感情そのものが途と絶だえるしかない──。

「そっちこそ」

　鬼おにのような顔をした野宿者が地面を蹴けり、ハンマーに飛びついた。真っ赤な顔をした野宿者が、ずっと憎にくらしげに睨にらんでいたスーツの男めがけて猛もう然ぜんと走り出す──。

　小槙は横にいる少年の顔を見た。

「どうして、あたしのことを見ようとせえへんの？」

　人なつっこい笑顔とともに、しつこく小槙をナンパしていた少年。

　帽子を目ま深ぶかにかぶった彼の瞳は──ずっと閉じたままだった。
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　広場を振ふり向いた小槙の瞳が、急速に真しん紅くに染まった。

　ハンマーを拾って走り出した野宿者の姿が、時間が停止したように視界の中でピタリと止まった。その姿が弾はじけ散り、時計台、噴ふん水すい、通りを歩く人々の形が分散して、記号と数字の群れと化す。

　現実世界が、そうなっているわけではない。

　小槙の目に映る全すべてのものが、急激に思考を加速させた彼女にしか見えない思考空間に変へん換かんされつつあるのだ。脳内でデジタル化された情報の奔ほん流りゆうを、肉体から解放された小槙が飛ひ翔しようし、あらゆる角度から追つい跡せきし、計算していく。

　実際には、有り得ない光景──。

　何もかもが記号化された世界に降り立った小槙の周囲に、再構成された情報の群れが新たな形を創つくりだしていく。

　小槙の周りにそびえ立ったのは、巨きよ大だいな石板だった。並び立つそれらは不安定に揺ゆらめき、バランスを失って倒たおれだした。

　一枚が倒れると、となりにあった石板が巻き添ぞえをくって倒れる。さらにとなりにあった石板が倒れ、また別の石板が倒れる──。

　連鎖的に倒れる石板が、とうとう最後の一枚に辿たどり着こうとした。

　だが、次の瞬しゆん間かん、足元から別の何かがせり上がるようにして立ちはだかった。

　最後の一枚を守るべく、現れた銀色の盾たて。

　それは──一枚の硬こう貨かだった。

「こっちこそ、訊ききたいね」

　少年の軽い声で、小槙は我に返った。

　紅あかく染まっていた瞳が黒さを取り戻もどし、飛ひ躍やくしていた思考が通常の状態へ引き戻される。

　小槙の視界が、現実の光景を取り戻した。

「なんのこと？」

「あっ、とぼけちゃうんだ」

　少年が薄うす目めを開き、広場を見た。

　ハンマーを振りかぶって猛然と広場を走り出した野宿者だが、突とつ然ぜん、「うっ」と顔をしかめて目を覆おおった。

　横から射し込んだ光に、目が眩くらんだようだ。

　光の正体は、噴水のそばに落ちていた──一枚の硬貨だった。太陽を反射した光が、野宿者の目元を照らしていた。

「あのコイン、キミがやったんだろ？」

「うん」

　一いつ瞬しゆん、野宿者の足が止まったことで、周囲にいた人々が異常に気づいた。ハンマーを振りかぶって立ち尽つくす不ふ審しん人物を見て、ざわめきが起きる。

　広場の反対側にいたスーツの男も、騒さわぎが起きている場所を振り返って──表情を凍こおらせた。

　我に返った野宿者が、スーツの男に飛びかかった。だが不意打ちのチャンスを失ったせいで、スーツの男ともみ合いになる。通行人の女性が甲かん高だかい悲鳴を上げた。

「キミも、ぼくと〝同類〟なんだね」

　楽しげな口調で言い、少年がはじめて小槙に向き直った。薄く開いた瞳が、真紅に染まっていた。

「こんな能力を持ってるのは、ぼくだけかと思ってたよ」

「超ウルトラ飛・ジヤ躍ンプいうねんで。あたしは何度か、同じような体質の人らと会おうたことがあるわ」

　超飛躍──。

　脳内麻ま薬やくの一時的な過か剰じよう分ぶん泌ぴつによって、己おのれの能力を飛躍的に高めることができる特異体質のことだ。得られる能力は個人によって様々で、瞳が充じゆう血けつして紅く染まるのはその副作用である。ごく稀まれに人間に備わったその能力を、小槙の知る孤こ独どくな超ちよう心理学者は〝超飛躍〟と名付けた。

「へえ、じゃあキミにも〝ドミノ〟が見えるんだ」

　紅い瞳をした少年が、広場に向き直った。先ほどまでとは喋しやべり方だけでなく、顔つきまでもが豹ひよう変へんしている。

「ドミノ？」

　野宿者とスーツの男のもみ合いが続いていた。騒そう然ぜんとなる広場の向こうから、制服を着た警察官が駆かけつけるのが見えた。

　そんな中、小学生くらいの男の子の集団が噴水のそばを通った。硬貨に気づいた一人がそれを拾い、友人らとはしゃぎながら元気に走り去っていく。

「ああ、あたしのお金……」

「ぼくの目には、人間がただのコマに見えるんだ。怒いかり、喜び、悲しみ、あらゆる感情でゆらゆら揺らめいて、今にも倒れてしまいそうなただの板きれにね」

　ドミノゲーム。

　小槙はど忘れしていたゲームの名前を、思い出した。

　そう、確かに小槙が見たものは、それに似ているのかもしれなかった。

「だから、実験してたんだ」

「実験？」

「板きれの配置と向きを変えて、並べ替かえて、もっとバランスを崩くずして──最初の一つを倒したら、どこまで倒れ続けるかにチャレンジしてみたんだよ。今回は五枚しか並べられなかったけどね。キミにも同じものが見えてたんだろ？」

　少年が頭の後ろで腕うでを組み、悠ゆう然ぜんと広場で起きている騒そう動どうを眺ながめる。

「だから、あの硬貨を置いた。最後のコマを倒さないように──防スト壁ツパーを仕し込こんだんだ」

　小槙は少年の横顔を、じっと観察する。

「あたしには、バランスを不自然に崩されかけてる人たちが見えただけや。バラバラな位置にいた犬や、カップルや、段ボールの男の人や、スーツを着た男の人が、一列に並べられてるところを見てもうたからな。──一列いうても、物理的にじゃなくて、感情が伝達するルートとしてやけど」

「どいつもこいつも、暑さで茹ゆだってたからね。怒りや苛いら立だちを連れん鎖ささせるのは簡単だった。あの野宿者がスーツの男に恨うらみを持ってるみたいだったから、そこをゴール地点にしてみたんだ。どうせ野宿者をリストラした会社の関係者とか、破産の原因になった金貸しとか、そんなとこじゃないかな？　まあ、普ふ通つうだったら殺そうとまでは思わないような、その程度の間あいだ柄がらだったんだろうけど」

「せやから、他ほかの人から怒りと苛立ちを伝達させて、増ぞう幅ふくして、行動を起こさせるようにしたん？」

「そうそう、うまくいったろ？　キミが置いたストッパーさえなければ、綺き麗れいにゴールのコマを倒たおしてたのになあ」

　駆けつけた警察官が、野宿者とスーツの男を取り押さえた。遠巻きに見ていた野や次じ馬うまが、少しずつ散開していく。

　ニコニコと笑ってその様子を見守る少年からは、罪悪感の欠片かけらも感じられなかった。

　どうしてだろう──。

　紅あかい瞳ひとみ。

　その特異体質ともいうべき能力を持つ者の数は、決して多くはないはずだ。

　それなのに小槙はよく、自分と同じ能力を持つ人々と遭エン遇カウントする。

　理由はまだ、分からない。

　疑問に対する解答を得られないまま、これからも様々な人々と出会っていくのだろう。

　そして新たな疑問が生まれるのだ。

　出会った人々に対して、小槙はどういう行動をとるべきなのだろうか──と。

「でも、まだまだだな。仕し掛かけが強ごう引いんなところもあるし、連鎖できるピースの数も少ないんだ。もっともっと、この力に慣れないと」

　笑う少年を小槙は、凝ぎよう視しし続ける。

　小槙が見たものは作さく為い的に並べ替えられた、ちぐはぐで、強引で気持ち悪い、人間の感情によるドミノゲームだ。そこに彼のような楽しみを見み出いだすことはできなかった。

「殺人は、犯罪やで」

　ぽつりと言う。

　自らの手を汚よごしていないとはいえ、自分以外の人間を殺害しようとする行こう為いは法律で禁じられている。

　法を犯おかした者は罰ばつせられる。

　それは人間同士で決めたルールだ。

「違ちがうよ。ただの偶ぐう然ぜんの積み重ねでしょ？」

　少年が言い放つ。

　彼は自らの組み立てたピースの列を、あくまで確率的な現象であると主張した。

　その申し立ては、おそらくは法ほう廷ていでは認められるだろう。彼が起こした行動は偶然の範はん囲い内で、結果的に広場で殺人事件が起きたとしても、最初のコマを倒した彼の犯行を立証することは不可能だろう。

　スーツの男が殺害されていれば、加害者は野宿者である。

　動機は、あるのだろう。加害者は被ひ害がい者しやに恨みを抱いだいていた様子だったから。

　事情聴ちよう取しゆを受ければ、加害者は行動に至った原因をこう言うことだろう。

　太陽が、眩まぶしかったから。

　まるで有名な小説から引用したような証言は、実際に正しいのだ。今日はとても暑くて、たまたま犬の鳴き声がうるさくて、幸せそうなカップルが憎にくらしくて、住すみ処かの段ボールが壊こわされたことで、苛立ちが頂点に達してしまった。それが彼を殺人の衝しよう動どうに駆り立てた原因である。

　それで、事件は終わり。

　発ほつ作さ的な衝動による殺人事件は、真の犯人の存在すら気づかず、幕を閉じる。

　それこそが──帽ぼう子しの少年が仕組んだ、真夏のドミノゲームだった。

「結果的に人が死んどったかもしれへん。罪悪感はあらへんの？」

「ドキドキするよね。感情の連鎖がゴールを迎むかえる瞬しゆん間かんって」

「罪を犯した人間は、罰を受けるべきや」

「もしかして、そんなお説教がしたくてぼくの邪じや魔まをしたわけ？　邪魔をすれば、ぼくがキミに声をかけることは分かってただろ？」

　無表情のまま呟つぶやく小槙に対し、少年が有り得ないとばかりに笑い飛ばした。

「でもキミだって、ぼくと同じだよね。倫りん理りとか道徳とか関係ないタイプでしょ？」

　小槙には、倫理観と道徳観がない。

　幼なじみの姉きよう弟だいや、従い姉と妹このいるるにも同じことを言われたことがあった。

　姉弟はそれを必要がないものと言い、いるるはそれが最も大切なものだと言った。

「人が死ぬのは、悲しいことや」

「そう思ってるフリしないと、周りから浮ういちゃうもんね。けっこう気を遣つかうよねーえ、ぼくらみたいな人種は」

　周囲と協調を図はかるということ。

　幼なじみの姉弟は、それもまた必要がないと言った。一方、従姉妹の鈴藤いるるはそれもまた重要だと言った。──演じているうちに、いつしかそれは本物になることもある、と。

「人を殺すことは、いけない行為や」

「あは、ないない。法から逃のがれる術すべを知ってるぼくらの台詞せりふじゃないね、それ」

　法という、ルール。

　幼なじみの姉弟は、それを弱者を排はい斥せきするための手段だと言い、不ふ肖しようの従姉妹は弱者を救済するための手段だと言った。

　彼らの言葉のどちらが正しいのか、小槙には分からない。

　だから自分がとるべき行動が分からず、じっとその場に留とどまり続ける──。

「あんたの目には、あたしはどう見えるん？」

「──それを訊きくのが、本当の目的か」

　少年がニヤリと笑い、小槙を見つめた。

「……」

　小槙は、黙だまって少年の瞳を見つめ返す。

　殺人は犯罪だから、阻そ止ししたのだ。

　だが眼前のドミノを作り上げた人間に、自分がどう見えるのかを訊たずねるためだったと言われると──それも正しい気がした。

　小槙は自分が何者なのか、分からない。

　最近は、特に疑問に感じていた。学校でも周囲とのズレが大きくなってきて、孤こ独どくでいる時間が増えてきた気がしていた。皆みんなに合わせているつもりなのに、クラスメートが奇き異いの眼まな差ざしで彼女を見ることが多くなった。

　どうやら自分は、一いつ般ぱん的な人々とは多少の差異があるらしい。

　それが何であるのか、小槙は知りたいと願うようになっていた。

「ぼくの目には誰だれも彼も、ドミノのコマに見える。感情によってバランスを崩くずして、今にも崩れそうなコマにね」

　帽子の少年の顔から、笑えみが消えた。堪たえきれなくなったように、額に大おお粒つぶの汗あせが浮かぶ。──それが暑さのせいでないことは、すぐに分かった。

「でも、キミみたいなコマを見たのは、はじめてだ」

　少年が堅かたくまぶたを閉とざし、小槙を見ようとしなかった理由が分かった。

　彼は小槙に対して──恐きよう怖ふしているのだ。

「キミは……人間なのか？」

　小槙は動かない。
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　眉まゆ一つ、指一本、微び動どうだにせず、帽子の少年の双そう眸ぼうを静かに見つめ返す。

「どんなふうに見えるん？」

「コマなんかじゃない……とてつもなく大きくて堅い壁かべだ。待ち合わせの相手を待ち続けている間も、ぼくが何度かキミに指先を向けて、隠かくしナイフで殺そうとした時も──ピクリとも動かない。怒おこりもしないし、恐怖も感じない……」

　ただのお喋しやべりに隠された殺意に、気づかなかったわけではない。

　だが彼がそんな直接的な殺人を犯おかすような人間ではないことは、分かっていた。だからこそ怖こわいとは感じなかったし、怒る理由もなかった。

　だがもし、彼が本当に小槙を殺そうとしていたとしても──恐怖を感じたかどうかは分からない。

　そういえば小槙が最後に恐怖を感じたのは、いつだったろうか？

　いや、そもそも恐怖という感情は一体、どんなものなのだろうか──。

「まるで……怪モン物スターだ」

　怪物。

　掠かすれた声によって絞しぼり出されたその呼び名に、小槙は落らく胆たんした。嘆たん息そくする。

　どうやら彼も、小槙が何者かは分からないようだ。

「怪物なら、あたしの幼なじみにおるで。あの人らがいるかぎり、あたしはそんな大層なもんとちゃうわ」

　収しゆう穫かくがないと分かると、少年に対する興味が霧む散さんした。再び、ぼんやりと広場を眺ながめる。

「ホンマに今日の暑さは、なんとかならへんものやろか……」

「今日は失敗したけど、次はもっとうまくやってみせるさ」

　小槙から目をそらした少年の声は、悔くやしさと憎ぞう悪おを滲にじませていた。ベンチから立ち上がり、小槙の前に立ちはだかる。

「次は六枚だ。その次は、七枚。八枚、九枚、十枚……そうやって並べられるコマを増やしていったら、どんなに気持ち良いいんだろう」

「よう知らへん、そんなん」

　小槙にはこれっぽちも興味のないことだ。目前に立つ少年を、見上げることもない。

　少年が笑った。

「コマを増やせば増やすほど、ゴールに大物を配置できると思うんだ。もしかしたら……世界を揺ゆるがすような要人でさえ倒たおせるようになるかもね」

「忠告しとくわ。罰ばつを下すのは、法だけとは限らへん。世界を相手にする気なら、本物の怪物の機き嫌げんを損そこねることになるで」

　そっけなく言い放つ小槙の耳に、ガラガラという車輪の音が聞こえた。

「人を殺したら、あかん。それがルールや。ルールを破れば、罰せられるんや」

　重そうな機材を載のせたワゴンを、配送業者が駆かけ足で押していた。よほど急いでいるのだろう、渋じゆう滞たいしたロータリーに停車した運送車が見えた。

　ワゴンが駅に入るには、小槙の前を通らなければならない。車輪の音が近づく。

「邪じや魔まなコマは、取り除くさ」

　少年が笑みを残し、小槙に背を向けた。

「倒れないコマは、ぼくのゲームを妨ぼう害がいするストッパーでしかないからね」

　駅に向かって歩いていく少年の後ろ姿を、小槙は見送らない。

　広場を見回すと、野宿者たちの騒さわぎを警察が収拾したことで、元の平和な光景を取り戻もどしていた。

「夏は出会いのシーズンやいうて……それが良い出会いやなかったら、どないすんねん」

　小槙は自らの前方に、小石が転がっていることに気がついた。──先ほどまではなかったはずのそれが、帽ぼう子しの少年が去り際ぎわに残していった〝コマ〟であることは明白だ。

　全力疾しつ走そうで迫せまり来る配送業者は、機材に遮さえぎられて足元が見えていない。

　人間一人くらい簡単に押し潰つぶせそうな機材を積んだワゴンが、小槙の前に転がった小石めがけて一直線に突つき進む。

　今から逃にげても、もう遅おそい──。

「あかん、死ぬわ……あっけない最さい期ごやった」

　小槙の瞳ひとみが、じわりと紅あかく染まった。

　ワゴンの速度と進路。機材の重量。小石の角度──あらゆるデータがデジタル化し、小槙の頭の中に展開された仮想空間で無数の可能性を展開する。

　時じ間かん軸じくを超ちよう越えつした空間で、最も確率の高い未来の映像がシミュレーションされた。

　ワゴンが小石につまずき、小槙に向かって倒れる。

　勢いで投げ出された機材が、彼女の小こ柄がらな身体からだを押し潰す──。

「ごめんよう、コマちん！」

　唐とう突とつな声と衝しよう撃げきによって、小槙の思考空間で繰くり広げられていたシミュレーション映像が音を立てて割れた。

　なぜか後ろの茂しげみを飛び越こえてやって来た少女が、小槙の眼前に着地するなり、彼女に抱だきついてきたのだ。

　小槙に飛びついた拍ひよう子しに、少女のつま先が小石を蹴けり飛ばした。

「──」

　紅い瞳をした小槙が素す早ばやく足を伸のばし、さらに小石の進路を変える。

　配送業者が「うわっ」と声を上げ、突とつ然ぜんに現れた少女を避よけた。かろうじてバランスを保ち、駅に向かって走り去っていく──。

「遅おくれたのは、深いワケがあるの！　聞いてくれるよね？　聞いてくれるでしょ？　怒らないで聞いてくれるから、コマちんって大好き！」

　抱きしめられてガクガクと揺さぶられる小槙の瞳が、元の色を取り戻していく。

　駅で、悲鳴が上がった。

　配送業者が運んでいたワゴンが転てん倒とうし、誰だれかが積み荷の下した敷じきになったのだ。

　転倒の原因になったのは──偶ぐう然ぜん、ワゴンの車輪の下に飛び込んだ小石だ。

　下敷きになった人物の持ち物らしい帽子が、コロコロと路上を転がっていた。

「まあ、死にはせえへんやろ」

　ぽつり、と小槙が呟つぶやくと、彼女を抱きしめていた少女がガバッと身を離はなした。

「死？　コマちんが死って言ったあ！　どうしよう、殺されるっ！」

「心配せえへんでも、あたしが百人おってもミキちゃんを殺すんは不可能や思うで。鉄てつ砲ぽう持ってても殺せる自信がないわ」

「またまたー。アタシなんて、体力しか自じ慢まんできるところがないオンナですから。いや、照れますなあ」

「否定せえへんねや……」

　本当に照れた様子で頭をかいているのは、小槙の同級生である妃き満み月つきつみきという少女だ。回文で、しかも早口言葉のような彼女の名前を、小槙はまともに呼べたことがないため普ふ段だんはミキと呼んでいる。

　本人は体力以外に自慢がないと言うが、それは誤りだ。小槙から見ると、色素は薄うすいが綺き麗れいな長い髪かみと、長身で胸と腰こしにメリハリのついたスレンダーな体型はじゅうぶんに自慢に値あたいする。キャミソールワンピから長い手足を惜おしげもなく晒さらし、ピンで前まえ髪がみをとめ、ゴムで後ろ髪を二つに縛しばったミキは、大学生に間ま違ちがわれることも多い。

「さて、と。走ってかいた汗あせをコマちんで拭ふいたことだし」

「最悪や……」

「お金がないからコマちんの財さい布ふを抜ぬき取ってみたら、コマちんも貧びん乏ぼうでがっかりだし」

「友達にカツアゲされるとこやった……」

「何して遊ぼっか？　どこ行く？　コマちんのお父さん、海外に行く予定ないの？　また連れてって欲しいなっ！」

「遅ち刻こくの言い訳はどうしたん……お父さんはしばらく国内でじっとしとるんちゃうかなあ。隠かくしてはるけど、なんや身体の調子悪いみたいやし。図書館とかでええんちゃう？　きっと涼すずしいで」

「えーっ！　ヤダー！　ヤダー！　そうだ、ソラちんのこと、からかいに行こう！　きっと夏の出会いとか期待して、用もないのに街をウロウロしてるに決まってるから、あのムッツリオンナ！」

「もう、ミキちゃんはワガママやなあ。そないなことすると、また〝期待して悪いかゴラァ！　友達やないのに話しかけんな！〟ゆーてキレるで……」

　早くも走り出そうと元気に足あし踏ぶみするミキを見て、小槙は嘆たん息そくした。街に繰くり出すのは決定事じ項こうのようだ。

「はあ、ミキちゃんは気楽なもんや。こっちは、もう少しで死ぬところやったっちゅうねん。ホンマ、命拾いしたわ」

「ええっ？」

　ミキが大おお袈げ裟さに驚おどろいた。

　この友人の豊かな表情の何分の一でも小槙が持っていれば、誰かに怪物などと呼ばれることもなくなるのだろうか──。

　ふと、そんな考えが頭をよぎった。

「なに？　事故？　殺人事件？　ウソウソ、アタシが遅れたせい？」

　急に泣き出しそうな顔になる友人は、善よい人間なのだと思う。

「ホンマやで、殺されるとこやってん」

　無表情に嘆息し、足元を見下ろす。

　時計台の影かげが動き、ジリジリと焼けつく日ひ射ざしが、今にもつま先に触ふれようとしていた。

「もうちょっとで、焼死体になるとこやった」

　命の大切さを嚙かみしめながら、小槙はベンチから立ち上がった。


































　大陸の辺境に、小さな小さな町がある。人口は千人にも満たない、頑がん張ばれば住民の名前をすべて覚えられるような、のどかなのどかな田舎いなか町。その町外れの小高い丘おかに、二階建ての、レンガ造りの立派な屋や敷しきがあった。

　そんな領主の家の、ある朝の風景。

「でっきましたぁビスさまっ！」

　十メートル四方の、ゆったりとした食堂に元気な声。自信満々に入ってきたのはこの家にただ一人のお手伝い、パリエル。歳としは十四とちょっと。笑うと八や重え歯ばの目立つ、少し癖くせっ毛の女の子だ。野や暮ぼったい濃のう紺こんのワンピースと、白いエプロンはお手伝いとしての正装。

　ただ、メイドのトレードマークであるヘッドドレスはしていない。

　片手には銀のトレイ。トレイの上には湯気の立つスープが一皿。それをテーブルの上に差し出し、彼女は笑え顔がおを振ふりまく。

「さあビスさま、できたてですよぉ！　特製です！」

　テーブルに着いているのは先ほどからビスと呼ばれている金きん髪ぱつの青年。十八歳。社交界の一部では、王国の高貴の出自とも噂うわさされる彼こそが、この町の若き領主である。

　もっとも、そんな高貴の人間が何ゆえこんな片田舎に。とは領民達の尽つきぬ話題。

「パリエルの作る料理はいつも特製だね」

「はいっ、それはもうビスさまのためですからっ！」

　パリエルはぐっと拳こぶしを握にぎって熱い想おもいをアピール。

（きゃーっ、言ってしまいました！　毎日言ってるような気もするけど今日も言っちゃった感じですか!?）

「まあそれはいいとして」

　ビスはあらかじめ用意されていたスプーンを手に取りながら、がっくりする彼女へ視線を移す。

「返り血ぐらいちゃんと拭ふくようにね」

「え？　うっわ」

　純白のエプロンは真っ赤な鮮せん血けつで所々汚よごれており。また、本人が気付いていないだけで顔の辺りにまでそれは飛び散っていた。朝っぱらからなかなか凄せい惨さんな給仕だが、その主あるじも慣れたものだった。

「それで、今日は何のスープ？」

　聞きながらもビスは、既すでに食事を始めている。

「はい、それがですねビスさま聞いてくださいすごいんですよ！　今日、裏庭に行ったらころっころに太ったおいっしそうなニワトリがですね──！」

　だばっ。

　と、今しがた口に含ふくんだスープがビスの口からこぼれ落ちた。

「え？　ええ!?　お口に召めしませんでしたかっ!?」

「パリエル。いまなんて言ったのかな？」

（うわ……なんかやばげです。今日はいつもより上手にできたはずなのに……）

　調理に使った材料を頭の中で反復。ニワトリ、ジャガイモ、ニンジン、レタス、塩にコショウにチョコレート──昨日言われたキャンディは入っていないし、一昨日おととい絶対入れるなと言われた水銀も入っていない。そんなには間ま違ちがっていないはずなのに。

「えーと、えっとですねっ……！」

「うん、わかったよ。言い直そうか」

　ビスはスプーンをその場に置くと、表情を一変。

「何入れやがったこのクソバカメイド」

（うっわ）

　睨にらまれたパリエルはまた一歩、ビスの気持ちから遠ざかってしまったことを感じたのだった。

「ああ……」

　台所に来たビスが天を仰あおいだ。そこら中に散乱した鶏にわとりの血と、血ち塗まみれの包丁は、猟りよう奇き殺人でも起きたのか、と思わせるに充じゆう分ぶんな有様。

「こ、これはですねっ、鶏のイキがよくって、でもそれはいつものことだしすぐ掃そう除じしますから全然オッケーだと思うんですけどっ！」

　手近に落ちていた白い羽う毛もうをおもむろに取り上げ、ビスは小さくかぶりを振る。

「やってくれたね、このクソバカメイド」

「は？　え、いや、それはもう、そこの包丁でスパーンとっ！　逆さにして血がドバーっ！　煮にえ湯にザバーっ！　で羽をむしむしっ！　とむしりましたけど……」

「そのスパーンとやったこの鶏、預かり物だったんだよね」

「うっわ」

　暗く沈しずんだビスの呟つぶやきに、パリエルは慄おののいた。ビスの家に仕えているのでビスのものを壊こわすことはよくある。しかし人様のものをやってしまったのはこれが初めてだったのだ。

「僕の物を壊すのはま～～～～～あそれなり大目に見てきたけどね。だって悪いのはパリエルだから。でもそれが他人のものになると監かん督とく不行き届きで僕まで悪いことになっちゃうんだよね」

「うわ！　うっわ！」

「あ～あ、憂ゆう鬱うつだな。どこかのクソバカメイドのせいで僕まで悪人だなんて。耐たえ難がたき屈くつ辱じよくだよ。いっそもうこの世からおさらばしようかな。包丁もあるし」

「あわわわわっ！　だっ！　だめですそんな！　このパリエルにお任せを！　たかが鶏の一いつ匹ぴきや二匹、あっと言う間に……あ!?」

　やおら目付きを鋭するどくしたビスはパリエルの胸むな倉ぐらを摑つかむと、

　ぺん！　ぺぺぺん！

　と往復ビンタを軽くかましてみせた。

「あうう……ひどいです……」

「開き直ってあっけらかんと言ってくれるね。この鶏はたかがの鶏とはワケが違うんだよ。金色の卵を産む超ちようレアな鶏だよ？」

「き、金ですか!?」

「金じゃないよ。金色。伯はく爵しやくが……」

「ヒゲの人ですかっ！」

　ぺんっ。

「はうう……」

「……苦労して極東から取り寄せたっていうのを、伯爵が王都に行ってくるというから僕が預かっていたんだ」

「はあ。極東ですか。ずいぶん遠いところから来たんですねぇ」

「そう。その意味でもレアなんだ。だからお詫わびを言ったぐらいではきっと許されないよ。何か、これの代わりになるものを用意しないとね」
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　そう言ったビスの視線の先には、虚こ空くうを見つめるニワトリの生首。まな板の横に転がっている。

「でも、でもですね！　そんな珍めずらしいものだとたっくさんお金がかかるんじゃないですか!?　私が言うのもなんかあれなんですけど、この家にそんなお金……！」

「その通り。無いね。ああ、無いよ。毎月毎週毎日毎朝毎晩どっかのクソバカメイドが何かしら壊すからね。今年分のパリエル損害積み立ては、もうとっくに底をついているよ」

　パリエルはいたたまれなくなって、がたがたとうろたえた。

「こぉんなつるつるぺったんこ売ったって二束三文だしなぁ」

　視線の痛い自分の胸を、エプロンの上からさらに隠かくして、はらはらとたじろぐパリエル。

「かと言って僕のポケットマネーを崩くずすのも癪しやくだしね。どうしようかな。めんどくさいしもう寝ねちゃおうかな」

（うわ？　ビスさま本気でまいってますか!?）

　面めん倒どうだと寝る、というのはパリエルが知る限りのビスの悪あく癖へきだった。もっとも、その面倒なことを起こすのが他ほかならぬパリエルでしかなかったのだけど。

「だめですよ！　お日様がもったいないです！　ほら、こんなにいい天気っ！　いっそのこと町に出て気分転てん換かんとか！　ちょうどいま、なんかお祭り騒さわぎになってますし！」

　そこでふと、ビスは顔を上げた。

「この時期に行事なんかあったかな？」

「はい、それがですね、ハンターさんがあちこちから集まってきてるみたいですっ！　すごく珍しいモンスターがこの町の近くに来たとか来ないとかで！」

「うん。じゃあ捕つかまえに行こうか」

「はいっ、町の中にはお金の亡もう者じやどもがうじゃうじゃ……え？」

「だからね、そのお金の亡者がわざわざこんな田舎町に来るんだから、よほどなんだよね。そのモンスター」

　なぜだかモンスター好きのこの領主は、パリエルの意図しない形で話に食いついた。

　というわけで町に出てきた二人。無む鋪ほ装そうの地面と木造住宅の目立つのどかな町並みに、普ふ段だんはほとんど見かけない完全武装のハンター達が、うじゃうじゃではないがちらほら、見かけられた。野戦服にプロテクター、剣けんやら、機き関かん銃じゆうやら。そのハンター目当ての行商なども、路ろ傍ぼうにちらほら。

　そんな中をビスが、丈たけの長い、白いコートを羽織った姿で歩いていく。袖そでを通さず羽織っただけ……あたかもマントのように。なぜだかはパリエルも知らないが、たとえ夏でもビスはこの格好で外出する。

　そうしていつもと変わらずに、通りすがる町の住人とにこにこ挨あい拶さつを交かわしながら、歩いていく。

（ビスさまはいつでも町の人に好かれています）

　そんな彼の後ろを、パリエルはしゃんと背筋を伸のばしてついていく。そんな彼に仕えているんだという誇ほこらしさが、パリエルの自尊心をくすぐるのだ。なので、こうした町の散策は、パリエルの数少ない楽しみの一つである。

「確かにハンターがたくさんいるね。お祭り騒ぎ、ってほどではないけど」

「じゃあさっそくあそこの剣士さん風に聞き込みをぐっ!?」

　駆かけ出そうとしたパリエルは、後ろからビスに襟えり首くびを捕まえられ、ばたばたとたたらを踏ふんだ。

「何を間ま抜ぬけな。金にうるさいハンターが自分の獲え物もののことを、人様に教えてくれるわけないだろう？」

「げほ……そうですね。では酒場のヒゲのおじさんに！」

　ぺんっ。

「このクソバカな頭はヒゲでしか人を覚えられないのかい？　せめてマスターと呼びなさい」

「で、ではヒゲのマスターに聞き込みを！」

　結局のところ名前を覚えていないパリエルが右往左往していると、見慣れぬ女が喋しやべりながら歩いてきた。探検用の、いわゆるサファリルック。カーキ色の半はん袖そでジャケットとハーフパンツ。肩かた掛かけ鞄かばんの中から伸びた線が、彼女の手にした奇き妙みような棒に繫つながっている。それに向かって、

「えー、それではここで、町の方にお話を伺うかがってみたいと思います……」

　などなど。

　武器を持っていないのでハンターではないようで。

「うわ。うわ。ビスさま！　危ないですよあの人！　なんか一人で喋ってます！」

「あれはマイクと言って、音を記録する機械だよ。でもこんな田舎いなかには珍しいね」

　そも、ラジオ電波も届かない辺境である。

　そんな二人に気が付いて、女は早足に寄ってきた。笑え顔がおで、そのマイクを二人に向けながら。

「えー、ちょっとよろしいですか？」

「わ！　ビスさま！　なんか魂たましい吸い取られたりとか！」

「黙だまってなさいこの田舎者……」

　赤面したビスに軽くいなされて、パリエルはやむを得ず彼の背中に引っ込んだ。

「えー、この町の方ですよね？　今回の騒そう動どうについて、何か一言」

「し、失礼ですっ！　ビスさまはなんかネジみたいな名前ですけどこの町の領主さまですよっ！　どこの馬の骨か存じませんけどものを尋たずねる前に自分の名前ぐらい名乗るべきでっ！」

　ぺん。ぺぺぺんっ。

「あうう……」

「誰だれがネジかこのクソバカメイド。……いえ失敬」

　改めて向き直ったビスを、女はぽかんとして見つめていた。

「ああ、いつものことですから。別段、給仕虐ぎやく待たいというわけでは」

「はあ。えー、今のとこ、カット……えー、では、ＺＺＺラジオ、モンスター情報支局のペレット・マティンが、この町の領主さんにお話を伺いたいと思います。今回の騒動について、何か一言」

「……ところで、騒動って何が起こってるんですか？」

　ビスが尋ねると、女──ペレットは、鞄の中にある機械のスイッチをぷちんと切った。ついでに、笑顔のスイッチも切れたようで。

「困るんですよね。もっと、すぱっと発言してくれないと。持ってきてるテープだって限りがあるんだから」

「むかっ。ときました！　あなた、ビスさまのこと馬ば鹿かにしてますか！　ナメてますか！　こんな辺境のど田舎領主だからってそういうふざけた態度を取るとこのパリエルが！」

　がすっ。

「あうう」

「……いや、失敬。それはあれですか。とっても珍めずらしいというモンスターについてですか？」

　何事もなかったかのように給仕を打ちのめしたビスに、やはりペレットは呆あつ気けに取られながら。
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「え、ええ。……つまりこの町は今、空前のソニックブームなんだけど、知ってますか？」

「ソニック──!?」

　珍しく驚おどろいた様子のビスを見て、蹴け倒たおされたパリエルもまた驚いた。







「そ、それはつまり……あの〝ソニック〟がこの町に来ていると!?」

「え、ええ……」

　最前まであれほど落ち着き払はらっていた領主が、この変わり様……ビスの興奮しきった様子に、ペレットはすっかり気おされて、あとずさった。

「町の中ってわけではないけど……」

「あたりまえです。でも、こうしちゃいられない。パリエル、スコップを買ってきなさい」

「は!?　ビスさま、墓ぼ穴けつでも掘ほるんですか？」

　がすっ。

「墓穴を掘るのは教会裏のバムお爺じいさんの仕事！　いいからこれで買ってきなさい」

　パリエルはビスから、ぽんと財さい布ふを手て渡わたされた。ずっしり重たそうなそれを、パリエルが恐おそる恐るといったように中を開けてみるのを、ペレットもついでと覗のぞいてみる。

　すると、めったに見れないきらきらの金貨が、まるでじゃらじゃらしていた。ペレットが思うに、この白コートの青年は本当に領主らしい。

「うっわ！　これがポケットマネーってやつですか！　でもビスさま、何本買ってくればいいですか！　ひょっとして雑貨屋さん買い占しめられますけど!?」

「一本だよ、一本。間ま違ちがっても買い占めたりしないように。いいね？」

　はいっ、と返事をしたパリエルは財布を両手で抱だきかかえて、弾だん丸がんのような速さで走って行った。

「うん。相変わらずの俊しゆん足そくだなあ」

「……というか、速すぎませんか？」

「頭が足りない分、運動神経がいいからね。神様はよくしたものだよ、全く」

　それにしてもオートモービルやオートバイより速いんじゃないかしら、とペレットは、少女の走り去った目抜き通りを眺ながめながら思った。

　それから思い出したようにマイクのスイッチを入れて、

「ところでビスさん、伝説の激レアモンスター〝ソニック〟と、スコップにどんな関係が？」

「ええ、それについては──」

「買ってきましたビス様っ!!」

　ごすっ!!

　全速力で戻もどってきたパリエルはビスを跳はね飛ばしてから十メートルも地面を滑すべって停止した。ビスはそのさらに二十メートルも向こうまで転がって行って停止した。

「うっわ！　ビスさま、こんな天下の往来でなにを危険な一人遊びしてるんですか！　子供が真ま似ねして馬車にでもひかれたら！」

「……」

「ビスさま？」

「……」

「あわわわわわ！　ビスさま血が！　血が！　そこの人、早くヒゲのお医者さんをっ……！」







　翌朝。

　本日未明になってようやく意識を取り戻したビスが、頭に包帯を巻いたまま、森のすぐ近くの野っ原に立っていた。

「……明日には伯はく爵しやくが帰ってくるからね。いいねパリエル。間違っても僕のことを殴なぐったり、蹴けったり、あまつさえ死の淵ふちに追いやったり、そうしている場合ではないからね。今日こそソニックを捕つかまえるんだよ」

「はい、はい。それはもうビスさまのおおせのとおりに……」

　平身低頭で、ぺこぺこ頭を下げるパリエル。

「ということは、そのスコップはやはり、ソニックと何か関係があるわけですね？　しかもあのソニックを捕ほ獲かくすると？」

　と、今日も今日とてビスにマイクを向けたペレット。これまでの取材の中で、どんなハンターや冒ぼう険けん者よりも、彼が一番詳くわしい情報を持っていそうだったのだ。

　昨日、スコップという具体的なアイテム名を咄とつ嗟さに口にしたあたりが、その憶おく測そくの根こん拠きよである。

　網あみでも、罠わなでもなく、スコップ。

　これは何かあるわ、とペレットは期待に目を輝かがやかせる。

「うん。なんと言っても特種の激レアモンスターだからね。やっつけるなんてとんでもない」

「なるほど、そうですね。ラジオの前の皆みな様さまはもうご存じかと思いますが、モンスターはその強さに応じて丙へい種しゆから特種までランク付けされています。このビスさんは、その最も手ごわく、かつ数の少ない、特種モンスターのソニックを捕獲しようというわけです」

「ってまじですかビスさま!?　いくら私でも知ってますよ！　特種って村とか、町とか滅ほろぼしちゃうようなモンスターですよ!?　ドラゴンとか、ドラゴンとか……えっと、あとよく知りませんけど、ドラゴンと同じくらい危険なんですよ！　パリエルはビスさまにお仕えする者として、ビスさまをそんな危険な目に遭あわせるわけにはっ！」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。捕まえるのはパリエルだから」

　早朝のよく晴れた青空の、高い高いところを、小鳥がさえずりながら飛んで行った。

「ビスさま、死ねと？」

「……まさか」

「今考えましたか!?　ちょっとでも言葉を選びましたか!?」

「はっはっは、パリエルはおばかさんだなぁ。僕はソニックを一目この目で見てみたいだけだよ。珍めずらしい物好きの伯爵も、きっと喜んでくれるだろうし」

「ですからそれと私の命と！」

「捕まえてくれたらヘッドドレスの着用を許してあげようかな」

　くらーり、とパリエルはよろめいた。

　ペレットが見ると、なるほど、その頭にはくせっ毛の髪かみがあるだけで、給仕の象しよう徴ちようともいえるヘッドドレスが無い。昨日の失態から見るに、つまり、それとすら認められていないのだろう。

　不思議な主従だ。

「可愛かわいい可愛いフリル付きのエプロンとか、買ってあげてもいいんだけどな」

「ビスさま、このパリエルに不可能はございません。憧あこがれのヘッドドレス、イエス！」

「うん。まあ、頑がん張ばるのはいいけど、あんまり突とつ飛ぴなことはしないように」

　ビスはなだめるように言った。

「それに、特種って言ってもスライムだからね」

「なあんだ、スライムですか！　ビスさまったらそれを早くおっしゃってください！」

　途と端たんに機き嫌げんよく、強気になったパリエルは、スコップをびゅんびゅん振ふり回し、

「は!?」

　ペレットはマイクに向かって声をひっくり返した。それからスクープの予感に声を大きくする。

「ソニックってスライムだったんですか!?　学会ではそのスピードから四よん足そく獣じゆう、あるいは鳥状の魔ま物ものだという見解がなされてますが？」

「ああ、それは噓うそだね。ソニックはスライムだよ。音速スライム・ソニック……なんて甘かん美びな響ひびきだろう」

「と言われても……えー、お聞きいただけましたでしょうか。なんとソニックの正体はモンスターの最弱種、スライムだと言うのです。その真しん偽ぎについては、これより捕獲されることによって明らかになるのですが」

　困こん惑わくと驚おどろきの狭はざ間まにあって、懸けん命めいにマイクに向かって喋しやべるペレット。

「でもビスさま、どうして誰だれも正体を知らないんですか？」

「速すぎて見えないんだよ。音速だからね」

「おんそくって何ですか？」

「音と同じスピードだよ」

　疑問するパリエルへ答えるように、ぽん、とビスが手を叩たたく。ほぼ同時、少し離はなれた森のこずえから小鳥が空に飛んでいった。

　手でひさしを作ってそれを眺ながめたパリエル。

「……ビスさま、それってむっちゃ速いのでは」

「そうだね。でも、聞くところによれば、少し前に腕うで利ききのハンターが捕つかまえたっていうからね。僕も、スライムというのはその噂うわさで聞いたんだよ」

　風が吹ふくと草原が、さらさらと音を立てて波立った。

「えー、ということはつまり、ソニックとスコップとの関係は？」

「ああ、簡単なことだよ。ソニックはスコップが大だい嫌きらいなんだ」

　ペレットはこめかみの辺りをぽりぽりと搔かいて。

「えー……ビスさん、それだと、逆に近づかないのでは？」

「それは素しろ人うと考えだね。嫌きらいだからこそ、やつは……ソニックは、それを破は壊かいしに来るのです！」

　さっすがビスさま鋭するどい洞どう察さつ、と手を叩くパリエルをよそに、ペレットはげんなりとした。

「ではパリエル、そのスコップを持って……」

「ちょっと待ってくれ！」

　と、森の方からビスと同じ年くらいの、精せい悍かんな顔つきの少年が現れた。黒髪の剣けん士し風。ちょっと見み栄ばえのする軽けい鎧よろいを着込み、腰こしに提さげた剣も鞘さやの意い匠しようを見れば中々の業わざ物ものと思わせる。

　そのつんつん頭の男が、

「悪いがそのスコップ、こっちによこしてくれないか」

　と言う。ペレットは胸をどきどきさせながら、やおら声を大きくして、マイクを持つ手に力を込こめた。

「おおっと、これは大変なことになりました！　待ったをかけたのは、あの勇者アインス！　これから一体どうなって……」

「ペレットさんのお知り合い？」

　ビスがたずねるので、ペレットは、ぷちん、と録音機のスイッチを切って。

「……知らないんですか？　レドの町をゴーレムの群れから救ったり、バロット山のキマイラを退治したり、国王から聖騎き士しの称しよう号ごうを授じゆ与よされたり……大変な勇者ですよ。いよいよ、魔ま王おうを倒たおすんじゃないかと、もっぱらの評判です」

　ビスは次に、そのアインスの方を見やって。

「なるほど。いや、田舎いなかなもので、そういう話はとんと聞こえてこないんだよね。パリエルは知ってるかい？」

「ビスさまのご存じないことをこのパリエル、知ってるわけが！」

　自信たっぷりのパリエルに、うんうんと頷うなずいたビスは、

「そういうわけでパリエル、そのスコップを持ってあそこら辺に立ってなさい。ソニックが来たらしっかり捕まえるんだよ」

「はいビスさま！　このパリエル、幼少の頃ころはスライムハンターを志したほどのスライム好きです！　楽勝ですっ！」

　パリエルは勇者のことなど眼中に無く、ビスの指示した少し離れた場所に、スコップを持ってつっ立った。

「ちょっと待てって言ってるだろ！　いいか、俺は……」

「生あい憎にくと僕は、君のような硬かたい髪かみ質しつの人間には興味ないんだよ」

　森から飛び出してきた兎うさぎが、お日様にびっくりしたように、また森の中へ帰って行った。

「い……いくらなんでも失礼だろう、初対面の相手にその言い方は！　大体、知らないというなら知らないなりに挨あい拶さつの仕方もあるんじゃないか!?」

「それならば、初対面の相手に向かってスコップをよこせと言うのはどういうわけだい」

「だからあれは、俺が昨日雑貨屋で」




　ずどおん!!




　何の脈みやく絡らくも無く訪おとずれた、風と言うにも無理のあるような、強い突とつ風ぷうがその場にいた全員を吹き飛ばした。草原は遥はるか彼方かなたから一直線に、地面を剝むき出しにえぐれている。

　まず、衝しよう撃げき波はでボロボロになったパリエルが、草むらから、しかしひょっこり元気に起き上がった。

「ビスさま！　捕ほ獲かく失敗ですっ！」

「いたた……そうかい。それにしても、こいつは想像以上だよ」

　と、頭を振ふりながら、ビス。

「いったーい……今のは一体なんですか？」

　と、それでもマイクを放していないペレット。

「今のがソニックだよ。つまり、あんまりスピードが速すぎて、こんなになってしまうのだけれど」

　ビスがコートの土つち埃ぼこりを払はらいながら、パリエルを見た。幸い、スコップは破壊されてはいないようだ。

「となると、また近いうちに来るかな、パリエル、次はしっかりと捕まえるんだよ」

「はいビス様！」

　パリエルは衝撃波の駆かけ抜ぬけた方角へ、びしっ、とスコップを構える。

「待てって言ってるだろう！　あれは俺が買ったスコップなんだ！」

「……うちの給仕は馬ば鹿かだけど、悪い子ではないよ。盗ぬすんだなどと、人聞きの悪いことを言うのはやめてほしいね」

「だから、俺が金を払って受け取ろうとしたら」




　ずどおん!!




「ビスさま、また失敗です！　なんか、捕つかまえるのってかなり無理っぽい気がするんですが！」

「いたた……あー……まあ、また来ると思うから頑がん張ばりなさい」

「はいビスさまっ！」

　アインスとペレットの二人は、まじかよ、とでも言いたげに丸い目で、ぼろぼろながらも元気一いつ杯ぱいのパリエルを見る。

　ビスは少し考える風にしてから、

「……なんだったっけ？」

「あ……ああ、だから、あの子がものすごい勢いで走ってきて、金を投げるようにして俺のあのスコップを持ってってしまったんだ。店主は、仕入れに行くのは一週間後だって言う。でも俺は、明日までにはソニックを捕まえなきゃならないんだ。そうしないと、あるアイテムが手に入らなくなる」

「うーん……君もソニック目当てか。悪いけど僕も必要なんだよね。諦あきらめてよ」

「そうはいかない！　ここであのアイテムを手に入れないと、魔王を倒たおすのが二年先になるか三年先になるか……」

　アインスはよほど強い思いがあるのか、きっ、と唇くちびるを引き結んで睨にらむようにしている。見るに見かねたペレットは、録音機のスイッチは切ったまま、

「えー……譲ゆずって差し上げたらどうですか？　世界の命運がかかっているようですし、それに」




　ずどおん!!




「ビスさま、なんかもう頭がぐあんぐあんしてきましたっ！　とにかく失敗ですっ！」

　心なしか、パリエルの足取りもおぼつかないものになってきている。

「いたた……失敗したのに威い張ばらない。とにかく頑張りなさい」

　パリエルは返事をして、度たび重かさなる衝撃波でもはやただの荒こう野やと成り果てたそこで、これまでと同じようにスコップを構える。ビスはその姿に満足げに頷いてから。

「えーと。なんだっけ？」

「えー……それに、メイドさんよりは勇者さんの方が、捕まえられる確率が高いのではないかと……ごほごほっ」

　と、半ば地面にへばりついたままのペレット。

「なるほど。だけど、それだとソニックは僕のものにならないじゃないか。だめだよ」

「なんて自分勝手な男だ……女の子を危険な目に遭あわせておいて、自分は高みの見物か。俺は勇者として、魔王を倒して一刻も早くこの世界に平和を取り戻もどさなければならない！　お前のようなヤツにはわからないかもしれないが、俺に失敗や過あやまちは許されないんだ！」

　ビスはさして興味もなさそうに、

「……失敗ねえ。いいんじゃないかな？　パリエルは四六時中失敗してるよ」

　その少女を眺ながめる。

「ああそうか、だったらお前はなぜソニックが必要だ？　人の命がかかってるとか、場合によっては譲じよう歩ほしてもいいが……」

「ああ……えーと……名めい誉よのため」

「いま、随ずい分ぶん悩なやまなかったか？」

「とんでもない。口下手なだけだよ」

「そうか。だったら、この全世界の平和と、お前たった一人の名誉と、どっちが大切だ？」

「うーん、僕はこの町が平和であれば世界なんかどうでもいいんだよね。それと、別段、僕自身の名誉というわ」




　ずどおん!!




　今度は、パリエルより先にアインスが飛び起きた。

「いー加減にしろっ！　このままだと俺達はほんとに全ぜん滅めつす」




　ずどおん!!




「いたた……まあそれも一興だと思うん」




　ずどおん!!




「もういやああっ!!　お家うちに帰るわっ!!　そもそも私は報道志望でこんなイロモノの外回り」




　ずどおん!!







　…………一時間後。

「……伝説の特種相手にこれだけ粘ねばるというのは、僕達もまた伝説的だよね」

「いやあ……帰る……お家……」

「くそ……俺はこんなところで死ぬわけには……」

　と、三人は三者三様の心模様を吐と露ろした。

　それからビスは、ふと、パリエルの声が聞こえなくなったことに気付く。

「？　パリエル？」

　上下左右も分からなくなるほど、何度も吹ふっ飛ばされ、転がったものだから、ビスはくらくらする頭を押さえながら周囲を見回した。

　すると、少女は立っていた。荒あれ地ちのど真ん中に。しかし、こちらの声が聞こえないらしい。

「あいつ……？」

　異変に眉まゆ根ねを寄せ、アインスが呟つぶやく。

　パリエルは見晴らしのよくなった森の方をじっと、眉を吊つり上げ見つめたまま、しかし口元を楽しそうに歪ゆがめていた。腰こしを低く、両手にしっかりとスコップを構えて。

「……まあ、僕はパリエルに、いつだって失敗のケジメを取らせてきたんだよ。パリエルはうちに来る前からどうしようもなく使えない、失敗だらけの給仕でね」

[image: ]

　その主あるじは、彼女を真しん摯しな瞳ひとみで見守っていた。

「……何の話をしてるんだ？」

「けれど、要するに失敗なんてものは、後から埋うめ合わせればいいわけだからね。それを恐おそれて進めなくなるのはもってのほか。それに、だからといって失敗しないように焦あせっても、やっぱり失敗するんじゃないかな」

　アインスはどきっとしたような顔をして、押し黙だまった。

「そんなわけで、これはパリエルのケジメなんだよね。さすがに今回は、埋め合わせるのは無理かもしれないけど……とりあえず、うちの給仕の名誉のために、そのまま見ててくれると有あり難がたいなあ」

「……俺には、魔ま王おうを倒たおすのはまだ早いと……そう言いたいのか？」

「まさか。今日会ったばかりの君に、どうしてそんなことが言えるものか。僕はただ、うちの給仕の話をしたまでだよ。僕には、給仕を使う者としての責任がある。パリエルがいくらダメな給仕でも、だったらよくしてあげなくちゃ……という、それだけの話」

　それを聞いても、アインスはやはり、思い当たる節でもあるのか、じっと俯うつむいて黙もくするだけだった。

「でも、そうだね。よく考えれば僕の場合は、ソニックじゃなければならない、というわけではないし、世界が平和ならこの町も平和だということになるから、もし捕つかまえられたら君にあげるよ」

「……ほんとうか？」

「捕まえられたら、だよ」

「ああ。だが、それなら多分……」

　アインスが身構えたまま微び動どうだにしないパリエルを見る。

　幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきた、勇者である彼には、何か分かるのだろうか。

　二人は黙って、一人の少女の動向を見守る。

「えー……お聞きいただけましたでしょうか。あれほど対立していたお二人は、今まさに、まるで無言の友情とでも言うべきものによって結ばれたのだと……私、ペレットはこの場にいて、そう思います」

　いつの間にやら泣き止やみ、マイク片手に喋しやべっているペレット。

　そして、話し声はそれを最後として、静せい寂じやくが訪おとずれた。まるでこの世が凍こおりついたような、緊きん迫ぱくした無音。風さえも今はなく。

　そのまっただ中で、ただ一人、パリエルが虚こ空くうに向かってスコップを振ふりかぶる。

「滅めっ──」

　スコップが頂点に昇のぼり詰つめた。振り下ろすと同時、パリエルが叫さけぶ。

「さぁ───つっ!!」




　すぱあん!!




　何も無かったはずのそこで、スコップは小気味良い音を立てて停止した。主をそこに押し留とどめられ、勢いのまま乱れ、四散する衝しよう撃げき波は。飛び散る、銀色の──。

「「「えっ!?」」」

　とパリエルを除いた全員が叫んだときには、銀色だったらしいソニックは、跡あと形かたも無く砕くだけ散っていた。ぷるぷるした、細かな銀色のものに囲まれたままパリエルは、

「や、やりましたビスさま！　喜んでください！　祝ってください！　まさにゴッド・ブレス・ミー！　パリエルはついにこの手でソニックをげっ!!」

　ビスのしなるような後ろ回し蹴げりを受けて地面の上を二回転ほどした。

「はうう……なぜ？」

「なんで滅めつ殺さつしやがったこのクソバカメイド!!　誰だれもやっつけろとは言ってない!!」

「……あ」

　目を点にしたパリエル。

「あじゃない！　なんだってあの希少なソニックを！　そして残ったのはまるで真新しく、かつ使えないスコップが一本……」

　と、今のショックでひしゃげたそれをうつろな目で見たビス。

「ああ……僕はもう帰って寝ねる。永とこ久しえに眠ねむるよ、もう」

「はわわわ！　あ、あの、命は大切ですし！」

　と、パリエルが追いすがる間もなく、ビスはすたすたと歩き去ってしまう。

　呆ぼう然ぜんとしていたアインスがそこで、はっと我に返り。

「ちょっと待て！　ということは俺のソニックはどうなる!?」

「えー……だから、滅殺されたのでは？　まあスライムだったということは証明されたようですし」

　と、なんかもう馬ば鹿からしいといった様子のペレット。マイクは既すでに、録音機と共に鞄かばんの中に片付けてあった。

「どうしろというんだ！　おい！　こんなつまらないことで世界の平和がないがしろにされていいのか!?」

「えー……でも、滅殺されたものは仕方ないですからね。それじゃお先でーす」

　ペレットもまた、業界人らしい挨あい拶さつを残して、すたすたと歩き去ってしまった。

　残ったのは、アインスと、パリエル。

「どうしてくれるんだ！　これで当分魔王の許もとへ辿たどり着けなくなってしまったんだぞ！」

「え!?　ええっ!?　私のせいですか!?　私のせいですか!?　ビスさまはいつも、失敗を人のせいにしてはいけないと！」

「だからってどうして俺のせいになる!?」

　ひどく興奮状態にあるアインスの怒ど気きは、まるで、パリエルの肌はだをぴりぴりと焦こげつかせるようだった。あたふたと、しどろもどろになったパリエル。

「え、えーと……」

「貴様、さては魔ま王おうの手先か！」

　アインスはもう、目の色を変えて剣けんの柄つかに手をかけている。

「えーと……ですから！」

　パリエルはじりじりと、地面を滑すべるように後退する。

「さあ、一体どうしてくれるんだ！」

「め……」

「め？」

「滅殺っ」




　すぱあん!!




「うわああん、ビスさま、なんか怖こわいですーっ！」

　と、アインスをスコップで殴おう打だしたパリエルは、今にも泣き出しそうな顔で走り去ったのだった。

「お……俺はこんなところで倒たおれるわけには……」




　このときのことは翌週の新聞の一面で、

『勇者アインス敗れる!!』

　と報じられたが、それが一体いかな凶きよう悪あくなモンスターの仕し業わざだったのかは、後世になっても知られていない。







　翌日の夕方、パリエルがいつものようにお使いから帰ってくると、屋や敷しきの前に、四頭立ての立派な馬車が止まっていた。確か、伯はく爵しやくの馬車である。

（すわ！　まさかビスさま、あのニワトリのことで糾きゆう弾だんを!?）

　パリエルは話しかけようとしてきた御ぎよ者しやのことも目に入らず、玄げん関かんの戸口を蹴け破やぶるように屋敷の中へ飛び込んだ。

　が、そこからドア一枚隔へだてて応接室の方から聞こえてきたのは、想像していたような怒ど号ごうではなく、和なごやかな談だん笑しようの声。

「はっはっは、いやいや、ちょっとした冗じよう談だんのつもりだったのですがな、何分、国王の急なお呼び出しだったものでしてねえ。そのことを告げる間もなく」

　と、これはよく通るバリトンのような、伯爵の声。

「いえいえ、初めからわかっていましたとも。金色の卵を産む鶏にわとりなんて、いくらこの世が広くても、いるはずも無いことくらい」

　と、これは耳に馴な染じんだビスの声。

（がーん……）

　と、ソニックに吹ふき飛ばされた以上にショックを受けたのはパリエル。

「いや、まったく、伯爵はお人が悪いですね」

「いえいえ、それを言ったらあのときのあなたの驚おどろきようも、迫はく真しんの演技というべきで、まったく、領主様もお人が悪い」

「「はっはっは」」

　と、パリエルが聞き及およんだのはそこまで。

　やがて伯爵も暇いとまして、夕食の時分になって。

「あのー、ビスさま」

　いつものようにテーブルの傍かたわらに控ひかえたパリエルは、厳おごそかに口を開いた。ビスは好物の胡桃くるみのパンを千切りながら。

「なんだい？」

「金色の卵を産むニワトリって……」

　びくっ。と、ビスの手が束つかの間、止まる。

「ああ、聞いてたのかい。ほんの冗談だったんだよ」

「いま、びくってしませんでしたか？」

「してないよ。してない」

　いよいよパリエルは目付きを疑わしくして。

「……ひょっとしてビスさまも、騙だまされてたとか？」

「……ははっ、まさか」

「でも私ですね、さすがに今回は、死ぬかと」

「……」

「っていうかそもそもですね、ビスさま。私がスパーンとやったあの鶏、よく考えたらトサカが付いてましたし」

「……」

「ビスさま？」

　ビスはパリエルと視線を合わせようとせず、黙もく々もくと料理を平らげていく。

「あの、結果として勇者さんは、魔王を倒すのが遅おくれるとかなんとか」

「あーそうだよ悪かったよ！　騙された僕が悪いんだ。だからと言って世界が滅めつ亡ぼうしたら僕のせいとでも言いたいのかっ」

「あの……そういうわけでは……」

「ふん、もう寝ねる！」

　ビスはぱたぱたと、ことさらにスリッパを鳴らしながら食堂の出口へ。

（……。私なにか、気に障さわることでも？）

　ビスが怒おこる時は、まあ自分が失敗したときだから、と単純な学習能力を働かせたパリエル。

　思い悩なやむパリエルが皿を片付けようとすると、ビスがそのドアノブを持ったまま、振ふり返った。

「でも……まあ、頑がん張ばったから。次の家ではヘッドドレスを付けさせてあげるよ」

　そう言って、食堂を後にする。

「あはっ」

　パリエルは一人、食堂で小こ躍おどりした。

　やっぱりビスは優やさしいのだ。そしてパリエルは、町の住人の言うことなら何でも真に受けてしまうような、そんな純じゆん朴ぼくな領主であるビスが大好──。

「次の家って何ですかビスさぁぅわぁ!?」

　食堂を勢いよく飛び出したパリエル。その俊しゆん足そくのあまり、廊ろう下かを歩いていたビスにタックル同然に突つっ込んだ。

「いたた……大だい丈じよう夫ぶですかビスさま！」

「……君はひょっとして、僕の命を狙ねらっていたりするんじゃないだろうね……ごふっ」

　軽く吐と血けつしたビスが、流血した頭を廊下の壁かべから引っこ抜ぬく。

「でも次の家って！　私に暇を出すとか！　そうなんですか！　もうこのお屋や敷しきには置いておけないとかですか！」

「……正直、そういう気持ちもあるけど……」

「じゃじゃじゃじゃじゃあビスさまを殺して私も死にます！」

　ぺぺんっ！

「あう……」

「待て。待ちなさい。君はともかく、なぜ僕が死ぬ？　次の家というのは、僕もいよいよ王都の本家へ帰れることになったからだよ。今日、伯はく爵しやくが来たのもそのことについて……」

「じゃあビスさまってばほんとにイイトコの生まれだったんですか？　私またてっきりネジの親しん戚せきかなにかと……」

　ごっ！

「黙だまりやがりなさい。誰だれがネジか。では父がボルトで母がナットとでも言うつもりか」

「えっ!?　違ちがったんですか!?　こっ、これはもしや衝しよう撃げきの新事実」

　どごっ！

「はうう……」

「……ともかく、この町の領主は伯爵が継ついでくれるから、僕は心置きなく本家へ戻もどれるんだよ。これまで、ずいぶんと長かったけどね……」

　珍めずらしく、しんみりとしたビスの顔。

「僕が進もうとしている道は、王都を戦場に社交界や政財界を渡わたり歩く……長く険しいものだよ。でも、君はついてきてくれるだろう」

　パリエルが初めて聞いた言葉だった。ビスは、自分を求めてくれているっ！

　パリエルは顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「もっ、もちろんですビスさま！　このパリエル、ビスさまのためなら命の一つや二つこれっぽっちも惜おしくもなんとも！」

「うん。それを聞いて安心したよ。じゃあ僕は寝る」

　それだけ言い置いて、ビスはぱたぱたとスリッパを鳴らして、寝しん室しつへ歩いていく。

「あ……あれ？　安心って……感動じゃないんですか？　ビスさま、死ねと!?　ビスさまーっ!?」

　ともかくも、二人はこの一週間後に王都へ向かい、文字通りの艱かん難なん辛しん苦くに首まで浸ひたるわけだが。

　それはまた別のお話。


































　人生はクソだ。頼たよれるものはただ一つ。他ほかに救いはない──




　　　　壱いち




「あー……なんか世界とか救いてえ」

　少女はそう呟つぶやきざま、くわえたショートホープに火をつけた。

　すっぱ──────────と、解放感溢あふれる吸いっぷりとともに、小こ綺ぎ麗れいなビジネスビルの、十三階の非常階段の踊おどり場から、抜ぬけるような青空を見上げる。

　さらさらしたショートの黒シユヴ髪アルツ、黒い切れ長の目、乳性石せつ鹼けんのように滑なめらかで白い肌はだ。警察局の広報部から支給された黒いミニスカートとキャミソール。細い脚あしには、ピンストライプのガータータイツに、爪つま先さきが丸いバルーントゥの黒いエナメル靴ぐつを履はいている。

　細い指先でジッポライターの蓋ふたをパチリと閉め、胸ベルトベルテ付きツドキャミソールの胸のスリットに押し込む。ストラップレスのブラと我ながら平へい坦たんな胸の間にライターを納めると、体の奥で人造心肺の生体部品が脈打ち、煙草たばこの燃焼時に発生する一酸化炭素や百種類余りの有害物質を、大急ぎで濾ろ過かしにかかっているのが分かる。

　足あし下もとには、踏ふみ消された煙草の吸い殻がらが丸々一箱分。これだけ続けて吸えば、いかに警察隊が制式採用した優ゆう秀しゆうな人造心肺とて痕こん跡せきが残るだろう。そして義体医師が定期診しん断だんで「喫きつ煙えんの可能性あり」と書き、本部にバレて説教好きの副長から小言を食う──

　知ったことか。今は、気き兼がねなく一服できる最高の機会──事件が進行中の、第一種警けい戒かい待機中なのだ。うるさい大人たちも記者プレスも写真パパラ屋ツチも盗とう撮さつマニアも、十三歳の機械化された女の子がショートホープをすぱすぱやってたところで誰だれも気づきはしない。

　ああ、このまま永遠に、私の存在なんか忘れてくんないかな。

　でなけりゃ空から神様が降りてきて『一発で全人類を争いのない天国に送り込める、幸せのマグナム』とか渡わたしてくれたりしねえかな。

　死ぬ前に一発くらい核かくミサイル発射してみたい人／うぃーす／力の限り挙手。

　透とう明めいな秋の陽ひ射ざしの午後にふさわしい、のどかな思考にひたっていると、ふいに頭の中でノイズ混じりの声が響ひびいた。

《黒シユヴ犬アルツ、場所を移動しろ。犯人たちに動きがあった。紅犬ロートと白ヴア犬イスも移動させる》

　副長からだ。本部の命令／逃にげようのない無い声ぬ通ぶ信え。上うわ顎あごの骨に移植された通信機が、脳の聴ちよう覚かく野やに直接信号を送り込んでくる。くそ──暗号化フィルターやら周波数変へん換かんやらのせいで、きんきんに声が割れてやがる。

「本部、質問」

　腹いせに、わざと地声で応答する。そうすると顎の通信機が音を拾い、本部にいる全員の耳に少女の声が届くのだ。

《なんだ》

「私の初潮、いつ来るんすか？」

《……》

「陽カゲ炎ロウは九歳。夕ユウ霧ギリは一昨年おととしでしょ。私はー？」

《……担当医師に訊きけ》

「生理が来ないから私のおっぱい大きくなんないんだ。本部の人、誰か揉もんでー」

《涼スズ月ツキっ！　ポイントに即そく移動だ!!》

　犬呼ばわりをやめて少女を本名で呼ぶのは、副長が本気で怒おこった証しよう拠こだ。黒犬こと涼月の可か愛わいい唇くちびるが、煙草をくわえたまま満足そうに吊つり上がる。

「了りよう解かいっす」

　移動ポイントと周辺地図が、脳の視覚野に送信され、右の視野に半はん透とう明めいに映り込む。ポイント確かく認にん／真っ白い歯で、煙草のフィルターを軽く嚙かむ／予備動作無しで非常階段の鉄てつ柵さくを蹴けって跳とび──高みへ。

　二十メートル下では、武装犯罪者たちが立て籠こもる向かいのホテル周辺に、警察・野次馬・記者・物売り・スリ・新興宗教の勧かん誘ゆうその他が大勢つめかけている。その彼らの遥はるか頭上で、涼月は、広報部支給の『D=W[image: ]M.P.B.（あなたダイネトの゠ためヴエーにゲン♡ミリオミリオポリポリス・スポリツア警察イ・バタ隊リオン）』とお尻しりに白抜きでプリントされたローライズボトムの黒い下着もあらわに、しなやかな脚さばきで向かいの建物の壁かべを蹴り、宙を舞まった。




「本部、本部、応答願います」

　ビルの屋上でうつぶせになり、どでかいライフルを完かん璧ぺきな三点支姿勢で構える少女が、言った。ライフルのスコープ越ごしには武装犯たちが弾たまよけのために窓まど際ぎわに並ばせた人ひと質じちたちが見える。右から四番目の上品そうな老ろう紳しん士しが好みのタイプ。私のパパにならないかな。

《なんだ紅犬ロート、犯人にまた動きがあったか？》

「人質の射殺許可を請こう。繰くり返す。人質の射殺許可を請う」

《……》

「小生は、制圧時に最大の障害になる彼らを今のうちに除去すべきと愚ぐ考こう致いたします」

《……黙だまれ。貴様の悪質な冗じよう談だんに付き合ってるヒマはない》

「本部、本部、応答願います」

《なんだ！》

「私の飛び降り自殺許可を請う。繰り返す。私の……」

《いいから黙って警戒待機だ、陽カゲ炎ロウ!!》

　副長の叫さけびを最後に、通信がアウト。

　紅犬こと陽炎は何ごともなかったかのように、ぷーっと風船ガムを膨ふくらませている。

　パチン。弾はじけたガムを口に戻もどし、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、と非の打ち所のない八はち拍びよう子しののち、また、ぷーっと膨らませる。

　長い火のロート・ようなグリユー赤髪エント、冴さえやかな美び貌ぼう、冷たく澄すんだ灰色の瞳ひとみ。均整の取れた砂時計型の長身に、広報部支給の、胸の谷間を強調する紅あかいＶネックのアクセサリードレス。長い脚あしを飾かざる鮮フク赤シアのガーターストッキングに深ボル紅ドーのエナメルパンプス。うつぶせの射しや撃げき体勢のため剝むき出しの紅いソングビキニのパンティフリルには、お尻に『24st.Bewa/ähren!（二十四時間、警戒待機ベヴ／能力アー実証中レン！）』とプリントされ、意図的にマニツ過剰シユな色いろ香かとともに上空を飛び回るテレビ局のヘリに向かって、警察隊の勤勉さをアピール中。

　近辺に敵性の狙撃スナイ手パーがいたらロビンフッドのリンゴ並に絶好の標ま的とだな。と、豊モ満ツなプ胸スの奥で呟つぶやきつつ、刃はこぼれ知らずの超ちよう硬こう質しつナイフのごとき無表情さでガムを嚙かむ。

　そこへ突とつ然ぜん、明るい声が、屋上の縁ふちの向こうから迫せまってきた。

「新曲発表ーっ！　人質ソングっ、聴ききたいですかぁー？　歌いますよぉーっ！」

　全隊員・全車両・全待機施し設せつ、すなわち全チャンネル開放設定の声が響き渡り、

《白ヴア犬イス！　やめろっ白犬──!!》

　副長の怒ど声せいが、陽炎の通信域にまで入ってくるが、ハイトーンな声はお構いなし。

「まっいっ子のっ迷っ子のっ人質さんっ♪　あっなったのっ、おっうちっはっどこですか♪　パンパンパパン撃うったれてもっ泣ーいてばかりよ人質さんっ♪」

　当とう該がいホテルを包囲中の全警察隊員が無線の向こうで一いつ斉せいに呻うめいた。この不ふ謹きん慎しんな歌が間ま違ちがっても一いつ般ぱんチャンネルに流れないよう通信班が涙なみだ目めになって必死に暗号化する。

《夕ユウ霧ギリ!!　貴様だけ終日待機にされたいか！》

「夕霧は良い子ですよぉー？　みなさんご静せい聴ちようありがっとぉーっと、着地っ♪」

　裏手のビルの谷間を跳び渡わたってきた白犬こと夕霧が、ふわりと屋上に降り立つ。

　目を奪うばう白プラテ金白イン・の髪ブロンド、澄み切った青い瞳、ややイっちゃってる感じがしないでもない晴れやかな笑え顔がお。広報部支給のプリーツのミニスカート、アイボリーのチューブトップはミント色のリボン付き。脚には白いオーバーニーソックスに柔やわらかなミントのソールシューズ。ローカットレッグの白いパンティにプリントされた『L&F-B/Engel（愛リーベ・とウント・平和フロの、イデ　天使エンゲル／Ｂが付くとお茶目ベンさんゲル）』の文字が、警察隊の朗ほがらかな心を宣伝している。

「夕霧は今日も地球の平和を守る気、満々です。陽カゲ炎ロウさんはどーですか？」

「屋上からダイブする気、満々だね」

「いつも通りってことねっ」

「そうだね」

　そこへ黒犬こと、くわえ煙草たばこの涼月が宙を舞い、颯さつ爽そうと屋上に降り立つ。

「涼スズ月ツキっ、かっこいーですよ。拍はく手しゆ五億万回！　でも煙草は三十五歳を過ぎてから！」

「ありがとよ、夕霧。で、敵は？　陽炎？」

「七階・宴えん会かい場じように人質を集めている八名を残し、九名が屋上に移動中」

「見え見え。そんなんで私ら集めたのか」

「夕霧はね、きっと屋上はおとりでー、下に向かってる人がいるかと思います！」

「その通り。四名が下階へ移動した。地下に逃とう走そうルートがあるんだろう」

「えへへ。夕霧、偉えらいですか？」

「偉いぞ夕霧。で……あいつら何でホテルなんか占せん拠きよしてんだっけ？」

「今のところ強ごう盗とう・政府脅きよう迫はく・身みの代しろ金きん要求・環かん境きよう保ほ護ご・囚しゆう人じん釈しやく放ほう要求のテロだ」

「欲張りな人たちですねー」

「政府転てん覆ぷくを狙ねらう革命集団が、資金を求めてプロの強盗業者と手を組み、人数あわせとプラン提供をした遺伝子改良反対派グループと結けつ託たく。植物学のシンポジウム開かい催さい中ちゆうを見計らって実行。現在あのホテルのサーバーを占拠し、ネット上で署名運動を展開中だ」

「何の署名だよ」

「遺伝子操作による、四つ葉のクローバーの大量生産に反対する署名だ」

「……」

「良い商売らしい。最近ではハンバーガー会社と提てい携けいしてトッピングに使っている」

「夕霧、知ってる。〈幸せバーガー〉っていうの。四つ葉のクローバーってカイワレ大根みたいで美お味いしいんだよ。知ってましたかー？」

「そういう味に改良しているんだ、夕霧」

「今度食ってみるよ夕霧。やれやれ。有う象ぞう無む象ぞうが、幸せに誘さそわれて大おお騒さわぎってか──」

　涼月の声を、ふいに銃じゆう声せいが遮さえぎった。ガラスの砕くだける音、複数の銃声が続く間にも、三人は脊せき髄ずい反射レベルの迅じん速そくな対応を見せている。涼月は屋上の縁を蹴けって跳とび、夕霧が後に続き、陽炎がライフルを抱かかえてポイント移動。三人が競きそって〈転送〉を要よう請せい──次々に許可が下りる。そして、副長の声。

《黒シユヴ犬アルツ・紅犬ロート・白ヴア犬イス──〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉、全アル頭・シ出ユト撃ルム！　繰くり返す！　全アル頭・シ出ユト撃ルム！》

　宙で、くわえ煙草の涼月が、笑った。

「了ヤ解ー。狩りのヤクト・時間だツアイト」




《七階で、隊員が仕し掛かけようとした盗とう撮さつ器きに気づいて犯人が乱射。人ひと質じち数名が倒たおれた》

　通信班が無い声ぬ通ぶ信えで状じよう況きようを報告──一方、警察隊の開放チャンネルでは、偵てい察さつ強きよう襲しゆう員いんたちが犯人と同じくらい興奮して怒ど鳴なりまくっている。

《くそっシヤイセ、奴やつら人質を撃ってやがる──》

《誰だれか助けろ、誰か助けろ！》

　黒犬こと涼月は、そのパニック声の音量を最低にして無視。ホテルの屋上に降り立った。急激な跳ちよう躍やくで脳の血が移動し、視界が暗い。ブラックアウト寸前だが視界はとっくに超ちよう音おん波ぱ探査モードに移行している。問題なし。そのままドアへと全力疾しつ走そう／色しき彩さいが消失／精密な、灰色の世界が広がる。犯人の詳しよう細さいな位置を脳のう裏りで受信──壁かべの向こうにいる相手の人数・武装・動きを確かく認にん／九人・半数以上が機械化・二ダースの火器／彼らを皆みな殺ごろしにするまでの予想時間／四十秒。走りながら、くわえていた煙草を捨てた。

《転送を開かい封ふう》

　涼月の声なき呟つぶやきとともに、両手足の〈特とく殊しゆ転送式強きよう襲しゆう機き甲こう義ぎ肢し〉、通つう称しよう〈特トツ甲コー〉が、遠とお吠ぼえにも似た音を発して機能を開放。警察隊本部から〈転送〉された武器・弾だん薬やく・エネルギーパックが、エメラルド色の幾き何か学がく的な輝かがやきとともに涼月の手足に出現する。

　ほっそりした指先が、腕うでが、脚あしが、靴くつが、解体＝置ち換かんされ、黒い光こう沢たくのある機甲に変へん貌ぼう。両腕・両脚が、漆しつ黒こくの流線型をなす巨おおきな四基の超ちよう振しん動どう型がた電でん撃げき器きと化す。そして両りよう肩かた・こめかみ・顎あごの通信機器・人造臓器の急所をピンポイントで黒い機甲が覆おおう。

　かくして一秒未満のうちに黒いキャミとミニスカを穿はいた鋼鉄の四し肢しを持つ少女が出現し、『あなたダイネトの゠ためヴエーにゲン♡』のプリントが入った下着もあらわに屋上のドアをぶち破った。

　階段下の踊おどり場に、陽動役の男が一人。プロテクトスーツを着て、安全装置を外したアサルトライフルの引き金に指を当てている。その男が、ひしゃげて飛んできたドアを避よけ、上階へ銃を向けたとき、涼月は既すでにその膝ひざ元もとに着地／右みぎ拳こぶしを突つき出したところだった。

[image: ]

　機き甲こう化された拳が男の脇わき腹ばらに接せつ触しよく／超振動が発生／爆ばく雷らいの信管と火薬に等しい破は壊かいをもたらした。男の体がちょっと宙に浮ういたとき、胴どう体たいというものは完全に消しよう滅めつして血の霧きりと化し、プロテクトスーツは紙かみ屑くず同然となった。

　おびただしい血の最初の一ひと滴しずくが床ゆかに落ちる前に、黒シユヴ犬アルツこと涼スズ月ツキ──通称《対パンツ甲アー・フ鉄拳アウストの涼月》は、跳んだ。床を、壁を蹴り、廊ろう下かに出て、エレベーターホールの前で警けい戒かいしていた四人の前に降り立つ。ご丁てい寧ねいに装甲化された全身サイボーグのヘビー級が一人、機関銃を抱え、涼月の拳を一・二秒間＝すなわち三発まで耐たえた。そのデカブツを血祭りにあげ、エナメル靴に代わって機甲化した右足を蹴り上げる。足が拳と同様に雷らい撃げきを放ち、どうやらただ人数合わせで銃を持っていたらしい素しろ人うとっぽい男の胴体を吹ふっ飛ばす。

　そこへ新たに四人が廊下の反対側に現れたが、既に通信で動きはつかんでいる。機甲化した腕を瞬しゆん時じに操作／左ひだり肘ひじが半秒で変形／五十五口径の銃身が現れ、シルバーチップ弾だんを一・八秒で六連射──全弾命中・一人を殺傷・二人負傷。

　打撃と銃撃のコンビネーションに、男たちがパニックに陥おちいる。機械化された身体からだでの打撃と銃撃では、姿勢制せい御ぎよも予備動作も何もかも違ちがう。そして涼月は、その両者を、天才的な機械操作と空間把は握あく能力とノリで、巧たくみに混ぜ合わせてしまえるのだった。

　打タつン打タつン・撃タつカ撃タつカ・打タつン撃タつカ打タつン撃タつカ撃タつカ撃タつカ打タつン♪

　涼月の拳と銃が、絶ぜつ妙みようのリズムを刻み──そして、静かになった。




　陽カゲ炎ロウは階下へ向かう二人を撃ち、夕ユウ霧ギリをバックアップして二人仕留め、それから素す早ばやく移動した。それまで手にしていたライフル・両腕・両脚が解体＝置換され、機甲化した腕と巨きよ大だいな紅あかい超レ伝ー導ル式ライフルを装備。その銃身と両腕の重量を、機甲化したシャープな両脚が支え、跳とぶ。屋上から非常階段へ、さらに四階のテラスへと跳躍する。

　ポイントに到とう達たつ──両膝をコンクリートの上に滑すべらせ、『警戒待機ベヴ／能力アー実証中レン！』のプリントフリル付きソングビキニのお尻しりを突き出し、伏ふく射しや姿勢に。

　三点式位置探査・超音波探知・他部隊員の視覚情報などを総合。目に見えぬ標的の位置を突き止め、光学式スコープで遮しや蔽へい物ぶつの角度を計算する。そして紅犬ロートこと陽炎──通称《魔弾フライ・の射シユツ手ツの陽炎》は、刃は物もののような無表情さとは裏腹に、ひどく優やさしく右手の指を動かし、引き金を絞しぼった。その恐おそるべき優しい指使いこそ、狙そ撃げきの才能であり精神だった。すなわち鼓こ動どうの沈ちん静せいである。狙撃の最大の敵は血液循じゆん環かん／鼓動による振ソ動レだ。陽炎はライフルを抱えて走り、跳び、ガムを嚙かみ、伏ふせるや、氷のような虚ニ無ヒ感ルとともに鼓動と呼吸を操作／即そく座ざに瞑めい想そう的ともいえる完かん璧ぺきな射撃体勢に入ることが出来た。

　マッハ７で発射された特大のホローポイント弾が、窓ガラス＝カーテン＝部屋の壁＝廊下の植木＝廊下を走る二人のうち一人の頭ず蓋がい骨こつと脳＝反対側の壁の抽ちゆう象しよう画がを、順に貫つらぬいた。

　仲間の血と脳のう漿しようを浴びてむせ返る男の首の付け根に、次弾が命中。吹っ飛んだ男の首が床に落ちる前に、陽炎はパチンと風船ガムを弾はじかせ、次のポイントに移った。




　白ヴア犬イスこと夕ユウ霧ギリはビルの壁を蹴けって飛来し、瞬時に機甲化した白銀の両腕・両脚を交差させ、砲ほう弾だんのように七階・宴えん会かい場じようの壁をぶち破って侵しん入にゆうした。

　人ひと質じちに銃じゆうを向けて何やら喚わめき散らしていた六人の武装犯たちが一いつ斉せいに振ふり返り、六十名以上の人質が悲鳴を上げて頭を抱かかえる。床に亀き裂れつが走るほどの勢いで着地した夕霧は、機甲化された大きな手で敬礼しながら、全員に聞こえる大きな声で言った。

「Ｍエム・Ｐペー・Ｂベー（三頭ケルベ[image: ]ロス）遊撃小隊でっす!!　みなさんは長生きしたい人ですかっ？」

　武装犯たちはミリＭオポリＰス警察隊Ｂの単語で沸ふつ騰とうし、残りの言葉は聞いていなかった。

「権力の犬め!!」

　自動火器を両手に構えた小こ粋いきな部分的パーテイサイバクル・サネ野郎イボーグが罵ののしるや、夕霧は宙へ跳び、

「犬は犬でも[image: ]いぬですよ？」

　注ちゆう釈しやくとともに両手の指から銀に輝く弧こ線せんを幾いくつも放った。両腕に内蔵された液フリユー状ズイヒ・金属メタルと、その硬こう化か装置が機能を発揮──金属は液状から幅はば二ミクロンのワイヤーに変貌した。超伝導の磁力でワイヤーが凄すさまじい乱らん舞ぶを見せ、サイバネ野郎を切り刻む。

　サイコロステーキと化したサイバネ野郎が崩ほう壊かいする前に、十本のワイヤーは部屋中に範はん囲いを広げている。残り五人の武装と肉体を輪切りにし、両断された銃が、腕うでが、脚あしが、胴体が、頭の上半分が、バラバラになって宙を舞まう。ただしワイヤーは六十余名の人質には、かすりもしない。全方位に及およぶ超ちよう音おん波ぱ式感覚野によって、高速でのたうち回る十本のワイヤーの動きを全すべて把握しているのだ。そればかりか、後で内ない緒しよで自分のものにするために、武装犯が身につけている綺き麗れいな腕時計やアクセサリーは切ったり汚よごしたりしないよう、きちんと気をつけている。さらに加えて、

「新曲っ出来ましたー！　みなさん聴ききたいですかぁっ？　夕霧は歌いますよぉ♪　いちにーさん、はいっ♪　みんなみんな生きているんだっ、スライスチーズっ♪」

　即そつ興きようで歌い出す余よ裕ゆうがあるばかりか、『天エン使ゲル／Ｂが付くとお茶目ベンさんゲル』のプリント入りローカットレッグのお尻をふりふりして振り付けまでやり始める。歌って踊おどれる殺人ミキサー・白犬こと夕霧──通つう称しよう《悪ふオイレンざシユピーけゲルの夕霧》の、本領発揮であった。

　部屋の外で警戒していた二人の武装犯が、騒さわぎを聞きつけ駆かけ寄ってきたが、これは陽炎の射撃によって数瞬で即そく死し。そして突とつ入にゆうから三十秒余後──夕霧はワイヤーを分ぶん離りし、液状に戻もどした。銀の輝かがやきが、きらきら舞い散り、フィナーレを飾かざる。本当なら液状金属は針にしたりナイフにしたりもっと色んなことが出来たんだけどな、と夕霧はやや不満。

　両手足を切り落とされた二人がまだ生きてもぞもぞやっているが、これは失血のショックで失神中。間もなく死亡するだろう。相手にならない。つまんない。けれども切り落とした腕の一つに、前から欲しかった男物のマストハブ社製腕時計があったので大満足。こっそり手首に巻き付けていると、ふと人質の一人と目が合った。

　いかにも頼たよれるお兄ちゃんという感じの金きん髪ぱつの青年で、脅おびえた目をして床ゆかに座りこみ、顔も蒼そう白はくで引きつってるけど、きっと普ふ通つうのときはハンサムで甘い微び笑しようが売りのはず。

「人質さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　お怪け我がはないですか？　歌って欲しいですか？」

　転送された姿のままだと怖こわがると思って、機甲を〈還かん送そう〉しながら歩み寄る。遠とお吠ぼえのような音が響ひびき、両手足の機甲がエメラルド色の幾き何か学がく的な輝きとともに解体＝置ち換かんされ、もとの細っこい手足と、ミントのソールシューズに早変わり。

　そしてその、どこからどう見ても、ただの十三歳の女の子である夕ユウ霧ギリに向かって、

「うわぁーっ!!」

　青年は、やはり殺されると思ったらしい絶ぜつ叫きようとともに、どこから取り出したのか、モデル一〇七六の拳けん銃じゆうを振りかざし、撃った。




　涼スズ月ツキは、階段を跳び降り、あと十秒以内に夕霧のいる場所に着くところだった。無い声ぬ通ぶ信えによって夕霧のくぐもった悲鳴を聞き、仲間にコレーゲ打撃・シユトが与えライヒ・られエルラたことイデンを示すＫＳＥの文字が視界の片かた隅すみに映る。それらが涼月を沸騰させ、進路を変へん更こうさせた。

　非ひ戦せん闘とう状態での移動における都市施し設せつ破は壊かいが、後で面めん倒どうな始末書の山を生むことなど意識から綺麗に消え失うせ、廊ろう下かに飛び出し、拳こぶしを床に叩たたき込み、下階の天てん井じようでもあるそれをぶち抜ぬき、さらに壁かべを破は壊かいし、目的地への最短距きよ離りを直進した。

　陽カゲ炎ロウも同じく、その場で伏ふく射しや体勢に入り、遮しや蔽へい物ぶつが厚さ四十センチのコンクリートの壁二枚であることを把は握あくするや、超ちよう伝でん導どう式ライフルの荷か電でんを最大値に設定──夕霧の近くで動く者全てを、皆みな殺ごろしにする体勢に入った。

　そして──夕霧が、ぶっ倒たおれた。三十八口径の弾丸を三発。咄とつ嗟さに銃の角度を読み、胸の前で交差させた右腕に二発・左腕に一発、食くらっていた。腕の強化骨格が軋きしみを上げ、衝しよう撃げきを殺すためにわざと後方へ跳とびつつも、なんで？　夕霧は良い子だよ？　という思考のせいで数分の一秒だけ受け身を取るのが遅おくれ、血の海が広がる床に右みぎ肩かたを打ち付けた。

　戦闘員が打撃を食らったと判断した転送塔とうのマスターサーバー〈刕レイ〉が、再転送を開始──夕霧の両手足をエメラルドの輝きが包む。

　同時に──宴会場の壁を粉ふん砕さいして涼月が姿を現し、右の雷らい撃げきを最大値で一発アインス食・アらオフツわすアーレンべく振りかざす。その頃ころ、陽炎は、脅える人質だった青年の心臓に弾丸を叩き込むべく、七十グラムの圧力をかければ発射するライフルの引き金を、六十七グラムまで絞しぼった状態にあった。そして──副長が大急ぎで制止する声。

《戦闘終了エンデ！　戦闘終了エンデだ、[image: ]いぬども！》

　停止信号が数十分の一秒で、各機甲の武装を強制終しゆう了りようさせた。拳の振しん動どうが消え／引き金が固定され／夕霧の手足に生じていたエメラルドの輝きが消えた。

　ごとり。青年の手から拳銃が落ちた。

「助けて……助けて……」

　涙なみだと鼻水と小便をいっぺんに垂らしながら両手を上げて懇こん願がんする青年を無視して、涼月は、床に倒れた夕霧を、そっと抱だき起こしてやった。アイボリーのチューブトップもミニもローカットレッグの下着も血で汚れていた。

「……ねえ涼月。夕霧は良い子だよ？」

　夕霧は、無表情な顔を上げて言った。悲しみや切なさなど、生まれてから今までの間に、とっくに通り越こしてしまった冷たい静せい寂じやくの目。涼月は機き甲こう化したままの腕で、夕霧を庇かばうように抱き寄せた。夕霧の右肩が脱だつ臼きゆうしていることに気づいたが、何も言わないでやった。今さらそんなことで、夕霧は痛みを感じたりはしない。

「そうだ。夕霧はとても良い子だ」

「ねえ涼月。夕霧は傷ついたのかな？」

「いや、お前は傷ついてなんかいない。お前を傷つけるヤツは、どういう理由であれ、私たちが許さない。お前は良い子なんだから。だからもう二度と傷ついたりはしない」

　夕霧はようやく安心したように涼月の胸に体を預けた。出撃命令から一分強──八十二秒後のことだった。




　　　　弐




　ミリオポリス、通つう称しよう《ロケットの街》は、人口約二千五百万人の、平和な大都市である。

　なぜ平和かと言えば、二千五百万人もいるのに、過去十五年間の一ヶ月あたりの平均銃死者数が、たった六百四十八人だからだ。また、宇宙開発やミサイル工場とは何の関係もないミリオポリスが、なぜ《ロケットの街》かと言えば、古いロケット推進燃料である過塩Ａ素酸アンモニウムＰの着火点が、六百四十八度Ｋケルビンだからだ。

　そんな平和な大都市にも、国全体で凶きよう悪あく犯罪が多発し、警察隊の人員不足が深刻化した時期があった。同時期、十一歳以上の全市民に労働の権利を与えるため、肉体に障害を持つ児童たちに、政府が機械の体を与えるという政策が発表された。また同時期、軍部の天下り先として、強力な火器を都市の治安に応用する機関が設けられた。

　警察隊と機械化児童と軍──この三者は間もなく結びついた。機械の体を与えられた児童たちの中から、特に優ゆう秀しゆうな者に〈特とく殊しゆ転送式強きよう襲しゆう機き甲こう義ぎ肢し〉──通称〈特トツ甲コー〉を与え、都市の治安秩ちつ序じよの維い持じにあたらせたのである。

　何度かの失敗と暴走／それらは速すみやかにもみ消され、ついに機械化児童による遊撃小隊が各都市で正式採用／部隊名を授さずけられていった。ただ、そのほとんどが女子となったのは、〈特トツ甲コー〉を与あたえられた優秀な男子が、みな例外なく軍部に持って行かれ、戦争にかり出されたからだ。これが警察隊の軍に対する不満をもたらしたが、大して問題にはならなかった。たとえ女子であろうと機械化児童の活かつ躍やくは目覚ましい限りだったからである。

　かくして、中でも凶悪犯罪が激増する平和な都市ミリオポリス、通称《ロケットの街》には最高に優秀な素材が選ばれ、配属されることとなった。

　部隊名・〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉──三人の少女たちで構成された、警察隊の平和フリーデ的ンス・オ攻フエン勢シブを担になう、最強の特殊兵科である。




　人生はクソだ。神様が吐はいた痰たんが、地上に落ちるまでに与えられた時間だ。そう涼スズ月ツキは思う。完全無糖のブラモックコーヒーカを思わせる黒い瞳ひとみの奥で、人生の苦みを思う。

『私たちは平和的解決を目指しています！　ミリＭオポリＰス警察隊Ｂ』の垂れ幕とともに、警察隊のパレードは順調にミリオポリスの大幹道である人フオル民クス通りを移動していった。

　白ポリツアバイイ・モーク部トアラ隊ートが凜り々りしく先導／音楽隊／完全防ぼう弾だん・短機き関かん銃じゆう付きのパトシユトラカーイフエン部・ワー隊ゲン／強化改造された警察犬たち／アサルトライフルを肩に担かつぐ突とつ撃げき小隊員たちの輸送車両──

　そしてパレードの最後尾しんがりで徐じよ行こう運転中の、はではでしく飾かざり付けられた装そう甲こう輸送車の上に、警察隊の平和と正義を力強く、可か憐れんにアピールする三人の少女たちが、いた。

「煙草たばこは三十五歳から♪　未成年はニコチン注射か、バーチャル葉巻で我が慢まん我慢♪」

　自身がヘビースモーカーである〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉の突撃手──黒シユヴ犬アルツこと涼月・ディートリッヒ・シュルツが、持てる限りの愛あい嬌きようの最大値で声を上げる。

「売春は公共事業でーす♪　きちんと法治局に届けて税金を納めましょうねー♪」

　警察隊内での売春行こう為いがまことしやかに噂うわさされる〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉の狙そ撃げき手しゆ──紅犬ロートこと陽炎・サビーネ・クルツリンガーが、顔の筋肉の完かん璧ぺきな操作による極ごく上じようの笑え顔がおで手を振ふる。

「学校にサブマシンガンを持ち込むのはやめましょーっ♪　秒間二十発以上の武器を携けい帯たいしている方は未成年でも即そく射殺の対象です♪　気をつけて下さいねーっ♪」

　犯罪者の殺傷数が警察隊内で涼月を抜ぬいて一位。〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉の遊撃手──白ヴア犬イスこと夕ユウ霧ギリ・クニグンデ・モレンツが、天然の笑顔で見物人たちの前で踊おどる。

　三人の顔、声、姿、衣服、仕草にいたるまでが、警察隊にとって「平和と正義」をアピールする格好の材料だった。つまりそれだけ昨今の警察隊は武装を批判され、強力な火器の使用が、犯罪者の人権を損そこなっているのではないかと疑われているのである。

　その批判をかわす上でも三人の[image: ]いぬは大いに有用といえた。今も彼女たちのファンと自じし称ようする多数の一いつ般ぱん人じんが集まり、彼女らの活躍を称たたえ、声せい援えんを送り、こっち向いてー、サイン下さい、握あく手しゆさせてぇー、涼月さーん、陽炎さまー、夕霧ちゃーん、などと名指しで呼び、その姿を写真に撮とり、ビデオに収め、ほぼリアルタイムでネットにばらまくのだった。

　それをふまえて警察隊広報部は、彼女らに最適な服と靴くつと髪かみ型がたを供きよう与よ。最も民衆の視覚が集中すると予想される下着には『目指せ射殺数１００以下週間！』『隣りん人じんを撃うたないで！』『ドアの鍵かぎは最低四個以上！』など、警察標語のプリントを忘れない。

　平和的手段の行使を主張するキャンペーンガールとして笑顔を振りまく一方、涼スズ月ツキは任意の回線を開き、隣となりにいる陽カゲ炎ロウに向かって、ぼそっとした無い声ぬ通ぶ信えを送った。

《ここから見える全員の脳のう味み噌そに炸さく裂れつ弾だんを撃ち込みてえ。それが駄だ目めならショートホープ一箱いっぺんに吸いてえ》

　同じく笑顔の陽炎が、氷のような冷静さで返答。

《喫きつ煙えんは精せい神しん薄はく弱じやくのあらわれだ。自重して損はない》

《そういうの大損ってんだよ。お前、さっきからこっそりガム嚙かんでるだろ》

《下品な嚙み方でない限り、許可されている。ガムは児童の顎がく関かん節せつの成長に良い影えい響きようを与えるとの、福ふく祉し局の見解だ》

《チューイングガムってな、ママのおっぱいの代だい替たい品ひんらしいぜ》

《これはバブルガムだ》

《じゃあパパのあれの代替品だ》

《警察局長のあれなら、これほど嚙み応ごたえはない》

《お前、人生楽しんでるだろ》

《最高だ》

　一方、夕ユウ霧ギリはいつも通りの明るさで客を賑にぎわせている。

「私たちのテーマソングを作りましたーっ♪　夕霧、歌っちゃいますよぉー♪　平和、平和ですー♪　私たちは平和のために戦ってるんですー♪」

　つい先日、助けた人ひと質じちから逆に撃たれるというショックな出来事があったばかりの夕霧の元気な様子に、涼月も陽炎も顔には出さぬまま、ほっとなる。夕霧をそんな目にあわせてしまったことで二人とも、ひそかに忸じく怩じたる思いを抱いだいているのだ。また一方、なぜ人質が武装犯の目を逃のがれて武器を持っていられたのかという疑念──

「ほら、涼月と陽炎も、ご一いつ緒しよにーっ！　みんなで楽しむんですよーっ？」

　涼月と陽炎の顔に、ほんの一いつ瞬しゆん、何の意図もない自然な微び笑しようが浮うかぶ。そうして三人で声を合わせて、この《ロケットの街》における警察隊の常じよう套とう文句を歌うのだった。

　──月間の平均銃死者数が六百四十八人！　交通事故死者の平均より千三百人以上も少ないなんて凄すごい！　「平和」なミリオポリス万ばん歳ざい！　警察隊は日夜、市民の皆みな様さまのために治安の維い持じに努めていまーす♪




　人生はクソだ。そんなもの正面から見たら目が潰つぶれちまう。だから斜ななめから見る。人生に馬ば鹿かにされたのと同じように、人生を馬鹿に仕返す。悪ふオイレンざシユピーけゲルだけが生きるすべ。他ほかに救いはない。夕ユウ霧ギリはそのことをよく知っている。その正しい生き方を、涼スズ月ツキは夕霧から教わった。陽炎もそうだ。二人とも夕霧がいなくなったらどうなるかなんて考えるだけで強きよ烈うれつなマイナスＧを食くらって視レ界ツがド真アっウ赤トになる。つねづねそう思う涼月は、パレード用のミニスカ姿のまま警察隊の本部室に立ち、副長から不思議な言葉を聞かされていた。

「四十八時間の特別休きゆう暇かだ。本日より明後日あさつてまで、自由にしていい」

　分厚いデスクの隣に立つ、長身瘦そう軀くのいかにもエリート風の銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男が、警察隊の副長ことフランツ・利ト根ネ・エアハルトである。通つう称しよう《剃かみ刀そりフランツ》──隊内一の知ち恵え者もので、〈三ケル頭[image: ]ベロス〉の実質的な指揮官だが、涼月らにとっては絶好のからかい相手に他ならず、噂では操みさおを守ってまだ童どう貞ていらしい。ちなみに漢字で表記されるファーストネームは三十になるとミドルネームと入れ替かわるのがこの国の習慣である。

「自由っていうと、交通局と合同で徹てつ夜やの警けい邏ら？　それとも福祉局のガキどもを見み舞まって噓うそくさい励はげましの言葉をくれてやる？」

「……違ちがう。休きゆう暇かだ。規定された服装・行動の限り自由にして良い」

「本当に副長ですか？」

「は？」

「優やさしい副長なんてこの世に存在しません。隊長、エイリアンが化けてる可能性があります。そのうち顔が緑色になって卵を産み始めますよ」

「いいから休暇だ、涼月!!」

　本気で怒おこるフランツ副長を、デスクに座る隊長が手を上げ、黙だまらせた。自身は先ほどから一言も喋しやべらず、事件中も滅めつ多たに声を聞くことがない。巌いわおのような体に顔つき、その目は銃じゆう口こうより雄ゆう弁べんで容よう赦しやない。警察隊に軍の兵科を導入した男。名をオーギュスト・天テン龍リユー・コール。通称《沈ちん黙もくのオーギュスト》──その声を、涼月は数ヶ月ぶりに聞いた。

「街に出て羽を伸のばせ。他に質問は？」

　これはさすがに噓だとは言えない。だが涼月はまだ警けい戒かいしている。〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉のリーダーたる涼月にとって誤ご認にん情報を仲間のもとに持ち帰ることほど情けないことはないのだ。

「質問があります、隊長」

　隊長は黙って涼月を見つめている。

「なんで私のおっぱいは夕霧より小さいんですか？」

　副長のこめかみにびきっと音を立てて青筋が浮く。だが隊長は微び動どうだにせず、言った。

「お前たちの生体部品や機き甲こう兵器などは、全すべて治安局の〈[image: あまた]あまた〉、福祉局の〈[image: ひつじ]ひつじ〉、武器管理局の〈[image: かむき]かむき〉の、三つのマザーコンピュータの合同設計だ。そしてどの電脳も、お前自身の本来の健康的な遺伝子を原則としている」

　つまり遺伝だから我が慢まんしろというのだ。涼月もそんなことは承知している。単に相手の反応が見たくて訊きいたのだが、隊長自らこんなにも長々と返答することに、涼月は嫌いやな予感を覚えた。てっきり、警戒待機中の喫煙や、おふざけや、夕ユウ霧ギリが撃たれたことなどで色々と小言を食うかと思えば、休暇をくれてやるときた。何かがおかしい。引っかかる。だが涼月は、それ以上は何も言わず、さっさと退出の敬礼をした。




〈休暇〉と聞いて、陽カゲ炎ロウは小さく肩かたをすくめてガムを膨ふくらませた。夕霧はこれ以上ないというほど素す直なおに喜び、休暇ソングとダンスを披ひ露ろうした。そして三人揃そろって、公務員の義務として広報部から支給された洋服を着て、それ以外は何の拘こう束そくもないまま、街に出た。

　ショッピングに行った。カフェに行った。昼マのチ部ネのミュージカルを見た。路面電車に乗った。夕霧が遊園地ではしゃぐ子供みたいに次から次に、したいことを並べ立てた。そして夕方になり、なぜか大理石の床ゆかからヤシの木が生えているオープンカフェで食事をした。

　涼月はチキンとシチグーラューシユを、陽炎は仔こ牛うしの薄シ切ユりニカツツレエツル、夕霧は二十種類のオープンサンドの中から時間をかけて七種類を選んだ。食事中にアコーディオンの生演奏がやって来て、夕霧と一緒に歌った。そして向かいのビルの壁かべの特大テレビ画面が、先日のホテル占せん拠きよ事件のニュースを映し──

　夕霧が、ゲロを吐はいた。




　ニュースキャスターは、ホテルを占拠した犯人のうち三名が今も逃とう走そう中だと言った。涼月たちが皆みな殺ごろしにした二十一名ではない。涼月も知らない三名。おそらくあのホテルを包囲していた全員が最後まで知らされなかった三名だ。あるいは最初から逃走することが確約されていたのかもしれないその三名について、警察が公式発表したのは、今日の午後。涼月たちがちょうど路面電車に乗って中央公園の緑を眺ながめていた頃ころだった。

　出来すぎたタイミング。隊長と副長の意図──お前たちは動くな。介かい在ざいするな。最初からいなかったみたいに振ふる舞まい、何ごともなかったかのように帰ってこい。

　そのニュースを聞きながら、夕霧は無表情に、えろえろえろえろえろとゲロを吐き続けた。一いつ生しよう懸けん命めいに選んだエビとホタテとマッシュポテトとハーブと蜂はち蜜みつと卵とトマトのサンドを、悲しみも切なさも通り越こしてしまった冷たい静せい寂じやくの目で、吐き戻もどしてゆく。

　その夕霧の背を涼月が撫なで、陽炎が無言でナプキンを手に取る。

「夕霧は良い子だよ？　悪いことしてないよ？」

　げぼげぼと喉のどが嫌な音を立てる間にも、たまらない虚きよ無むの声で夕霧が繰くり返す。目は何も見ておらず、胃だけが夕霧の精神の悲鳴を受け取り、痙けい攣れんしている。

「そうさ。夕霧は良い子だ。みんなのために頑がん張ばってる良い子だ」

　涼月が明るく言う。陽炎は優しい指使いでゲロを拭ぬぐっている。事態の真相は多分、こんなところだ。複数のグループを集めさせたのは、一に金、二に売名、三に具体的な計画だ。何より計画があればこそ人は動く。その計画を裏で警察に洩らリークした奴やつらがいて、そいつらはきっと実は引き金を引く度胸なんかなくて、でもグループから抜ぬけることも計画に反対することも出来ず、自分たちだけは生かして下さいと警察に泣きついた。警察はさらなる情報と政治取引とその他もろもろの複雑な事情から、実行犯のうち三名を逃走させ、そして「自分が悪い子だから犯人に逃にげられたのだ」という悲しいゲロを夕ユウ霧ギリに吐かせることとなった。そう涼スズ月ツキは推察する。わざわざ公式発表したのは、警察が直接連れん絡らくを取るのがはばかられる相手に伝えるためか。それともそれさえ目くらましか。

　涼月も陽カゲ炎ロウも夕霧も、今さら警察隊がクリーンな組織だとは思っていない。この世の中は主人と奴ど隷れいとマーフィーの法則で出来上がっており、賄わい賂ろや政治や裏取引の絶ぜつ妙みようなバランスによって都市の治安は保たれている。しかし自分たちの出しゆつ撃げき命令に関して、絶対に許せないことが一つ。それは、獲物を区別するということだ。死んで良い人間と悪い人間とに分別するということだ。

　警察が、情報を提供した程度で逃走を許すはずがない。だがそれをした。理由はどうあれ、やってしまった。涼月は「助けてくれ」と叫さけぶ人間を何人も血の海に沈しずめてきた。陽炎も夕霧も、そうしてきた。本部の命令でそれをしてきた。これからもそれをするだろう。三人が出動するということは、たとえ相手が実は俺がお前の父親だと言い出しても、もはや関係がないということなのだ。でなければ自分たちは今まで死ななくてもいい命を、圧あつ倒とう的な火力と速度で踏ふみ潰つぶしてきたのか？　いや──決してそんなことはない。ミリオポリスは偉い大だいで噓うそだらけの大都市だが、誰かに平和を守ってもらわねばならないことだけは確かなのだ。そのために十一歳以上の全すべての市民に労働の機会と権利を与あたえ、三人を機械化して治安の維い持じにあたらせたのだ。

　福ふく祉し局の児童課の本当の役割──子育て。十分な理由があると認められた場合、市民は子供の親権を放ほう棄きすることが出来る。生まれたときから手足が動かなかった涼月、幼い頃に事故で障害を負った陽炎、その二人より遥はるかに酷ひどい目に遭あって捨てられた夕霧。そんな合法的な捨て子たちを、福祉局が都市の貴重な労働力として育て、各市政に提供する。

　かくして涼月たちは人を殺し、与えられた下着を穿はき、キャンペーンガールにもなり、がんじがらめの管理と規則と権利と義務と体制と理想と正義と自由と、要するに人生の狭はざ間まで、ただ一つ悪ふオイレンざシユピーけゲルだけを頼たよりに生きてきた。世界を救う力もなければ、許可無く自分の頭に弾だん丸がんを撃うち込むことも出来ない。立場を理解したところで結果は一いつ緒しよだということを理解して生きてきた。そう。結果は一緒でなければならない。逃走する三名は、今も涼月たちの獲物であり、それ以上でもそれ以下でもないのだ。




　　　　参




　情報はすぐに割れた。涼月と陽炎が手分けして探さぐった。涼月は平常時でも一トン半の打撃を放つことのできる拳こぶしで、楽しく街の情報屋たちと語り合った。陽カゲ炎ロウは年に似合わぬ大きなおっぱいと長い脚あしと完かん璧ぺきな笑え顔がおで、警察隊の情報班および転送塔とうの管理班とよろしくやった。そして涼スズ月ツキと陽炎が狩かりの段取りを話すと、宿舎の隅すみでうずくまっていた夕ユウ霧ギリの目に、明るい生気が戻った。〈三頭ケルベ[image: ]ロス〉の出撃命令としては、それ以上のものはなかった。




　夜が降りた。ミリオポリスの夜景を、夕霧は綺き麗れいなオモチャ箱みたいだと言ってはしゃいだ。陽炎が潜せん入にゆう捜そう査さ班はんからせしめた偽ぎ造ぞう身分証でレンタカーを借りて運転し、人フオル民クス通りを郊こう外がいへ向かう。そして、大通りが整備されたせいでめっきり交通量が減った古い橋を渡わたり、停車した。辺りは無人。大きな河の向こうで《ロケットの街》が輝かがやいている。

　涼月は橋のたもとに立ってショートホープに火をつけた。陽炎は包みから新しいガムを取り出した。レンタカーから流れるラジオの音楽に合わせて夕霧がステップを踏んだ。

　何度か関係ない車が通りすぎ、ラジオのＤＪがおグーやテンす・ナみハトを言うようになった頃──

　それが来た。三台の黒いバン。窓は全てスモークガラスで車内の様子は見えない。

　まず突とつ撃げき手しゆである涼月が、元気良く橋の上を疾しつ走そうした。相手に避よける隙すきを与えず、先頭のバンに向かって跳ちよう躍やく／右みぎ肩かたから激突／フロントガラスにびっしりと亀き裂れつが走り、小こ柄がらな涼月の体と、くわえていたショートホープが、別々の方向に宙を舞う。

　慌あわててブレーキを踏んだ先頭の車両を避けて、二台目と三台目がハンドルを切って停とまる。涼月の体は、二台目の右側面に接せつ触しよくし、橋の真ん中に転がった。

「何だ？　何を撥はねた？」

　先頭のバンの助手席から男が一人、銃じゆう身しんを短く切ったショットガンを手に降りてきた。ぴくりとも動かない涼月の傍かたわらに駆かけ寄り、めくれたスカートから覗のぞく『あなたダイネトの゠ためヴエーにゲン♡』の下着を脇わき目めに、不ふ審しんそうに覗き込む。

「子供……？」

　ぱちっと涼月が目を開き、可愛かわいい唇くちびるを吊つり上げた。

「健康優良・五体不満足児童さ」

　にわかに遠とお吠ぼえのような音が響ひびき、涼月の両手足をエメラルド色の幾き何か学がく的な輝きが包む。隊員が危機的な打撃を加えられたと転送塔が判断／〈転送〉が開始されたのだ。むろん休きゆう暇か中では限定された戦力しか発揮されない。陽炎がたぶらかした管理班の男によって、涼月たちは現在、パトロール中ということになっていた。

「ミリＭオポリＰス警察隊Ｂだ!!」

　ショットガンを構えて絶ぜつ叫きようする男の胴どう体たいを、涼月の機き甲こう化した拳が、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。そして──陽炎がアクセルペダルをべったり踏み切ったレンタカーが、屋根に夕霧を乗せて、突つっ込んできた。

「突撃ソングっ、歌いますよぉーっ♪」

「ああ。歌ってくれ、夕ユウ霧ギリ」

　陽カゲ炎ロウが珍めずらしく微び笑しようした刹せつ那な、先頭のバンの運転席にレンタカーが衝しよう突とつした。ひしゃげる車体、飛び散る火花、吹ふき飛ぶガラス。バンを運転していた男が背骨を折って虫の息になり、歌う夕霧が宙に投げ出されて三台目のバンのフロントガラスを砕くだき──機甲化した。

　全てのバンから武装した男たちが飛び出した。オートマチックの射撃音が響き渡り、火線が闇やみを裂さく。涼スズ月ツキと夕霧の機甲に盛せい大だいな火花が散ったが、もはやいかなる銃撃も、その暴風のごとき突シユト撃ルムの意志を挫くじくことはない。

　涼月の拳が二台目のバンの側面下部を殴なぐり、凄すさまじい勢いで横転する車体が何人か潰つぶし、ガソリンの混じった炎ほのおを噴ふき上げた。夕霧のワイヤーが乱らん舞ぶして三台目のバンを切り裂き、車体の陰かげに隠かくれて銃撃していた男たちを組み立て困難なパズルのピースに変えた。ぐしゃぐしゃになったレンタカーのドアをぶち抜ぬいて弾丸が飛び出し、涼月と夕霧の死角に回り込もうとする男たちの胸を吹き飛ばすや、陽炎の紅あかい機甲が姿を現した。

　男たちは次々に殴タン殺タン・射タカ殺タカ・斬タンタ殺ンタンされ──やがて戦せん闘とうに脅おびえる者が一名、道路に這はいつくばるようにして戦闘区域から逃にげ出そうとするのを夕霧が発見した。

　その青年の鼻先で、ワイヤーが血も凍こおるような音を立ててアスファルトを削けずった。青年は逃げるのをやめ、道路にひざまずいた姿勢で、夕霧を振ふり返った。

　引きつって青ざめているけれども、きっとそうでないときは甘い微笑が売りのはずの、あのホテルで夕霧を撃った青年が、そこにいた。人ひと質じちのふりをして、他ほかの人質たちを見張る役目にあった三人の逃とう走そう犯はんの一人──警察との取引における指示で最も逃げやすい役目につき、しかし夕霧の殺さつ戮りくに恐おそれをなして自分も殺されると思い、発はつ砲ぽうに至った青年。
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　夕霧は全すべてのワイヤーを分ぶん離りして液状に戻もどすと、そのきらきら光る銀色の輝きの中、青年に向かって歩み寄った。青年は、泣きながら、こう言った。

「俺は、ミリオポリスの市会議員の甥おいだ!!」

　夕霧は、その青年の前で、ぴたりと立ち止まった。残りの男たちを皆みな殺ごろしにした涼月と陽炎も、じっと夕霧と青年を見つめている。

「と、取引したはずだぞ！　路線転向した俺たちが仲間から襲おそわれず街を出られる代わり、俺が議員の親しん戚せきである証しよう拠こは、戸こ籍せきからも抹まつ消しようされる！　今回の事件を機に、警察はさらなる武装化を進められる！　一部グループがプロの強ごう盗とうと手を組んだことで、今後、全ての反政府主義者を犯罪者と同列に扱あつかえる！　全てお前たちが望む通りになっただろう！　そもそも四つ葉のクローバーの大量生産に反対する団体は、お前たち警察が裏で操るダミーグループじゃないか！　お……お、俺は今後、より穏おん和わな手段で、君たちのように今の社会で奴ど隷れい的な立場に立たされている人々の解放を、政府に働きかけ──」

「歌って欲しいですか？」

　夕霧は言った。青年は沈ちん黙もくした。

「夕霧は歌いますよぉーっ、さん、はいっ♪　知っらないですよっそんなのっ？　私たちっは、公務員っ、街の公共物っ、絶対中立っ♪　あなたたちのっことっ♪　興味も持っちゃいけなくってっ、理解もしちゃいけないっのっ♪　好きでも嫌きらいでもないっしっ、街のっ平和のっためっ♪　全然っ、そうっ♪　あなたたちのっことっ、人間とも思っちゃいけないのっですっ♪」

　浮うき浮うきするような歌声とは裏腹に、夕霧は無表情だった。悲しみや切なさなど、とっくに通り越こした冷たい静せい寂じやくの目をしていた。

　青年は命いのち乞ごいの余地もなく、ただ脅えて泣き腫はらした目を夕霧に向けている。ひと通りの死し刑けい宣告を終えた夕霧は、再びワイヤーを放つ前に、最後に一言だけ、付け加えた。

「もし本当に地球が平和だったら、お友達になれたかも……ねっ♪」




　三人して歩いて街へと帰る夜の道すがら、

「ねえ……痛いって、どんな感覚だっけ？」

　夕霧が、そんなことを訊きいた。

「胸の奥がきゅーっとなる感じなら、覚えてるんだけど……なっ♪」

　そう、白ヴア犬イスこと夕霧は、歌うように言う。

「我が慢まんできない感覚ということなら、私は二十四時間それを味わっていることになる」

　そう、紅犬ロートこと陽炎は、パチンとバブルガムを弾はじけさせて言う。

「煙草たばこの煙けむりが目に入ったときの感覚だろ。まばたきして涙なみだでも出りゃ、すぐ消えるさ」

　そう、黒シユヴ犬アルツこと涼月は、すっぱ──────────とショートホープを吸って言う。

　そして、一ヶ月の平均銃じゆう死し者しや数がロケット燃料の着火点と同じ六百四十八人であるくせに、どこへも飛んでいけない平和なミリオポリス、通つう称しよう《ロケットの街》の輝かがやきに向かって、

「あー、なんか世界とか救いてえ──っ」

　涼月が、吠ほえた。


































　揺ゆれている！──新しん野の惇あつ彦ひこは足を踏ふん張った。

　揺れているどころではなかった。

　足元から突つきあげる衝しよう撃げきがやってきて、惇彦は数十センチも宙に浮ういた。

　悲鳴をあげようとしたが、背中から地面に叩たたきつけられ、その暇ひまもない。悲鳴どころか息をするのも難しい。

　二回、三回、惇彦の身体からだはバウンドする。

　こればっかりは何回、経験しても慣れることはない。

　だが、大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐいつものように爽さわやかな朝が来る。

　視野の端はしで、大木がもげるのが見えた。

　ああ、早く終わってくれ。

　だが、彼は知っていた。これはまだ序の口なのだ。

　さらに激しく大地が咆ほう吼こうし、地割れが走る。

　もうちょっとだ──惇彦は自分にいいきかせた。

　右みぎ腕うでの骨が折れた。だがこれももうすぐ元通りになる。

　ふとあたりが静せい寂じやくに包まれた。

　ゆっくりと目を開ける。

　彼は布ふ団とんにくるまって寝ねていた。

　窓からは陽光が射さしている。

　いつものように爽やかな朝が来たのだ。
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　浦うら賀が佳か奈なは目を覚ました。

　なぜだか知らないが、ひどく寝ね汗あせをかいていた。身体もだるい。

　しかし、頭はすっきりしている。

　変な夢でも見たかな──額に手を当てるが、なにも思い出せない。

　まあ、いいや──ベッドから飛び起きて、カーテンを開ける。

　朝の陽ひ射ざしを上半身に受け、拳こぶしを握にぎり、肘ひじを激しく二回、後ろに引いた。

「おしっ」とだるさを吹ふき飛ばすつもりで自分に気合を入れた。

　多少は効果があった。

　チェストから下着をとりだし、足音も高らかに階段を下る。

「お母さん、シャワー、浴びる」と大声で告げて、パウダールームに入り、服を脱ぬいだ。

　バスルームでシャワーの栓せんを捻ひねる。

　だが、水はぼたぼた落ちただけで止まってしまった。

　諦あきらめきれずになんどか栓を戻もどしたり捻ったりしてみたが、なにもおこらない。

　仕方なく、バスタオルで汗あせを拭ふき取り、新しい下着に替かえただけで、出た。

「お母さん、お湯、出ないよ」

　母はダイニング・キッチンにいて、一足先に出勤した父親の朝食の後かたづけをしていた。洗い桶おけに入れた食器を哀かなしげに見つめながら、「ああ、たしかに出ないみたいね」

「断水？」

「そんな話はきいていないけど、まあそうなんでしょ。シャワーは諦めて、早く服を着てきな」

「顔も洗えない。みっともないから今日は休む」佳奈は主張した。

「軟なん弱じやく者もの。ウエットティッシュを使え」

「歯も磨みがけない。気持ち悪いから今日は休む」

「もったいないけど、ミネラル・ウォーターを使っていい。ただしコップ一いつ杯ぱいだけだよ」

「わかった」佳奈は溜ため息いきをついた。

「そうする」

　身み支じ度たくして、ダイニングに戻ると、母がレンジのつまみをかちかちと何度も回していた。

「ガスも駄だ目めか。なぜうちはＩＨＣヒーターじゃないのだろう」

「家を建てるとき、お父さんが『クッキング・ヒーターにしようか』といったのに、お母さんが『電気なんぞで炒チヤー飯ハンがつくれるかーっ。火をよこせ、火を。ファイアー！』って反対したから」佳奈は指し摘てきした。

「まあ、ガスが大だい丈じよう夫ぶで、電気が駄目ってこともあるからね」

「あ、誤ご魔ま化かした」

　母は無視して煙草たばこに火をつけた。

　佳奈はテーブルにケータイを、隣となりの椅い子すに鞄かばんを置くと、坐すわった。

「じゃあ、わたしの飯めしは？」

「佳奈」と嘆なげかわしげに、「お母さん、いつもいっているでしょ。女の子が飯なんて乱暴な言葉を使うものじゃありません」

「初めてきいた」

「そうだっけ？」母は首を捻った。

「なんか最近、毎日、いっているような気がする」

「気のせいよ」佳奈は決めつけた。

「だいたい咥くわえ煙草でいわれても、説得力がないんですけど」

「主婦はストレスが溜たまるのよ」と紫し煙えんを吐はき、電気ポットを横目で見た。

「茹ゆで卵たまごぐらい、つくれるかな」

「いいよ、そんなの。トーストだけで」

「きさまは専業主婦のプライドをなんと心得るか」といいながら、電子レンジに近づく。「そういや、電子レンジでスクランブル・エッグがつくれる、ときいたことがある」

「お母さま。今朝ぐらいゆっくりなさったらいかがかしら？」

「まあ、とってもよいお言こと葉ば遣づかいですよ、佳奈ちゃん。お母さん、とっても嬉うれしいわ」とオーブン・トースターに食パンを放ほうりこむ。

「だから、咥え煙草はやめろって。灰、パンのうえに落とさなかったでしょうねぇ」

「知ってる？　煙草の灰って、健康にいいのよ」

「噓うそだっ！」佳奈は思わず腰こしを浮うかせて、身を乗り出した。「科学的根こん拠きよは知らないけれど、ぜったい噓だ。そんなこと、あるはずがない」

「昔はなんでも信じる、素す直なおなよい子だったのに」母は嘆いた。

「一六年も騙だまされつづければ、すこしは学習するわよ」

「だいたい煙草の灰ごときに怯おびえて、宝たから塚づかの男役スターになれると思っているの？」

「目指していないし」

「いつもいっているだろ。娘むすめが宝塚の舞ぶ台たいでオスカルを演じるのが夢なんだ。その夢を果たすべき娘はあんたしかいないでしょうが」

「それも初めてきいた」

「そう？　昨日もいったような気が……」母は額に手を当てた。

「お母さん、冗じよう談だんでも怖こわいからやめて」母の口調に真しん剣けんなものを感じ、佳奈はぞっとした。「いやだよ、わたし、これから二〇年は青春を謳おう歌かするつもりなんだから。若くして認にん知ち症しようにかかった母を介かい護ごするなんて、地味な美談の主人公になる予定はないのよ」

「その『若くして』は『認知症にかかった母』にかかるんだろうね」

「どうでもいいよ、そんなこと」

「ともかく、ガスも水道も駄目って、普ふ通つうじゃないね。きっと道路工事でガス管と水道管をいっしょに壊こわしたんだ。ちょいとニュースを視みてくる」

　母はリビングに行った。

「また誤魔化した」

　そのとき、ケータイが着メロを奏かなでた。高校のクラスメートからだった。

　佳奈はオフフックボタンを押し、耳にケータイをあてようとした。

　だが着メロは一いつ瞬しゆん、途と切ぎれただけで、すぐ鳴りだした。

　オフフックボタンを何度か押してみるが、同じことだった。

　買い換かえたばかりなのに、壊れてしまったのだろうか、佳奈はどうしていいかわからず、呆ぼう然ぜんとケータイを見つめた。

　やがて、着メロは鳴りやんだ。

「なんなのよ」佳奈はかけなおしてみた。

　プップップッという細切れの音がつづくばかりで、呼び出し音がしない。

　何度か試ためしてみたが、同じことだ。

　そのうち、パンが焼けた。

　トーストにはなにもつけない主義だ。オレンジ・ジュースを添そえて、いつもより簡単な朝食を摂とる。もちろん、トーストにかぶりつく前に灰がついていないかどうか、細心の注意を払はらってたしかめた。

　食べおわっても、ケータイのことが気になり、ほかの友達にかけてみようとした。だが、すぐに思いとどまる。たいした用事でもないのに朝の慌あわただしい時間に呼び出すのは嫌いやがらせと思われてもしかたがない。友達をなくす行こう為いだ。

　ますます先ほどの着信が気になった。電話をかけてきたクラスメートもその程度の配はい慮りよはするはずだった。

　佳奈は固定電話で確かめてみようと、ダイニングの子機をとりあげる。

　こちらはケータイより悪かった。なんの音もきこえない。

　廊ろう下かの親機を試してみたが、やはりダイヤルトーンすら返ってこなかった。

「お母さん、電話も駄だ目めだよ」といいながら、リビングに足を踏ふみ入れた。

「電話線も切っちゃったっていってる？」

　母はテレビを凝ぎよう視ししていた。

　見ると、咥えた煙草たばこの灰が大きく下に撓たわんでいる。

「お母さん、灰、落ちる」

　母は無言で灰皿を引き寄せ、灰を落とした。だが、視線はテレビ画面に釘くぎ付づけのままだ。

　佳奈もテレビを視た。

　テレビには真っ黒なドームが映っていた。都心から撮とった映像のようだ。手前のビルと比べると、ドームの巨きよ大だいさがよくわかる。それに聞き慣れたアナウンサーの声が被かぶさった。

「……原因はわかっておりません。官かん邸ていにまもなく対策本部が設置され、今後の対応が協議される模様です。それから、先ほどお伝えいたしました官房長官の記者会見が、開かれるようです。ええと、まだですか？　失礼しました。それでは、ここで、現場の橘きつ高たかを呼んでみたいと思います。橘高さん？」

　画面にはおどろおどろしい文字が並んでいた。

「酒さか河がわ市に謎なぞの巨大物体が出現！」

「死者20人、負傷者10人を超こえる」

「住民約３万人の安否は依い然ぜん不明」

　佳奈ははっとした。酒河市というのは彼女が住む街、つまりいまいるここだからだ。

「酒河のどこ？」佳奈は訊きいた。

「このへんだってさ」と母。「花はな咲さきが丘おか三丁目付近」

「はあ？」

　画面は、上空から街を俯ふ瞰かんしている映像に切り替かわっていた。

「はい、こちら現場の橘高です」エンジンの爆ばく音おんに負けまいと、男性記者が喋しやべっている。「いま、物体の上空にいます。ご覧ください、ここから見ますときれいな円形をしているのがわかります。高さですが、目測で千メートルぐらいでしょうか。ちょうど物体の半径と同じぐらいです。つまり物体は半球形、いや、半分は地面に埋うまっているだけで、球体なのかもしれません。今後の調査が待たれます」

　たしかに見覚えのある建物がちらほら映っていた。

　ドームに寄り添うように建っているのは真まな部べ病院だ。

　球体に半ばのめりこんでいるのは、佳奈が去年まで通っていた市立第七中学校。

　駅前のショッピング・センターに、バス・ロータリー、そしてＪＲ酒河駅そのもの。

　どういうことなのよ、これ？──佳奈は母の横顔を見た。

　また灰が垂れていたが、今度は注意することもなかった。母は灰皿に煙草を押しつけると、芝しば居いがかった動作で手をぽんと鳴らした。「わかった。これはドッキリね」

「ドッキリ？」

「おや、いまどきの若い子はドッキリ・カメラも知らない？」

「いや、わかるけど……」

「つまり騙だましているんだよ。だって空は明るいし、あんなドームが被さっている様子はないだろ」

「そりゃそうだけど、ガスや水道は止まっているし……」

「あれが本当なら、その程度のことですむわけないよ」

「でも、テレビが……」

「こんなの、ビデオかなにかだろ。手の込んだことをするもんだ」

　佳奈は黙だまってリモコンを取り上げ、チャンネルをつぎつぎに変えた。

「……現場付近にいます。警察による規制がしかれ、一〇〇メートルぐらいまでしか近づけませんが、ここから見ても、黒い壁かべにしか見えません。まさに……」

「……に水が溢あふれています。水道管が切断されているようで……」

「……のアパートです。今朝午前六時四二分頃ごろ、突とつ然ぜん、謎の巨大物体が出現し、アパートが分断されました。このとき、一〇二号室で寝ねていた下しも村むら和かず人とさんも身体からだを縦に切断された模様です。下村さんは病院に搬はん送そうされましたが、即そく死しの状態だったと……」

「……ええ、もう、なにがなんだか。いつもどおり家を出たんです。変わったことなんて、なにも……。原因なんてわかりません。だれか教えてください、ほんとに……」

「くそー、やったなーっ。しかぁしっ、おれたちは負けないーっ」

　最後のチャンネルがアニメを放送している以外、すべてのチャンネルが酒河市の謎の巨大物体について特別報道番組を送っていた。

「ほんとうに手が込んでいるわ」と母。

「旦だん那なもグルね、きっと。あいつが帰ってきたら、シメサバ喰くわす。隠かくしカメラがあるはずだよ。捜さがしてみな」

「いやだよ。面めん倒どうくさい。もう学校に行く」

「あれ？」母は首を傾かしげた。「前にもこんなこと、なかったっけ？」

「だから、やめてよ。しつっこい」

「ちょっとしたデジャ・ヴュだよ。でも、あんたこそ記き憶おく障害ってことない？」

「あるわけないでしょ」

　佳奈は憤ふん然ぜんとして家を出た。
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　家を出てすぐ、普ふ通つうの朝とは違ちがうことに気づいた。

　佳奈の家は新興住宅街にある。いつもならこの時間、会社や学校へ向かう人々がバス停のほうへ歩いているぐらいだ。

　だが、今朝はあちこちに人の輪ができている。いつもならもう空になっているガレージに車がまだ入っている。ガレージが空いていても、車は家の前に停とまっていたりした。

　佳奈は左右を見ながら、普段よりゆっくり歩いていった。

　何人かを相手に大声で話す中年男性がいた。

「真部交差点の手前までです、行けるのは。ええ、病院は見えますよ。すぐそこです。警官がうろうろしているのも見えます。でも行けないんです。いや、車だからとかそういう問題じゃない。車から出て試ためしてみたけれど駄だ目めでした。下も開いてない。這はってでも駄目です。でも、向こうは見えるんです。え？　いや、声はさすがに」

　五分ほど歩くと、バス停がある。

　バス停近くのコンビニは人で一いつ杯ぱいだった。だが、出てくるのは手ぶらの客ばかり。もう商品が尽つきているようだ。

　意外なことに、停留所にはバスが止まっていた。

　遅おくれないように急いで駆かけ寄る。

　だが、運転手はステップに腰こし掛かけて、ぼうっとしていた。

「あの……」と声を掛かけてみる。

「バスなら出ませんよ」と運転手。

「真部と桜さくヶらが丘おかのあいだしか運行できないものでね。営業所とも連れん絡らくできないし、困ったもんだ」

「あの、ほんとうに出られないのですか」

「これが噓うそで、小お父じさんがさぼっているだけだったらいいんだけどねぇ。せいぜい馘く首びになるだけだから」

　なんと反応していいかわからず、佳奈は無言で頭を下げ、その場を離はなれた。

　どうやら、ドッキリではないらしい。

　佳奈の通う高校には、電車で二駅かかる。つまり駅にすら辿たどり着けないのでは、登校できない。

　なんだ、けっきょく、休むしかないじゃない──佳奈は思った。

「浦賀ーっ」家に戻もどろうとしたとき、名前を呼ばれた。

　この街に三年半前に越こしてきたので、幼おさ馴なな染じみと呼べるような知り合いはいない。それに近いのは中学の同級生だ。

　その内の二人、鴛おし野のと椋くら木きがやってきた。高校が別になってしまったので、毎日顔を合わすことはなくなったが、ときどきメールのやりとりをする程度の付き合いは続いている。

　佳奈は手を振ふって、ふたりに近づいた。

「あたしら、いまから中学校へ行くの」鴛野がいった。「浦賀も一いつ緒しよに来ない？」

「なにしに？」佳奈は首を傾かしげた。

「繫つなぎ目を見に、さ。あの辺が繫ぎ目らしいじゃない。テレビでいっていたでしょ」

「無理に誘さそうのは悪いよ」椋木が横からいった。

「無理に誘っているつもりはないけれど」

　鴛野と椋木はほんとうの意味での幼馴染みだと、佳奈は知っていた。仲間はずれにされたような気がして、少し意地になった。

「いや、行く」佳奈はいった。

　椋木はちょっと顔を顰しかめたが、反対はしなかった。

　久しぶりの通学路を辿るあいだ無視されるわけでもなく、束つかの間の同窓会気分を味わうことができた。

　テレビで視みた第七中学校は半分、黒い物体にのめりこんでいた。だが、こちらから見ると分断されていない。かつて三年間、見慣れたままに校舎はあった。

　ここにも人々が集まっている。制服を着た在校生がほとんどだが、佳奈のように行き場をなくした卒業生たち、そして保護者らしき大人たちもいる。

　門は閉まっていて、マジックの殴なぐり書きで「本日、臨時休校」と記したアート紙が貼はり出されていた。

「あっ、田た中なかだ」鴛野がいった。

　数学教師の田中が出てきた。彼は手をメガホンの形にして叫さけんだ。「今日は休校します。生徒は速すみやかに帰宅するように」

　だが、人の輪は解ほどけない。

　逆に大人たちが田中に詰つめ寄った。

「うちの子が陸上部の朝練で登校しているんです」生徒の母親らしい女性がいった。

「ああ、グラウンドへどうぞ。顔を見る程度のことならできるかもしれません」

「どういうことですか？」

「行けばわかりますが、くれぐれも自己責任でお願いします」

「案内してくださらないんですか」

「人手が足りないんです。わたしは宿直でして、ほかの先生がたはまだ登校していません。校長や教頭もいませんし、教育委員会とも連絡が取れません」

　保護者たちはなにごとか話し合い、中へ入っていった。

「あたしらも行こうか」椋木が提案した。

　佳奈と鴛野は頷うなずくと、保護者たちの後ろから校門へむかった。

　佳奈たちだけではなく、ほかの卒業生、そして在校生も入ろうとする。

「おい、きみらは駄だ目めだ」田中が両手を広げた。「危ないから帰りなさい」

　なんでですか、入れて下さい、教室に教科書を置きっぱなしにしているんです、などと在校生たちが口々に抗こう議ぎする。

　佳奈たちは「きみら」のなかに卒業生は入っていない、と自主的に判断して、校門を潜くぐった。

　グラウンドの中央あたりに人々が集まっていた。保護者たちが自分の子どもの名を呼んでいる。

　人を搔かき分けて最前列に出る。

　こちらではとくに規制はないが、向こうには警官隊がいた。すでに登校したという陸上部員たちは保護されているのか、姿が見えない。

「うわ、どうなってんの、これ？」椋木が素すっ頓とん狂きような声をあげた。パントマイムよろしく、空中の見えない壁かべにぺたぺた触さわっている。

　佳奈も手を伸のばした。たしかに壁がある。みょうにつるつるしていて、摩ま擦さつを感じることなく掌てのひらを滑すべらせることができる。そして、ひどく硬かたい。軽くついただけで痛みを感じるほどだ。

「見て、テレビ局だ」と鴛野。

　たしかにカメラを構えている一団がいる。

　鴛野と椋木は手を振ってはしゃいだ。

「こっち、映してないね」椋木がいった。「なんかレンズが明後日あさつてのほうを向いている」

「なんかむこうから見るとさ、真っ黒なんでしょ、こっち」と鴛野。

「じゃあ、あたしら見えないんだ」

「残念だねぇ」

　そんなふたりの様子に、佳奈は違い和わ感を覚える。

「あんたたちさぁ、不安じゃないの？」佳奈は訊きいた。

「不安に決まってるじゃん」椋木が即そく答とうした。「不安じゃないわけない。水もガスもない。知っているでしょ、あたしんちが蕎そ麦ば屋やっていること。朝早くから近所のおばさんがやってきて、蕎麦をあるだけ売ってくれ、だって。父さんが、『今日の分の麵めんはまだ打っていないんです』って断ったんだけど、そしたら、粉でいいから分けてくれ、それ以外の食材もできるだけ売ってくれ、だって。父さん、人がいいから、卵とか小麦粉とか売りそうになったけれど、母さんが止めたの。不安だからさ。でも、おばさん、納なつ得とくしてくれなくて、もめたわ。そのうち、近所でも厚かましいので有名な婆ばあさんがやってきて、『困ったときはお互たがい様でしょ』とかいって、ただで食材を持っていこうとするのよ。冗じよう談だんじゃない、あの婆さんに迷めい惑わくかけられたことあっても、助けてもらったことなんてない。父さんは困っていたけれど、つきあいきれなくて、出てきたの。とにかく、いつまでつづくか、みんな、不安なのよ」

「だよねぇ」鴛野も相あい槌づちを打った。

「買い置きとかなくなったら困るよね。救きゆう援えん物資もこのままじゃ期待できないもん。スーパーの前見たら、すごい行列だった。まだ開店していないのに。それにさぁ、お金もおろせないみたいなんだよ。兄貴がコンビニのＡＴＭで試ためしたけど駄目だったって」

「そうだよ。あたしらだって考える頭はある。けれどさ、浦賀、落ちこんでいたってしょうがないじゃない。ポジティヴに生きていこうよ」

「ポジティヴってどんな意味だっけ？」

「いや、よくわからないけれど、とにかく明るく楽しく前向きにってことだよ。そうしていれば、きっと道は開けるよ」

　佳奈は頷いた。「そうかもね」

　とはいっても、やはり明るく振ふる舞まう気にはなれなかった。

「とりあえず帰るわ」佳奈はいった。

「お母さんが心配だから。なんか、ドッキリだと思っているみたい」

「そう。またね」椋木がほっとしたようにいった。

　ふたりに別れを告げて、校門を出る。

　校門のすぐ外にはまだ人が溜たまっていた。そのなかに見知った顔があった。

「ああ、浦賀？」

「新野、久しぶり」

　彼も中学の同級生だ。やはり高校は別で、中学時代も親しくなかった。下の名前も知らない。その程度の知り合いだった。

「あのさ……」新野は口を開いた。

「なに？」

「いや、なんでもない」

「なによ、気になるじゃない」

「いや、ほんとうになんでもないんだ、悪かった。気をつけてな」

「うん、ありがとう。あんたも」佳奈は手を振って、踵きびすを返した。

　なんなんだろう、あいつ──佳奈は思った。まあ、彼も不安なのだろう。たまたま知り合いを見つけて、話しかけてみたものの、共通の話題など思い浮うかばなかっただけに違いない。

　家に帰り着いたときには、新野と会ったことなどすっかり忘れていた。
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「遅おそい！　どこへ行っていた？」

　家に帰った佳奈は、母の怒ど鳴なり声で迎むかえられた。母はリビングにいるようだ。

「学校だよ」佳奈はリビングに行き、告げた。

「行けなかっただろう」と母。さすがにドッキリでもなんでもなく、現実だと確かく認にんしたようだ。

「うん、代わりに中学へ行ってきた」

「あんたも変わったこと、するねぇ」母はしみじみといった。「まあ、いいや。手伝って」

　見ると、母はプラスチック製の衣い装しようケースから服をとりだし、段ボール箱に移し替かえているところだった。

「なにしているの？」

「即そく席せきタンクにするの」母はこともなげに答えた。「終わったら、水みず汲くみに行くよ」

「ミネラル・ウォーターもうないの？」佳奈は驚おどろいた。

「まだ三〇リットルはある」母は人差し指を唇くちびるの前に立てた。「でも、これは他人に喋しやべっちゃいけないよ」

「わかった。黙だまっておく。でも、じゃあ、なんで水汲みなんかするの？　早い者勝ちだから？」

「トイレよ。いくらなんでもミネラル・ウォーターを使うわけにはいかないだろ、もったいない。第一、そんなことしたら、すぐなくなっちゃう。池の水を浴よく槽そうに貯ためて使う」

「池って公園の噴ふん水すい？　遠いよ」

　公園まで五〇〇メートルほどだが、重い水をかかえて歩くとなると、かなりの距きよ離りだ。

「もっと近いところに水場がある？」

「ないと思うけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ、車で行くから」

　佳奈はガソリンスタンドに並んでいる長い車列を思い出した。「でも、ガソリンはあるの？」

「満タンじゃないけど、少なくとも、公園に行って帰るだけはある。どうせこの異変が収まらなきゃ、遠出はできないから、後先のことを気にしていてもしかたがない」

「そういえば、なんだかトイレへ行きたくなってきた」佳奈は訴うつたえた。

「行っておいで。でも、流しちゃ駄だ目めだよ」

「ええっ、そんなの、不潔だよ」

「デオドラントな暮らしとはしばらくお別れなの。わかったら、手伝うんだ」

　衣装ケースを五つ空にすると、佳奈は高校の制服から動きやすいジャージに着き替がえ、長なが靴ぐつを履はいて、母とともに車に乗りこんだ。ポリタンクやバケツ、空のペットボトルなど、水を容いれられそうなものはすでに母の手によって運び込まれていた。

　公園にはすぐ着いた。入り口沿いの道路には何台も車が停とまっている。先客だ。ポリタンクを持っている人も歩いていた。

　佳奈は車から降りて、トランクから衣装ケースを取り出そうとした。

「愚おろか者。その衣装ケースに何リットルの水が入ると思う？」

「え？　知らない」

「サイズは幅はば四二・五センチ、奥行八〇センチ、高さ一七・五センチだ。計算して」

「ええっ？　もう一回いって」

「五九・五リットルだ」

「お母さん、すごい」佳奈は感心した。

「電でん卓たくで計算したの。あんたが帰ってくる前に」

「なんだ」

「とにかく、水を一いつ杯ぱいに容れたら、六〇キロ近くになる」母はそういいながら、バケツを二つ、渡わたした。「これでちょっとずつ汲くんで、持ってくるんだ」

「時間かかるよ」佳奈は反論した。

「じゃあ、ケースごと持っていって、六〇キロのを持ってきてくれる？　そうしてくれると、お母さんも助かるわ」

「ふたりで持てばなんとかなるんじゃない」

「この調子じゃ、池の周りは人で一杯。水が一杯になるまでケースを置いていたら、邪じや魔まじゃない」

「わかったよ」母のいうことはもっともだったので、バケツを受け取った。

「それからこれ」と母は車のスペアキーを渡した。「水を容れたら、いちいちちゃんとロックして。ご近所さんを疑うのは気分悪いけれど、非常事態だからね」

　佳奈は頷うなずき、キーをポケットに入れる。

「目標、二〇〇リットル。頑がん張ばろうっ」母は右みぎ腕うでを天に突つき出した。そのままの姿勢でじっと佳奈の目を見る。

　仕方なく佳奈も、「おおっ」とお義理で応こたえ、バケツを持った右腕を力無く掲かかげた。

　噴水は止まっているものと思ったが、盛せい大だいに水を噴ふきあげていた。おそらく電気モーターで水を循じゆん環かんさせる仕組みになっているのだろう。

　母の予想どおり、池の周りにも中にも人がいっぱいだった。噴水から水を受けている人も多い。

　ふだんより池の水位も下がってみえ、この分だと今日中になくなってしまうかもしれない。

　母親と二人、水を運んだ。べつにそうしようと打ち合わせていたわけではないが、自然と二人は並んで作業するようになった。公園の雰ふん囲い気きが刺とげ々とげしく、離はなれているのは不安だった。

　最初は黙もく々もくと運んでいたが、何往復かするうち、母がぶつぶつと「シメサバ、喰くわす。シメサバ、喰わす」と呪じゆ文もんのように唱えはじめた。

「お父さんに、シメサバを食べさせるの？」公園から出たところで佳奈は訊きいた。

「決まっているだろ。男手の要いるときに限っていないんだから」

　いつもどおり朝早くから出勤しただけなんだから、しかたがないじゃん──そう思いつつ、佳奈は訊いた。「お父さんって、シメサバが嫌きらいなの？」

「大嫌いみたい。だから、結けつ婚こん以来、我が慢まんしてきたのに、こんな手て酷ひどい裏切りをするなんて」

「お母さんはシメサバが好きなの？」

「どちらかというと嫌い」

「なら、いいじゃん」

「あんたはどうなの？」

「さあ？　食べたことないからわからない」

「情けない。わたしがあんたぐらいのときには、ちゃんとシメサバ食べて、嫌いになっていたよ」

「お母さんが出してくれないんだから、当たり前じゃん」

「あれ、あの子、ボーイフレンド？」

「また誤ご魔ま化かした」そういいながらも、佳奈は母の視線を追った。

　新野がいた。自転車にまたがって、じっとこちらを見ている。

　なに、あいつ、ストーカー？──佳奈は気味悪くなった。

「中学んときの同級生。今朝も会ったけど、友達ってほどじゃない」佳奈は説明し、何気なくつけくわえた。「新野っていうんだけど」

　その名を耳にした瞬しゆん間かん、母の表情が一変した。険しく、嫌けん悪お感を剝むき出しにしたのだ。

「知ってるの？」佳奈はおずおずと訊いた。

「いや、知らない」母は首を横に振ふった。「でも、なんだか、新野って名前がすごくいや」

「それはいくらなんでも無茶苦茶だよ」佳奈は呆あきれた。

「ううむ、なんか酷ひどいことされたような気がするんだ、新野って人に」

「本気で心配だよ。いきなりわけのわからないこと喚わめいて暴れたりしないでね」

「ワイルドなお母さんは好きじゃない？」

「そういうの、ワイルドっていわない」

　自分たちの車につき、佳奈がトランクのキーを開けた。

　なかの衣い装しようケースには半分ぐらい水が満たされている。そこにバケツやポリタンクの水をあけた。

「なに、あなたっ？」突とつ然ぜん、母が叫さけんだ。

　振り返ると、新野がすぐ傍そばに来ていた。

　新野は母に目もくれず、佳奈に顔を寄せる。

　佳奈は思わず一歩、下がった。

「気をつけろ」新野は囁ささやいた。「逃にげるんだ。じっちゃんどもが変なことをいっている」

「じっちゃんって……？　変なことって……？」

「うちの爺じじいだよ。親おや父じのそのまた親父。同居しているんだ。浦賀がこの事態の原因だっていっている」

「原因って……」佳奈は啞あ然ぜんとした。

「わたしがなにしたっていうの？」

「それは……、おれも話を立ち聞きしただけだから……」新野は言葉を濁にごした。

「なにさ？」

「いや、馬ば鹿かげたことだ。おれもおまえが原因なんて思わない。でも、じっちゃんは信じこんでやがるんだ。仲間を集めて、妙みようなことをしようとしている」

「仲間って、なんの？」

「おれもよく知らねぇ。じっちゃんは『憶おぼえている連中』といっている。自じ慢まんにもなんないが、うちは代々ここに住んでいるから、じっちゃん、顔だけは広いんだ。それで、近所の爺どもを集めてリーダー気取りだ」

「ちょっと、きみ」母が口を挟はさんだ。

「妙なことってなに？」

「はっきりとは知りません」新野は硬かたい声でこたえた。「おれは『忘れている連中』らしいんで、教えてくれないんです。だから、よくわからないけど、危害を加えるつもりみたいです。お袋ふくろなんか、なにもしていないのに裏切り者扱あつかいされて、納な屋やに閉じこめられてしまいました」

「大変じゃないの!?」母は驚おどろいたようだ。「警察には通報したの？」

　新野は苦くし笑ようした。「一一〇番は繫つながりません。ご存じでしょう？」

「まあね」母は顔を顰しかめる。

「でも、お袋はおれが助けました。いまは、どこかに警官がいるんじゃないかと捜さがしているところです」

「お父さんは？」

「出張中で連れん絡らくがとれません」

「いったい、なにを憶えている、あるいは忘れていると、お祖じ父いさんはおっしゃっているの？」

「おれには理解できません。とにかく逃げてください」新野は佳奈にも念を押した。「おまえも逃げるんだ、な。朝会ったときは、まだお袋は監かん禁きんされていなかったんで、じっちゃんがあんなに狂くるっているとは思わなかったんだ。もっと早くにいわなくて悪かったな」

　そういうと、新野は走り去っていった。

「新野って名前の癖くせにしっかりした子じゃん。でも、逃げろといわれてもねぇ」母は困こん惑わく顔だ。

　それも当然だろう。移動できるのは半径僅わずか一キロメートルの範はん囲い。ブラジルに持っていけば中規模な農園の面積だろうし、マンガに出てくる大金持ちはたいていもっと広い邸てい宅たくにすんでいる。逃げる場所は限られている。

「それになにがなんだかわからないし」佳奈はいった。

「でも、新野って名前は気になる。父方のお祖父さんってことは、やっぱり新野さんなんだろうねぇ」

「知らないけど、そうでしょ」

「気になる、気になる」

「それで」母がＣＭソングでも歌いだしそうな気配だったので、佳奈は尋たずねた。「どうするの？　新野のいうとおり逃げるの？　逃げるのは無理でも、どこかに隠かくれるぐらいはできるんじゃない」

「あてはある？」

「すぐには思いつかないけど、考えれば……」

「隠れるにしても、準備が必要だね。車にお乗り」

「水みず汲くみは？」

「これだけあれば、何日かは保もつだろう。それ以上、この異変が続くようなら、トイレの心配どころじゃない」

　それもそうだな、と佳奈は思い、車に乗った。

　だが、車は家に向かわなかった。

「家に帰るんじゃないの？」佳奈は訊きいた。

「愚おろか者。家に『憶えている連中』が先回りしていたら、どうする」

　数分走って、母は車を停とめた。佳奈の家とはバス通りを挟んで反対側にある神社の傍かたわらだ。このあたりはまだ農村だった頃ころの面おも影かげを残している。

「じゃあ、ここで車の番をしていて。家を見てくるから」母は車を降りようとする。「なんにもなかったらケータイに……、いや、ごめん、すぐ戻もどってくる」

「でも、お母さんも危ないよ」

「わかっている。でも、しかたがないだろう。お父さん、いないんだし。くそっ、あいつ、ぜったいシメサバを山盛り喰くわす。いいかい、佳奈、あんたも危なそうなら、さっさと逃げるんだよ。車がどうにかなっても、お父さんの小こ遣づかいから新車を買わせるから」

　佳奈は頷うなずいた。

　ここから家まで歩いて往復二〇分といったところだろう。

　だが、一時間経たっても二時間経っても、母は帰ってこなかった。

　母のことが心配になってくる。悪い想像ばかりが頭に浮うかび、車のなかでじっとしているのが耐たえられない。

　不意に車の窓を叩たたく音がきこえ、佳奈ははっとした。

「浦賀じゃない。こんなところでなにをしているの？」

　椋木だった。

「ああ、いや、ちょっと……」どう説明していいかわからず、佳奈は言葉を濁にごす。「あんたこそ、なにをしているの？」

「あたしの家、この近くだもん。知らなかった？」

「うん、知らなかった」佳奈はいった。

「だって、椋木んちのお蕎そ麦ば屋って、バス通りのほうじゃん」

「お店は、ね。こんなとこだと客が入らないでしょ。自宅はこっちなの」と椋木はいい、「だれか待っているの？」

「うん。お母さんを」

「で、母さんはどこに行ったのさ？　あ、詮せん索さくするつもりはないんだよ。でも、ここ、なんにもないところだから、不思議に思って。ひょっとして神社にお参りに行っているの？」

「ちがうよ。家に帰っているんだ」

「じゃあ、なんで待っているのさ。浦賀も帰ればいいじゃない。ああ」椋木はぽんと手を打った。「車が心配なんだ。あたしが見ていてあげようか」

「いいよ、そんなの、悪いよ」

「いいって、いいって。困ったときはお互たがい様。遠えん慮りよは無用」といいながら、椋木は車に乗りこんだ。

　佳奈は迷った。だが、母がどうしているかを知りたいという願望が優まさった。

「ありがとう。わたしちょっと行ってくる。けど、しばらくして帰ってこなければ、車は放ほうっておいていいよ。スペアキーがあるから、ロックしてキーを持っていて。落ち着いたら、返してもらいに椋木の家まで行くから」

　無理に番をする必要などないのだ、ということを何度も念押しして、佳奈は車を降りた。
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　家は静まりかえっていた。

　窓が割られているとか、見慣れぬ車が停まっているとかいった、不ふ審しんなところはなにもない。

　なんとなく玄げん関かんを開けるのが憚はばかられて、裏口に回り、ドアを開ける。ダイニングに母はいない。

　警けい戒かいしながら、家にあがる。リビングのほうで物音がきこえた。

「お母さん？」と声をかける。

「佳奈っ、逃にげろっ」母の叫さけび声が返ってくる。

　反射的に身を翻ひるがえしたが、裏口には赤ら顔の男がいた。

　ふたたび身を翻すが、逃げ場がない。リビングから男が二人、出てきたのだ。

　たちまち、囲まれてしまう。

「なによ、あんたたち！」佳奈は目の前にいた白髪しらがの男を蹴け飛とばしたが、残念ながらあまり効果はなかったようだ。

　突つき飛ばされるようにして、リビングへ連れていかれる。

「お母さんっ」佳奈は驚おどろきと怒いかりを感じた。

　母は椅い子すに縛しばりつけられていた。しかも鼻血を出している。

「なんで言いつけを守れないんだ」母はいった。「お母さんを待ってろっていったじゃない」

「お母さんになにをしたの、あんたたち」佳奈は足を踏ふみならした。「出ていってよっ、ここはわたしの家なんだから！」

　押し入ってきたのは、五人だった。そのうち四人は男である。赤ら顔と白髪が二人掛がかりで佳奈の肩かたと腕うでを抑おさえこんだ。

「口が臭くさいっ！」佳奈は猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。「離はなしてっ、出ていってっ。出ていけぇっ！」

「用が済んだら、出ていく」そういったのは、日本刀を持った老人だった。

「お母さんのことについてはすまなかった。あんたの居場所を教えてくれないものでね」

「用ってなによ」佳奈は眼めを細めた。老人は目のあたりがどことなく新野に似ていた。「あんたが新野のお祖じ父いさん？」

「孫からきいたか」老人はにやりと笑った。予想していたかのようだった。

「わたしたちがなにをしたというのよ？」佳奈は怒ど鳴なった。

「あんたら、卑ひ怯きようだ」母も負けじと叫んだ。「か弱い女二人の家に押し入ってきて、暴力振ふるうなんて、最低の人間がやることだよ。会う前から気に入らなかったんだ、この変質者、強ごう盗とう、人殺しっ」

「だから、あんたは中ちゆう途と半はん端ぱに憶おぼえているんだ」新野老人が母にいった。

「冗じよう談だんじゃない。なんでわたしがあんたの妄もう想そうなんか憶えていないといけないんだ」

「テレビを」老人が短く命じた。

「そうね、ちょうど時間ね」唯ゆい一いつの女性で、穏おだやかな顔をした老婦人がテレビをつけた。

　テレビでは学者らしい男性が喋しやべっていた。

「……物質は透とう過か不能ですね。しかし、電磁波は吸収されています」

「先ほど先生は、物体がほぼ球体だとおっしゃいましたが……」と男性アナウンサーが訊きく。

「ほぼ球体ではなく、おそらく球体だと申しあげたのです。観測可能な範はん囲いに限っていえば、完全な真球です。ベアリングのボール以上の精度です。地中部分にものびていることは、水道管やガス管が破断したことでもわかります。現在、陸りく自じの施し設せつ科部隊が物体周辺を掘ほり下げていますが、やはり球面が続いているそうです。現段階で断言はできませんが、完全な球体である、と考えるのが妥だ当とうです」

「球体が埋うまっている、と？」

「その表現も正確ではないかもしれません。埋まっているというなら、その分の土ど砂しやが押し出されていなければなりません。余った土砂が周囲に盛り上がっていますか？　ないでしょう。一方、何人かの犠ぎ牲せい者しやの存在が報じられています。彼らは身体からだをすっぱりと鋭えい利りな刃は物もののようなもので切断されています。わたしも現地に行ってみましたが、物体との境目も剃かみ刀そりで切ったみたいにきれいな切断面をなしています。とても、埋まった、という表現では説明しきれません」

「とおっしゃいますと？」

「物体、物体と呼んでおりますが、実際には物体ではないと思われます。材質がなんであるにせよ、あれだけの大きさですと、質量もかなりのものになるはずです。とうぜん、周囲の地面に影えい響きようが出ますし、われわれの機器で重力変化を測定することもできるはずです。しかし、質量に変化が認められない。物体が存在するのではなく、われわれが目にしているものは、壁かべにすぎない可能性が高い。非物質的な壁が一いつ瞬しゆんで出現し、たまたまそこにいた、運の悪いかたの身体を切断したのではないでしょうか」

「では、内部の住民のかたは普ふ段だんどおりの生活をなさっている、と？」

「まあ、普段どおりといえば語ご弊へいがあるでしょうが、ほとんどのかたが生存なさっている可能性はきわめて高いと思います」

「では、もしも仮に内部のかたがご健在だとして、連れん絡らくを取ることは可能でしょうか」女性アナウンサーがいった。

「こちらから一方的に語りかけることはできるでしょう。ただ、むこうからの交信を受けることができません。いわば情報のブラック・ホールです」

「では、この放送も内部に届いている、と解かい釈しやくしてよろしいでしょうか」

「その可能性は高いと思われます」学者は頷うなずいた。

「この異変の原因はなんなのでしょうか」

「まったく不明です」

「では、解決の見込みはあるのでしょうか」

「糸口すらつかめません」学者はフリップをとりだした。「先ほどももうしたように、原因はまったくわかりませんが、事象の範囲がきれいな球体であることから、その中心でなにかが起こった、もしくは起こっている可能性があります。物体を完全な球体である、と仮定した場合、中心は数センチの誤差で特定できます。物体、いや、この事象の中心はここです」

　フリップは住宅地図だった。佳奈には見慣れたものだ。彼女の住んでいる近辺の地図だからだ。個人情報の保護に配はい慮りよしてか、住人の名前は消されていたが、×ばつ印じるしがつけられているのは浦賀邸ていだった。

「ここに原因があるのですか」

「あくまで可能性の問題です。単なる偶ぐう然ぜんで、ほんとうは関係ないのかもしれません。しかし、事象が半分地下に及およんでいることを考えると、地表に中心があるというのは驚きよう異い的なことです。殊ことにこの付近は山を切り開いた住宅街だそうでして、地形図を見ましても起き伏ふくに富んでいるのがわかります。にもかかわらず、地面からの高さを考えますと、このお宅の二階が中心だということがはっきりするのです。偶然とはきわめて考えにくい。間取りがわかれば部屋も特定できるでしょう」

　佳奈は混乱した。二階には自分の部屋がある。

「わかっただろう」新野老人がいった。

「つまり、あんたの家、いや、あんたたちが原因なんだ」

「わたしはなにもしていないったらっ」と佳奈。「その可能性があるだけだって、学者もいっているじゃん。なんかの間ま違ちがいだよ」

「たしかに間違いかもしれない」新野老人は頷いた。

「だったら、お母さんを解放して」

「でも、間違いなら大だい丈じよう夫ぶだ」新野老人は刀を抜ぬいた。「ちゃんと生き返るから」

「そんな器用なこと、できない」

「きみのお母さんはちゃんと生き返ったぞ」

「その子には才能がないの」母がいった。「生き返らないと思うから、殺しちゃ駄だ目め」

　佳奈は呆あつ気けにとられた。「お母さん、ほんとうに生き返ったの？」

「知らない。でも、この爺じいさんに殺されたような気はする」母は新野老人を睨にらみつけた。

「おれははっきり憶おぼえているぞ。たしかにあんたを殺した」

「よくもまぁ、そんな醜ひどいことをさらりと」母は呆あきれたように、「人殺しの鬼き畜ちく外げ道どう」

「あんたが原因かもしれない、と思ったからだ。どうやら違ったようだがな」

「人間、だれにでも間違いはある」母は慰なぐさめた。「同じ過あやまちは二度と繰くり返さなければいいんだ。だから、とっとと帰れ」

「そう」新野老人は頷き、佳奈の目を見み据すえた。「同じ過ちを繰り返すわけにはいかない。だから、今度こそほんとうの原因を取り除く」

　佳奈の背筋に冷たいものが走った。

　それまでどこか現実感が伴ともなわなかった。だが、老人の目を見たとき、彼が本気であることがはっきりとわかった。

「いや、助けて……」

「ほんとうにすまない」新野老人は深々と頭を下げた。「苦しまないようにするから。もちろん、供く養ようは懇ねんごろにさせてもらう」

「いやだ」佳奈は藻も搔がいた。だが、両りよう肩かたを摑つかむ手をふりほどけない。

「まあ、きちんと説明しましょうや、新野さん」白髪しらがの男がいった。「わけもわからず殺されるのはいやでしょう」

「わかったっていやだよ」と佳奈。

「あのね、お嬢じようさん」と老婦人がいった。「わたしたちは憶おぼえているの。わたしたちは何回も何回も同じ一日を繰り返している。まったく同じじゃない。けれど、日付は今日。テレビの内容も同じ。そしてもうすぐ、夕方に大おお地じ震しんが起こるのも一いつ緒しよ。そして、大地震の最中に気がつくと朝に戻もどっているの。それをもう何十日も繰り返しているのよ」

「最初はおれだけの妄もう想そうかと思っていた」新野老人がいう。「だがな、この婆ばあさんだけじゃない、わりあいに憶えている連中はいたんだよ。それで確信を持った。おれたちは同じ一日を何回も生きている、と。しかし、どうすればいいのか、さっぱりわからなかった。ところが、この清きよしが説明をつけてくれたんだ」

「ああ、最初にいっておくけど、ぼくは憶えていないよ」清と呼ばれた男がいった。彼だけが若かった。といっても、三〇前ぐらいだが。「なぜだか知らないが、憶えているのは年寄りばかりだ」

「失礼な」母が憤ふん然ぜんとした。

「というわけで」清は無視して、「ぼくにしてみれば、今朝、新野の小お父じさんからきいたばかりだ」

「おまえは何回も同じ考えに辿たどり着いた」と新野老人。

「それも憶えていない。とにかく、新野さんの話をきいて、テレビも視みて、ある仮説を立てたんだ。つまり、きみはタイム・リーパーだ」

「たいむりいぱあ？」佳奈は聞き慣れない単語を繰り返した。

「そう。時じ間かん跳ちよう躍やく者しや。時を巻き戻す力を持っている」

「そんなオカルト話でわたしを殺すつもり？」

「まだ話の途と中ちゆうだ」清は苛いら立だった。

「つまりだ、きみは自分だけではなく、周囲の人間、いや、正確にいうと空間を丸ごと、跳躍させた。おそらくトリガーは地震だ。きみは瞬しゆん間かん的にパニックに陥おちいり、自分でも知らなかった能力を発動させたんだ」

「わかるか」新野老人が念を押すように、「あんたがおれたちすべてを巻きこんだ」

「わからないよ」佳奈は首を横に振ふった。「わかるわけないでしょ」

「さっきの放送をきいてますます確信したね」清は得意げに、「新野の小父さんの話じゃ、こちらの一日は微び妙みように違うという。しかし、外での一日はごく当たり前にただ一度きりの一日だ。つまり外部から情報が入ってくるのはかまわないが、こちらから情報を発信するのは、宇宙に致ち命めい的に混乱をもたらす。情報のブラック・ホールでなければいけないんだ」

「でも、あんたたちの話が本当だとしても、なぜなにも悪いことしていないわたしが殺されなきゃいけないのよ」

「悪いことをしていない？」赤ら顔の男が聞き咎とがめた。「たくさんの犠ぎ牲せい者しやが出たことはテレビでもいっていただろう。あれはおまえが殺したんだぞ」

「そんな……」佳奈は虚きよをつかれた。自分が何人もの死に責任を負っているのだ、と指し摘てきされて、うろたえた。

「そんなこといわれたって、知らないよ。わたし、なにもしていないったら」

「とにかく、この無限ループからぼくらが抜ぬけ出すためには、きみに死んでもらうしかない」と清。

「待ってよ」佳奈は慌あわてた。「能力を発動させなければいいんでしょ。頑がん張ばるからさ」

「お嬢ちゃん」新野老人は悲しげな顔をした。「おれがあんたを殺したがっていると思うか？　できることなら殺したくはないんだ」

「だったら……」

「あんたは忘れているようだが、昨日、いや、前の今日というべきか、ややこしくてかなわないな、とにかく前にもそういった。そして、おれたちはそれに賭かけたんだ。だが、駄だ目めだった」

「今度は頑張るよ」佳奈は請うけ合った。

「残念だが」新野老人は鞘さやを捨てた。

　いやだ、死にたくない──佳奈は目をつぶる──もしこの人たちの話が本当なら、時間よ、巻き戻れ！　早く時間よ、巻き戻れ！

「佳奈っ」母が叫さけんだ。「やめなさいよ、いえ、やめてください。代わりにわたしを殺してもいいから」

「だから、べつに殺すのが好きなわけではない、というのに」新野老人はうんざりした様子だった。「おれも悩なやんだんだ、何日も。この歳としになるまでまっとうに生きてきたつもりだ。いまさら殺しなんてやりたくない。それも、相手は女でしかも子どもだ。だが、なさねばならないことがある」

「いやだよぅ」佳奈は叫んだ。「あんたが死ねばいいじゃない」

「憶おぼえているかぎり、三回、腹を切った。生き返ったが、な」

「わたしは生き返らないんでしょ……」

「もしもぼくの仮説が正しければ、ね」と清。「間ま違ちがっていれば、またいつものように朝が来て、きみは生き返る。死んだことさえ忘れているだろう」

「わたし、タイム・リーパーなんかじゃない！」佳奈は主張した。「だってさっきから、何度も念じているもん。時間よ、巻き戻もどれって。でも、なにも変わらない！　時間はただ流れているだけ。噓うそよ、なにもかも噓よ。わたしはタイム・リーパーなんかじゃない！」

「おそらく地震のエネルギーが関係しているんだと思う」得意げに清がいった。「だから、いま、どれだけ念じても時間跳躍現象は起きない。エネルギー不足なんだ。ガソリンの切れた車といっしょ。動かないからといって走る能力がないわけじゃない」

　新野老人は励はげますように頷うなずいた。

「では、いいかな」

「いいわけないでしょっ」佳奈は精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを試みた──時間よ、巻き戻れ、戻ってぇっ！　なにしてるんだ、時間の癖くせにぐずぐずするな！

　悲しみを湛たたえた目をして、新野老人が刀を構える。

「ちょっと待ちなよ」母がいった。状じよう況きようにそぐわない、落ち着いた口調だ。

「なんだ」吞のまれたのか、新野老人は手を止めた。

「あんたたち、考えが浅いんじゃない？」

「どういう意味だよ、小お母ばさん」清は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「つまりあんたたちはうちの佳奈を殺せば、すべてが元通り、問題解決と考えているわけだ」

「ちゃんと罪は償つぐなうつもりだ」と新野老人。

「え？」清が腰こしを浮うかした。「じゃあ、おれ、共犯になってしまうじゃん。帰る」

　新野老人は黙だまって清に刀を突つきつけた。

「冗じよう談だんだよ」清はソファに坐すわった。

「そんなことをいっているんじゃない」と母親。「あんたたちには罪を償うチャンスすらないかもしれないよ」

「だから、どういうことだ」新野老人は促うながした。

「いまわたしたちがいるこの街は、いわば世界から切り取られているんだろう」母は顔をテレビのほうに向けた。そこには黒い物体が映っていた。「つまり、あれは立体的な孔あなというわけだ」

「わけがわからない」新野老人はいった。

「いや、おれにはわかる」と清。「そう考えたほうがすっきりするんだ。少なくとも、その可能性を排はい除じよできない。というか、そういうことを説明したつもりなんだけど」

「なんだ、清。おまえ、犯罪者になるのが怖こわくて日ひ和よっているんじゃないだろうな」と赤ら顔の男がいう。「まあ、引き籠こもりのおまえには、同じ日が何なん遍べんも続いたところでどうってことないんだろうが……」

「引き籠もりのことはいうなよ、親でもない癖に！」清は反発した。

「やめないか」と新野老人。「そんな場合じゃないだろう。で、仮にそうだとして、どうだというんだ？」

「あんたたちはあのなかに住んでいる、と信じているんだろう？」母はいいきかせるように、「佳奈を殺せば、壁かべみたいなものが消えるだけだと考えているんだ。でも、ほんとうにあのテレビに映っているものの向こうにこの街があるといいきれるのかい？」

　新野老人たちは清を見た。

「うん、ちょっと待ってくれ」清はぼさぼさの髪かみを搔かきむしり、「ぼくも時空の抜けた孔のようにイメージしていた。つまり、ぼくらのいるここは時空の欠片かけらさ」

「マジック・ミラーみたいにこっちからは見えるけれど、むこうからこっちは見えないんだとおれは思っていた」赤ら顔がいった。「テレビでもそんなことをいっていたじゃねぇか。それも引き籠もりのおまえより偉えらい先生が」

「引き籠もりのことはいうなってば！　むこうじゃ、ループのことを知らないからね。外から観測すればそう見えるんだろう」

「しかし、なんの違いがある？」新野老人は困こん惑わく顔だ。

「壁と欠片とでは大違いだ。そのくらいはわかるだろう」

「ああ」

「壁なら消えればいいが、欠片が消えると内部にいる者は大変だ。タイム・リープしなければ欠片は孔にかっちり接合すると思っていたんだけど、いわれてみれば根こん拠きよがない。ああっ、時間さえあれば思いついたことなのに。こんな小母さんに先を越こされるのは悔くやしい」

「悪かったね」母はむっとした。

「つまり、どういうことだ？」新野老人にはまだ納なつ得とくがいかないようだ。

「この外がどうなっているかわからないってこと」母がいった。

「馬ば鹿かげている！」白髪しらが男が喚わめく。

「現にお日さまは昇のぼっているし、上を飛んでいるヘリコプターまで見えるじゃないか。ただそこまで行けないだけだ」

「それは……」母は言葉に詰つまった。

「スローガラスみたいなものかもしれない」と清。「吞みこんだ情報をゆっくりと吐はき出している。あるいは、こういってもいい、壁の内側を画面にして外部の情報を繰くり返し再生している」

「そうそう、それがわたしのいいたかったことよ」母はいった。

「ええと、それはこの女の子を殺してもなんにもならないってことなのか？」赤ら顔がいった。

「違う、もっと悪い」清は頭を振ふった。

「この時空の欠片が消えてしまう。タイム・リープは起こらない。おれたちみんな、死んでしまうかもしれない」

　闖ちん入にゆう者しやたちの顔に戸と惑まどいが浮かんだ。

　新野老人がたしかめるように、「おまえの考えが正しいなら、生き返ることもない、やりなおしはきかないってことか」

「そう。この外になにがあるかわからないんだ。岩がん盤ばんがあるかもしれないし、海水があるかもしれない。それどころか、なにもない宇宙空間が広がっていても不思議じゃない。もっと訳のわからない次元の狭はざ間まにいる可能性だってある。いや、そもそも時空の欠片が消えるということは、内部のものもいっしょに崩ほう壊かいしてしまうということかもしれない。危険だよ」

「それじゃあ」と老婦人。「どうすればいいの？」

「わからない。さっぱりわからないよ。でも、この子を殺しちゃ駄だ目めだ。取り返しのつかないことになりかねない」

「でも、わたしは息むす子こや孫に会いたいの」と老婦人。「長男とは同居しているんだけど、下に二人、男の子がいてね、その孫たちが可愛いの。孫まご娘むすめも同居しているんだけれども、これがなんていうの、ギャル風というのかしら、とにかく可愛くなくて……」

「だから」清は苛いら立だたしげに、「死んでしまったら、だれとも会えないでしょうが」

　なんだかいい方向に転がってきた。心なしか、佳奈を拘こう束そくしている男たちの力も抜ぬけてきた。

　しかし、自分が口を出すとややこしくなりそうなので、佳奈は黙だまっていた。藻も搔がくことも控ひかえ、母を信じておとなしくしている。

「そんな馬鹿なことが信じられるか」赤ら顔の男がいった。その口調に力はない。

「へぇ」母は皮肉っぽく、「今日がループしているだの、うちの娘むすめを殺せばループから抜け出せるだのってことは馬鹿なことじゃなくて、信じられるんだ」

　沈ちん黙もくが降りた。

「小お父じさん」沈黙を破ったのは、清だった。「今日、いや、この今日にする必要はないんだ。べつの手段を捜さがそう」

「くそっ」新野老人は吐き捨てるように、「おまえに毎朝、一から説明する身にもなってみろってんだ」

「ああ、ぼくは忘れてしまう。けれど、小父さんは憶おぼえていられるだろう。何なん遍べんだってチャンスはある。ループが続くかぎり、小父さんは歳としもとらない。万が一、事故かなんかで死んでも生き返る。食い物だって一日保もてばいい。いや、我が慢まんもできる。なにも不都合はない」清は説得した。

「まあ、そうだが」新野老人は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「でも、困るわ」老婦人がいった。

「孫に会えないのも寂さびしいけれど、明後日あさつてからお友達とカナダへ旅行する予定なの」

「心配しなくても、明後日はとうぶん来ないよ」清はいった。

　老婦人は強きよう硬こうだった。だが、男たちはすっかりやる気をなくしたようだ。新野老人などむしろほっとしているようだった。

「帰るぞ」新野老人は刀を鞘さやに収めた。

「でも、新野さん、また同じことの繰り返しはもういやだよ」老婦人はいった。「期待させておいてあんまりじゃないか」

「いい加減にしてくれ」新野老人はうんざりした声でいった。

　老婦人はしばらく駄だ々だをこねていたが、ほかの男たちに引きずられるようにして帰っていった。

「まったくいまどきの年寄りは。一言ぐらい謝れ」母が罵ののしった。招かざる客たちが帰るまで待ったのは、さすがに刺し激げきしてはまずいと考えたからだろう。

「ありがとう、お母さん」佳奈は母に縋すがりついた。「格好良かったよ、男前だったよ。お母さんのためなら、いまから宝たから塚づか、目指してもいいよ」

「よくいった。頑がん張ばれ。でも、その前に縄なわを解ほどいて」

　佳奈はいわれたとおりにした。結び目が固くて、なかなか解けない。ふと、母が嗚お咽えつを漏もらしているのに気づいた。

　佳奈は驚おどろいた。「どうしたの、お母さん？」

「主婦だって怖こわいときは怖いんだよ。佳奈が死んだら、どうしようと思って」母は盛せい大だいに泣きはじめた。「ゴキブリが出たときよりも怖かった」

　その程度か、と心のなかで突つっ込みつつも、佳奈は大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべた。

「わたしも怖かった」

　母子ふたりで泣きながら、無事を実感した。そして、この肝かん心じんなときにいなかった父に山盛りのシメサバを食べさせる考えで一いつ致ちした。

　ようやく縄が解けてからも、しばらくは抱だきあって泣いた。父親に食べさせる予定のシメサバはさらに量が増えた。

「それじゃあ、どこか広いところに避ひ難なんしようか」ようやく泣きやんだ母が手首をさすりながらいった。「あいつら、地じ震しんが来るっていっていたじゃない。鵜う吞のみにするつもりはないけれど、避難して損するわけじゃない」

「それなんだけど」佳奈はいった。

「もしも安全なところにいたら、時間を跳ちよう躍やくできないかもしれない。わたしも信じている訳じゃないけど、噓うそだったらそもそも地震なんて来ないわけだし」

　母はちょっと考え、佳奈の髪かみをくしゃくしゃにした。「うん、賛成。それじゃ、ふたりで無防備に地震を待ちますか」

「お母さん、お腹なかすいた」佳奈はいった。「待っているあいだになにか食べようよ」

「よし、ご飯を炊たこう。ミネラル・ウォーターでお米を研とぐなんて贅ぜい沢たく、こんなときじゃないと、する気が起きない」

　母が立ちあがったとき、クラクションがきこえた。

「うちの車の音だね」佳奈はリビングのサッシを開けて、外を見た。

「やっほうっ」運転席から椋木が手を振ふっていた。「あんまり遅おそいから無む免めん許きよ運転して来ちゃった」

　説明を求める目を、母が佳奈に向けた。

「いや、車を見てくれるっていうから」と佳奈はしどろもどろで説明した。

「まあ、いいわ。けれど、困ったねぇ。すごくありがたいんだけど、社会人として未成年者の無免許運転を見過ごすわけにはいかない。褒ほめるべきか、叱しかるべきか」母は腕うで組ぐみをした。「とりあえず車を受け取って、ガレージに入れてくる。お友達には上がってもらうから、お茶の用意でもしておきなさい」

　そういいおいて、母は出ていった。

　佳奈はキッチンに立ち、アップルティーのパックをポットに入れ、お湯を注いだ。そして、カップを用意する。貰もらい物のクッキーの缶かんを開けたとき、ドアの開く音がした。

　お茶の用意は後回しにして、佳奈は出で迎むかえに出た。

　玄げん関かんに立っているのは椋木ひとりだったが、佳奈は不ふ審しんに思わなかった。母は車を動かしているのだろう。

「どうぞ上がって」佳奈はいい、友人に駆かけ寄った。

「浦賀、ごめんね」と椋木。

「なにが？」と問おうとしたとき、佳奈は鈍にぶい衝しよう撃げきを感じた。

　視線をゆっくり下に向ける。左の乳ち房ぶさのやや下あたりにナイフが突き刺ささっていた。

「なんで……？」怒いかりも恐おそれもない。佳奈の心にあるのは純じゆん粋すいな驚きだった。

「うちの祖ば母あさんがさあ、浦賀を殺すと、壁かべが消えるって嬉うれしそうに出かけたんだけど、浦賀のお母さんに言いくるめられてしまったってしょんぼりして帰ってきたから」

「椋木のお祖母さん……？」

「さっきまでお邪じや魔ましていたはずだけど」

　老婦人の顔が頭に浮かんだ。

　脚あしに力が入らなくなり、佳奈はその場に崩くずれ落ちた。

「あたしもさ」椋木はすまなそうにいった。「彼氏に会えないと困るし、こんな退屈なところで暮らすなんてぞっとする。みんなも同じだと思うんだ。それで、浦賀、みんなのためにもポジティヴに死んでよ、悪いけど」

「そうか……」佳奈は呟つぶやくようにいった。「それでわたしをしきりに帰そうとしたんだ」

「うん、そう。だっていくらなんでも、友達を殺すのはいやじゃん。爺じいさんたちが片をつけてくれると思ったのに」

「あなたも憶おぼえているの……？」

「なにを？　ああ、前の今日や、その前の今日を憶えているかってこと？　憶えていないよ。でも、祖母さんが朝一でさ、話をきかせるんだよ。ふだんからぼけているから、あたしはもちろん信じなかった。そしたら、新野んちに連れていかれたんだ。もう近所の爺さんたちが集まっていてさ、なんと、みんな憶えているっていうじゃない。それで、浦賀を殺す話になって、近所の引き籠もりを呼んでくるとかいうから、そいつに会うのがいやであたしは帰ったんだけど、家に戻もどったら戻ったで、近所の小お母ばさんが蕎そ麦ばを売ってくれ、と……」

　頭がぼんやりしてきた。友人の言葉はほとんど耳に入らなかった。「お母さんは……？　お母さんをどうしたの……？」

「小母さんを始末したのはあたしじゃない。祖母さんを乗せてきたの」

　指先から次第に身体からだが冷えていく。自分の流した血がやけに温かい。

　もうなにも見えない。

　罪悪感に苛さいなまれているのか、椋木はくどくどとなにかを喋しやべっていた。

　が、佳奈にとってはもう言葉でさえなかった。単なる騒そう音おんだ。

　ありがたいことに騒音は次し第だいに小さくなっていき、きこえなくなった。

　きこえるのはただ一つ、自分の心臓の鼓こ動どうだけ。

　それはだんだん間遠になっていった。




　　　　＊




「椋木の婆ばあさんはどうした？」新野惇彦は訊きいた。

「今日は来ないんだろう。あの女の子を殺さなかったことでずいぶん怒おこっていたもんなぁ」向かいに住んでいる男がいった。

「期待させすぎたのかもしれないな」惇彦は反省した。「しかし、慎しん重ちようにやらないとな」

「どうもぼくの話がわかっていないみたいだったな、椋木の小母さん」清が頭を搔かいた。

　ここは小学校の校庭だった。『憶えている連中』は地じ震しんの起こる直前、ここに集まり、次の今朝に再会することを誓ちかうのが習慣になっていた。唯ゆい一いつの例外は清だ。彼は忘れてしまうが、成り行き上、暮れなずむ校庭で地震をともに迎むかえる。

　校庭を選んだのは、もちろん、怪け我がをする確率が低いからだ。すぐ治るとはいえ、痛いものは痛い。

「そろそろ来るぞ」隣となりの家の主人が注意を喚かん起きした。

　揺ゆれている！──惇彦は足を踏ふん張った。

　揺れているどころではなかった。

　足元から突つきあげる衝撃がやってきて、惇彦は数十センチも宙に浮ういた。

　悲鳴をあげようとしたが、背中から地面に叩たたきつけられ、その暇ひまもない。悲鳴どころか息をするのも難しい。

　二回、三回、惇彦の身体はバウンドする。

　こればっかりは何回、経験しても慣れることはない。

　だが、大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐいつものように爽さわやかな朝がやってくる。

　視野の端はしで、大木がもげるのが見えた。

　ああ、早く終わってくれ。

　だが、彼は知っていた。これはまだ序の口なのだ。

　さらに激しく大地が咆ほう吼こうし、地割れが走る。

　もうちょっとだ──惇彦は自分にいいきかせた。

　今回は怪我もしていない。何度も遭そう遇ぐうするうちに大おお地じ震しんのやりすごしかたが身についてきたのかもしれない。

　そろそろだ。目を瞑つむる。開ければ、いつものごとく爽やかな朝が待っている。

　やっと静せい寂じやくがきた。

　だが、おかしい。身体に感じるのは布ふ団とんの柔やわらかな感かん触しよくではなく、ざらざらした土のそれだ。

　惇彦は目を開けた。

　そこはいつも目覚める座ざ敷しきではなかった。

　もといた校庭だ。仲間たちも相変わらずいる。

　空は巨きよ大だいな光の壁になっていた。それが猛もう烈れつな勢いで迫せまってくる。地面も光の壁に削けずり取られて消しよう滅めつしていく。

　ついに仲間たちも壁に吞のみこまれだした。

「殺さなかったのに！」惇彦は悲鳴をあげた。その身体も光に吞まれ、拡散する。




　いつものように爽やかな朝は、二度と彼らに来なかった。
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